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凡 例 

 

 

1. 本号の対象とする時期は 2013（平成 25）年度である。 

2. 肩書等は、2014年 3月末現在のものである。 

3. 年は、西暦または西暦（元号）で表記してある。 
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Ⅰ はじめに 

 

 生態調和農学機構（௨ୗࠕ機構ࠖと␎⛠）は、2010 年 4 月࡟ᪧ附属農ሙࡧࡼ࠾ᪧ附属⥳ᆅ᳜≀

ᐇ㦂ᡤの㸰᪋タࢆ⤫ྜし、࡟ࡽࡉ附属₇⩦ᯘ⏣↓ヨ㦂ᆅ（現在の⏣↓₇⩦ᯘ）のᩍ⫱研究機⬟ࢆ

、のもとࣉࢵࢩ࣮ࢲた。機構タ❧ᚋの㸱年㛫は、ᑠᯘ和ᙪ๓機構㛗の࣮ࣜࢀࡉ❧とでタࡇࡴ㎸ࡳ⤌

᪂し࠸⤌⧊の㐠Ⴀࢆ㌶㐨࡟஌ࡏるととも࡟、西東京࢟ࣕࣥࢫࣃのᩚഛィ⏬ࢆᐇ現ࡏࡉるࡇとྥ࡟

ᣏ命したࢆの機構㛗（⛠␎機構ࠖとࠕ௨ୗ）生態調和農学機構ࡀた。⚾（ᔱ⏣）ࡁでࢇてṌࡅ

2013 年 4 月௨㝆も、⤌⧊㐠Ⴀ࠸ࡘ࡟ては๓年度までのᙧࢆ㋃くした。ࡇの㸯年㛫、大ࡃࡁศࡅる

と௨ୗの㸱ࡘのㄢ㢟ࢀࡎ࠸。ࡔࢇ⤌ࡾྲྀ࡟も⥴࡟ᑵ࠸たࡾ࠿ࡤであるࡀ、現≧࠾ࢆఏ࠼するࡇと

で機構の 2013 年度のືࢆࡁ⥲ᣓした࠸。 

 

１．すᮾிキャンパスの整備 

、て࠼ຍ࡟⬟ᪧ附属農ሙከᦶ農ሙの機、࡬（⛠௬）ࢫࣃ西東京࢟ࣕࣥ、ࡾ࠾࡝⏬のィࡽ࠿てࡡ࠿ 

ᪧ附属農ሙ஧ᐑᯝᶞᅬ（⚄ዉᕝ┴஧ᐑ⏫、2008 年 3 月㛢ᅬ）࡟ࡧࡽ࡞ᪧ⥳ᆅ᳜≀ᐇ㦂ᡤ（༓ⴥᕷ

ⰼぢᕝ༊、2012 年 3 月㛢ᡤ）の機⬟ࢆ⛣㌿し㞟⣙໬ࢆ㐍ࡵて࠸るࡀ、タഛࡵྵࢆた本᱁ⓗ࡞⛣㌿

は西東京࢟ࣕࣥࢫࣃのᩚഛࡗࡼ࡟て᏶⤖する。2012 年度末࡟大学ࡀỴᐃした࢟ࣕࣥᩚࢫࣃഛィ⏬

のᇶ本構᝿ࡼ࡟ると、㐲ࡎࡽ࠿╔ᕤするணᐃの㒔ᕷィ⏬㐨㊰（㒔㐨）ࡀࢫࣃࣥࣕ࢟、ࡾࡼ࡟༡໭

ࣥࣕ࢟、ࡵのたࡇ。る࡞࡟とࡇእしてᡭᨺすࡽ࠿⏬ഛィᩚࢆ㒊のᩜᆅ୍、࡟るとともࢀࡉศ᩿࡟

るணᐃである。2013ࢀࡉ௒ᚋᩘ年で෌構⠏ࡀᘓ㐀≀の大༙ࡧࡼ࠾ෆのᅡሙࢫࣃ 年度࡟は、ィ⏬࡟

ἢࡗて、ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇのᩚഛࡸᶞᮌఆ᥇ࡀ࡝࡞ጞまࡾ、㛤Ⓨチྍ᮲௳の㸯ࡘである⎔ቃࣔࣥࣜࢱࢽ

た。2014ࡗ調ᰝもጞまࢢ 年度࡟は、๓年度࡟ᘬ࠸⥆ࡁてᩚࢆࢻ࣮ࣝ࢕ࣇഛするととも࡟ 13 Ჷの 

ᐊࢆᘓタするࡇとࡗ࡞࡟て࠸る。௒ᚋ、ᆅ༊ィ⏬ࡸ㒔ᕷィ⏬㐨㊰ࡄࡵࢆる西東京ᕷ࣭東京㒔との

調ᩚࢆ㐍ࡘࡘࡵ、ᇶ本ィ⏬࡟ἢࡗてணᐃ㏻ᩚࢫࣃࣥࣕ࢟࡟ࡾഛࢆ㐍ࡵてࡘࡃࡺもࡾである。࢟ࣕ

฼⏝した࡟ຠ⋡ⓗࢆࢻ࣮ࣝ࢕ࣇる農ᆅ࣭⥳ᆅ࣭ᯘᆅのྛࡅ࠾࡟ࢫࣃഛᚋは、໭ഃ࢟ࣕࣥᩚࢫࣃࣥ

ᩍ⫱研究、ࢆࡽࢀࡑまたࡄ」ྜⓗࠕ࡞生態調和農学ࠖのᐇ㦂࡞࡟⬟ྍࡀる。また、༡ഃ࢟ࣕࣥࣃ

 。る࠸てࢀࡉ᝿ᐃࡀ㊶農学のᐇ࠸ᖜᗈࡾࡼ、たࡵྵࢆ఍㐃ᦠάື♫ࡸでは♫఍ᐇ㦂ࢫ

 

２．ᮾி኱学の⥲ྜⓗᩍ⫱ᨵ㠉࡬のᑐᛂ 

 東京大学は、2013 年㸵月ࠕ࡟学㒊ᩍ⫱の⥲ྜⓗᨵ㠉ࠖの᪉㔪࡟࠿ࡽ᫂ࢆした。ࡇのᨵ㠉は、

ᣦして、2015┠ࢆの大学ᩍ⫱のᐇ現ࠖࢫࣛࢡࢻ࣮ࣝ࣡ࠕ 年度ࡽ࠿、学஦暦のኚ᭦とᩍ⫱࣒ࢸࢫࢩ

のᨵၿ࠺⾜ࢆものである。学஦暦は、現在のኟ学期࣭෤学期の㸰学期ไࠕ、ࡽ࠿㸲࣒࣮ࢱไࠖ࡬

⛣⾜し、ᾏእの大学࡬の▷期࣭㛗期の␃学ࡸ、እᅜே␃学生のཷධࡃ࡞ࣉࢵࣕࢠࡀ㐍࡞࡟࠺ࡼࡴ

る。農学㒊࡟はᚋ⪅ࢆ᥇⏝するたࡵ、生態調和農学機構で⾜ࢀࢃて࠸るᩍ⫱研究、と࡟ࡃ農学㒊

㸱年生のᐇ⩦࣒࢝ࣜ࢟ࣗࣛࢆ大ࡃࡁኚ᭦ࡊࡏる࠸࡞࠼ࢆ。し࠿も、᪂学஦暦ではཎ๎として㐌㸰

ᅇྠ୍のㅮ⩏科┠ࡀ㛤ㅮࢀࡉるணᐃであࡾ、࣒࢝ࣜ࢟ࣗࣛୖのไ⣙ࡀ大࡞ࡃࡁる。現在、生態調

和農学機構（⏣↓₇⩦ᯘࡴྵࢆ）では農学㒊の 8 ࡽ࠿のᑓಟࡘ 10 科┠のᐇ⩦ࢆᘬࡅཷࡁて࠸る。
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て、機࠸ࡘ࡟ࢀࡇ。あるࡀぢ┤すᚲせࡃࡁ大ࢆᣦᑟయไࡧࡼ࠾ᐇ⩦のᐇ᪋᪥⛬、ᐇ⩦ෆᐜࡽࢀࡇ

構では 2013 年度᳨ࡽ࠿ウࢆ㐍ࡵて࡞ࢬ࣮࣒ࢫ、ࡾ࠾᪂学஦暦࡬の⛣⾜ࡊࡵࢆして࠸る。 

学ኈㄢ⛬とࠕのಁ㐍ࠖࡧ学࡞୺యⓗࠕ、࡟学㒊ᩍ⫱の⥲ྜⓗᨵ㠉ࠖでは学஦暦のᨵゞとともࠕ 

しての୍యᛶのᙉ໬ࠖ࡝࡞の┠ᶆࡀᥖࢀࡽࡆて࡟ࢀࡑ、ࡾ࠾࿧ᛂして、農学㒊のᨵ㠉ࣥࣛࣉでは

の附属᪋タཷධయไのᩚഛࠖࡵるたࡏࡉ඘ᐇࢆ࣮ࣕࢪ࣮࣏ࢫࢡ࢚࣮࣮ࣜ࢔ࡸ⩦ᐇࢻ࣮ࣝ࢕ࣇࠕ

ࡪ⤖ࢆあるྛ附属᪋タの現ሙ࡟と㐲㝸ᆅࢫࣃ農学㒊ᘺ生࢟ࣕࣥࠕ ICT ࣭ࣔࢻ࣮ࣝ࢕ࣇά⏝するࢆ

とするࡵࡌはࢆ機構、ࡽ࠿඲学ࡸ農学㒊、ࡕࢃ࡞る。す࠸てࡆୖࡾྲྀࢆᤵᴗの᥎㐍ࠖࢢࣥࣜࢱࢽ

附属᪋タࡅ࠾࡟るࢻ࣮ࣝ࢕ࣇᩍ⫱機⬟࡬の期ᚅࡀ㧗まࡗて࠸る。ࡇの機఍ࢆᤊ࠼て、農学㒊࣭農

学生命科学研究科のᩍ⫱研究ととも࡟、඲学のᩍ⫱࡬でࡁるࡅࡔの㈉⊩ࡀでࡁる࡟࠺ࡼした࠸。 

 

３. 社会連携 

 機構ࡊࡵࡀすࠕ生態調和農学ࠖ࡟とࡗて、♫఍との㐃ᦠは㔜せである。機構ࡀ❧ᆅする西東京

ᕷは⣙ 20 ୓ேのఫẸࢆ᧦する㒔ᕷであࡾ、西東京ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇはྠᕷのᕷẸ࡟とࡗては、㈗㔜࡞⥳

と᠁࠸のሙࢆᥦ౪して࠸る。ᙜ↛ࡽࡀ࡞、大学の౑命はᩍ⫱研究࡟あࡾ、ᕷẸとの♫఍㐃ᦠは、

ᩍ⫱研究άືの୍⎔として⾜ࢀࢃるࡇと࡞࡟る。ࡑのたࡵ、♫఍㐃ᦠのෆᐜは、機構ഃと、ᕷẸ

ある。2013ࡀᚲせࡃࡺてࡵฟしてỴࢆពぢࡽ࠿἞యのഃの཮᪉⮬ࡸ 年度ࡽ࠿機構ෆ࡟♫఍㐃ᦠጤ

ဨ఍ࢆタ⨨し、ᕷẸࡸ♫఍との㐃ᦠάືはࡇࡑで᳨ウするࡇとࡗ࡞࡟た。また、ྠ年度ࡽ࠿西東

京ᕷとの㛫ࠕ࡟♫఍㐃ᦠ༠㆟఍ࠖࡔࡁືࡀし、現在、ᕷẸの௦表ࢆ஺࠼てᐃ期ⓗ࡟఍ྜࢆ㛤࠸て

る。2014࠸ 年度も、ᱜ୪ᮌࢫࣁࡸのබ㛤、農ሙ༤≀㤋のබ㛤、ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣐ࣜ࣡ࣄ、ከᦶභ㒔

科学㤋とඹദのయ㦂ሿ、࡝࡞ከࡃのࡀ࣒ࣛࢢࣟࣉᕷẸ࣎ࣛࣥࡸ࢔࢕ࢸ♫఍の༠ຊࢆᚓてᐇ᪋ࢀࡉ

し࡟୰ᚰࢆࢫࣃ㐍⾜すると、༡ഃ࢟ࣕࣥࡀഛᩚࢫࣃࣥࣕ࢟࡟࠺ࡼる。௒ᚋ、ୖ㏙の࠸として࠺ࡼ

て、♫఍と㐃ᦠしたᩍ⫱研究άືࢆ㐍ࡵるࡇとࡀでࡁるྍ⬟ᛶࡀあるので、♫఍㐃ᦠ༠㆟఍࡝࡞

 。࠸たࡁࡺてࡗఛࢆ఍のពぢ♫ࡸ㏻して、ᕷẸࢆ

 

※㈨࡞ேⓗࡃ࡞でࡅࡔ⟭は、ண࡟るࡵ㐍ࢆᩍ⫱研究ࡽࡀ࡞対ᛂし࡬ᩍ⫱ᨵ㠉ࡸഛᩚࢫࣃࣥࣕ࢟ 

2014、ࢆたேဨ࠸㓄⨨して࡟の機構௻⏬ᐊࢫࣃᚲせである。ᚑ᮶、ᘺ生࢟ࣕࣥࡀ 年度ࡾࡼ西東京

⏬௻、ࡵ㐃ᦠはますますᚲせであるた࡞した。୍᪉で、研究科との⥭ᐦ࡟とࡇす⛣࡬ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ

ᐊは㸱ྡのᩍဨࡀවົするࡇと࡟した。࠺࠸までもࡃ࡞、機構のホ౯はᩍ⫱研究のෆᐜと成ᯝで

Ỵまる。しࡃࡽࡤの㛫、࢟ࣕࣥᩚࢫࣃഛで༑ศ࡞ᅡሙ᪋タࡀ฼⏝で࠸࡞ࡁ㠃ࡀあるࡀ、機構のᩍ

ဨ࡟は、生態調和農学ࢆᐇ㊶する研究ࡦࡐࢆ᥎㐍して࠸たࡁࡔた࠸。また、農学生命科学研究科

のᩍဨࡸ学生࡟は、ᩚഛィ⏬ࢆ⌮ゎして࠸たࡘࡘࡁࡔ、᪂たࢫࣃࣥࣕ࢟࡞とࢆࢻ࣮ࣝ࢕ࣇά⏝し

た研究ࢆ❧᱌࣭ᐇ᪋して࠸たࡁࡔ、㏆࠸ᑗ᮶ࡑの成ᯝࡀୖࡀるࡇとࢆ期ᚅして࠸る。 

 

2014 年 3月 31᪥ 

東京大学農学生命科学研究科 附属生態調和農学機構 

 機構㛗 ᔱ⏣ ㏱  
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Ⅱ 組織と運営 

１． 組織・人員構成 
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２. 庶務事項 

(1) 人事事項 

旧農場 

㸯）ᐃ年㏥⫋࣭௵期‶஢࣭㎡⫋࣭Ṛஸ㏥⫋ 

⫋   ྡ Ặ   ྡ  Ⓨ௧年月᪥ ഛ    ⪃ 

ຓᩍ ຍ⸨ ὒ୍㑻 平成㸰㸳年7月㸯㸳᪥ ㎡⫋ 

෸ᩍᤵ బࠎᮌ ἞ே  Ṛஸ㏥⫋（H25.09.01） 

ᩍᤵ ᳃⏣ ⱱ⣖ 平成㸰㸴年㸱月㸱㸯᪥ ㎡⫋ 

≉௵研究ဨ 㛵㇂ ಙே 平成㸰㸴年㸱月㸱㸯᪥ ௵期‶஢ 

 

㸰）㌿ ฟ 

⫋   ྡ Ặ   ྡ  Ⓨ௧年月᪥ ഛ    ⪃ 

ຓᩍ ᐑἑ ెᜨ 平成㸰㸴年㸰月㸯᪥ 農学生命科学研究科࡬ 

（෸ᩍᤵ᥇⏝） 

 

㸱）᥇ ⏝ 

⫋   ྡ Ặ    ྡ  Ⓨ௧年月᪥ ഛ    ⪃ 

≉௵研究ဨ DHANACHANDRAN 

SUDHARSAN 

平成㸰㸳年㸲月㸯᪥  

෸ᩍᤵ 㧗⏣ まࡽࡺ 平成㸰㸳年㸯㸰月㸯᪥  

ຓᩍ బࠎᮌ 和ᾈ 平成㸰㸳年㸯㸰月㸯㸴᪥  

 

㸲）㌿ ධ 

⫋   ྡ Ặ    ྡ  Ⓨ௧年月᪥ ഛ    ⪃ 

ᢏ⾡ᑓ㛛ဨ Ⱚ㔝 ఙ⟇ 平成㸰㸳年 㸲月㸯᪥ ᢏ⾡㒊㛗 

 

田無演習林 

㸯）ᐃ年㏥⫋࣭௵期‶஢࣭㎡⫋ 

 し࡞   

 

㸰）㌿ ฟ 

⫋   ྡ Ặ   ྡ  Ⓨ௧年月᪥ ഛ    ⪃ 

ᢏ⾡ᑓ㛛ဨ Ⱚ㔝ఙ⟇  平成㸰㸳年  㸲月㸯᪥ 生態調和農学機構࡬ 
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㸱）᥇ ⏝ 

⫋   ྡ Ặ    ྡ  Ⓨ௧年月᪥ ഛ    ⪃ 

≉௵ຓᩍ ➉本 ࿘平 平成㸰㸳年  㸯㸮月㸯᪥  

 

㸲）㌿ ධ 

⫋   ྡ Ặ    ྡ  Ⓨ௧年月᪥ ഛ    ⪃ 

ᢏ⾡ᑓ㛛⫋ဨ ┦ᕝ ⨾⤮Ꮚ 平成㸰㸳年  㸲月㸯᪥ ⛛∗₇⩦ᯘࡾࡼ 

 

㸳）  ᪼ ௵ 

⫋   ྡ Ặ    ྡ  Ⓨ௧年月᪥ ഛ    ⪃ 

ㅮᖌ ᴋ本 大 平成㸰㸳年㸲月㸯᪥  

 

(2) その他の庶務事項 

平成㸰㸳年 

㸱月㸱㸮᪥࣭㸱㸯᪥ ほᱜ఍、農ሙ༤≀㤋⮫時㛤㤋 

㸲月㸯᪥ ➨㸯ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟ 

㸲月㸲᪥ 㸰㸮㸯㸰年度年ḟ᳨ウ఍ 

㸲月㸰㸰᪥ ➨㸰ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟、➨㸯ᅇ඲య఍㆟ 

㸳月㸷᪥࣭㸯㸮᪥ ඲ᅜ大学附属農ሙ༠㆟఍᫓Ꮨ඲ᅜ༠㆟఍（᪊㸸東京） 

㸳月㸯㸱᪥ ➨㸱ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟ 

㸳月㸰㸵᪥ ➨㸲ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟、➨㸰ᅇ඲య఍㆟ 

㸳月㸱㸮᪥ ➨㸯㸶ᅇ機構ࢼ࣑ࢭ  ࣮

㸴月㸯㸮᪥ ➨㸳ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟ 

㸴月㸯㸯᪥㹼㸯㸮月 生態調和農学機構࣭西東京ᕷඹྠ஦ᴗ 

DE OIL 2013ࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡾࢃまࡦࠕ  

㸴月㸰㸮᪥ ➨㸯㸷ᅇ機構ࢼ࣑ࢭ  ࣮

㸴月㸰㸲᪥ ➨㸴ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟、➨㸱ᅇ඲య఍㆟ 

㸵月㸯᪥ ➨㸲ᅇ㐠Ⴀㅎၥ఍㆟ 

㸵月㸰᪥࣭㸳᪥࣭㸷᪥ 農ሙ༤≀㤋での୐ኤࣙࢩ࣮ࣞࢱࢫࣥ࢖  ࣥ

㸵月㸶᪥ ➨㸵ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟、➨㸲ᅇ඲య఍㆟ 

㸵月㸯㸶᪥ ➨㸰㸮ᅇ機構ࢼ࣑ࢭ  ࣮

㸵月㸰㸱᪥ 農ሙ༤≀㤋⮫時㛤㤋 

㸵月㸰㸱᪥࣭㸰㸲᪥ ࢫࣁぢ本ᅬ୍⯡බ㛤 

㸵月㸰㸰᪥ ➨㸶ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟ 

㸶月㸯᪥࣭㸰᪥ 㛵東࣭⏥ಙ㉺ᆅᇦ大学農ሙ༠㆟఍⥲఍୪࡟ࡧ 
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➨㸵㸶ᅇ研究㞟఍、研ಟ఍（᪊:᫂ ἞大学） 

㸶月㸳᪥ ➨㸷ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟、➨㸳ᅇ඲య఍㆟ 

㸶月㸯㸰᪥࣭㸯㸱᪥ ኟᏘఇᴗ≧態 

㸶月㸯㸲᪥㹼㸱㸮᪥ ࡦまࡾࢃ㏞㊰୍⯡බ㛤 

㸶月㸰㸰᪥࣭㸰㸱᪥ 㛵東࣭⏥ಙ㉺ᆅᇦ大学農ሙ༠㆟఍➨㸲㸰ᅇᢏ⾡研ಟ఍（᪊:⋢ᕝ大学） 

㸶月㸱㸯᪥ 機構බ㛤ࠕ࣮ࢼ࣑ࢭⲡで㌴ࢆ㉮ࡏࡽる㸫࣮ࣝࣀࢱ࢚࢜࢖ࣂのཎᩱస≀  ࠖ

㸷月㸷᪥ ➨㸯㸮ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟、➨㸴ᅇ඲య఍㆟ 

㸷月㸯㸵㹼㸰㸮᪥ 農ሙ༤≀㤋での༑஬ኪࣙࢩ࣮ࣞࢱࢫࣥ࢖  ࣥ

㸯㸮月㸯᪥ ➨㸯㸯ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟、➨㸵ᅇ඲య఍㆟ 

㸯㸮月㸱᪥ ➨㸰㸯ᅇ機構ࢼ࣑ࢭ  ࣮

㸯㸮月㸯㸷᪥ ࣮࣒࣑࣍࢝ࣥ࢕ࢹࢢ௻⏬ࠕ⛅の཰✭య㦂఍  ࠖ

㸯㸮月㸰㸷᪥ ➨㸯㸰ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟、➨㸶ᅇ඲య఍㆟ 

㸯㸮月㸱㸯᪥ ➨㸰㸰ᅇ機構ࢼ࣑ࢭ  ࣮

㸯㸯月㸳᪥࣭㸴᪥ ඲ᅜ大学附属農ሙ༠㆟఍⛅Ꮨ඲ᅜ༠㆟఍（᪊㸸ㄶゼᕷ） 

㸯㸯月㸯㸰᪥ ➨㸯㸱ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟ 

㸯㸯月㸯㸱᪥㹼 ࢟ࣕࣥᩚࢫࣃഛᕤ஦期㛫୰のぢ学ఇṆ࣭農ሙ༤≀㤋ఇ㤋 

㸯㸯月㸯㸲᪥ ➨㸰㸱ᅇ機構ࢼ࣑ࢭ  ࣮

㸯㸯月㸰㸴᪥ ➨㸯㸲ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟、➨㸷ᅇ඲య఍㆟ 

㸯㸰月㸵᪥࣭㸶᪥ ᪥本᳜≀ᅬ༠఍ᅬ㛗࣭ᣑ大᪋タ㛗఍㆟（➨୍ศ㔝）(᪊㸸大㜰ᕷ❧大学） 

㸯㸰月㸯㸰᪥ ➨㸰㸲ᅇ機構ࢼ࣑ࢭ  ࣮

㸯㸰月㸯㸵᪥ ➨㸯㸳ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟、➨㸯㸮ᅇ඲య఍㆟ 

平成㸰㸴年  

㸯月㸯㸴᪥ ➨㸰㸳ᅇ機構ࢼ࣑ࢭ  ࣮

㸯月㸰㸮᪥ ➨㸯㸴ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟、➨㸯㸯ᅇ඲య఍㆟ 

㸰月㸲᪥ ➨㸯㸵ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟ 

㸰月㸶᪥ 機構බ㛤ࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ㐺ṇ農ᴗつ⠊（GAP）ࡈࢆᏑࡌです࠿㸽㸫ᣢ⥆ⓗ農ᴗ

ᣦして┠ࢆ  ࠖ

㸰月㸯㸵᪥ ➨㸯㸶ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟、➨㸯㸰ᅇ඲య఍㆟ 

㸱月 㸯㸲᪥ ➨㸯㸷ᅇࣇࢵࢱࢫ఍㆟、➨㸯㸱ᅇ඲య఍㆟ 

 

３．会計事項 

 ௒年度のண⟬୪࡟ࡧỴ⟬ࢆୗ記の表࡟まとࡵる1㸬ᯝᶞの㇏స等ࡼ࡟る኎ࡸୖࡾ㛫᥋⤒㈝ࡀቑຍした㸬ቑ

ຍศと⠇⣙ࡾࡼ࡟、⮬ື㌴࠼᳜⏣ࡸ機ࢆ᭦᪂でࡁた㸬ࡑの௚は、཰ධᨭฟともࡡࡴ࠾࠾ண⟬㏻࡟ࡾᇳ⾜でࡁ

た㸬 

 



Ⅱ 組織と運営 

 

7 
 

 ஺௜㔠ڦ

収入の部
H25

決算 H24決算

収入 a移替え b振替 計 a+b
当初予算

付属施設経費 21,058,000 21,058,000 21,058,000 20,859,000

教員経費 7,544,000 7,544,000 7,544,000 7,547,000

H22繰り越し分 923,000 923,000 923,000 210,000

収入見込み分 2,591,000 2,591,000 2,591,000 1,935,000

当初予算小計 32,116,000 0 32,116,000 32,116,000 30,551,000

当初外予算
任期付き助教経費 1,050,000 1,050,000 1,100,000 1,075,000
学生経費等 生産環境 56,000 56,000 20,000 204,000

農学国際 198,950 198,950 196,851 198,950

その他 0 20,000 150,000
教員経費（生産環境） 505,000 505,000 505,000 505,000
施設利用料等 アジア 4,200,000 4,200,000 4,200,000 4,200,000

温室 0 0 152,446
水田 0 250,000 250,000 275,125 189,376
生産環境より 930,000 930,000 930,000 930,000

AGS助成金 0 0
農学部より追加配分 0 1,000,000

売り上げ見込み超過分 -500,000 -500,000 1,314,000 2,945,000

売り上げ(振替分） 3,470,000 3,470,000 3,460,000 3,470,000
間接経費 3,000,000 3,000,000 3,990,000 2,999,500

0

合計 37,855,950 7,420,000 45,275,950 48,279,422 48,417,826

支出の部
H25
交付金

決算 収支

費目別配分案 管理担当 a当初配分 b追加配分 計a+b 決算 H24決算

教員 各教員 8,568,589 0 8,568,589 8,681,309 9,356,038
教育研究支援費 技術部 6,500,000 0 6,500,000 6,776,632 5,806,064
技術部 技術部 500,000 0 500,000 474,690 0
教育研究部 教育研究部 150,000 0 150,000 19,372 86,807
企画室 企画室 0 0 0 0 0
水道光熱費 事務 11,150,000 0 11,150,000 9,882,537 11,771,798
通信費 事務 1,355,000 0 1,355,000 1,206,909 1,329,020
旅費 事務 600,000 0 600,000 403,240 670,870
設備・備品費 事務 5,550,000 0 5,550,000 7,884,854 8,241,294
廃棄物処理 事務 800,000 0 800,000 862,370 809,812
複写・印刷費 事務 585,000 0 585,000 528,166 554,783
賃金 事務 5,300,000 0 5,300,000 5,156,212 5,120,909
委員会等 各担当 860,000 0 860,000 1,266,430 914,722
事務費 事務 1,000,000 0 1,000,000 1,373,974 1,245,299
その他 各担当 1,008,800 0 1,008,800 1,011,960 1,023,410
次年度繰越※ 1,348,561 0 1,348,561 2,750,767 1,487,000
合計 45,275,950 0 45,275,950 48,279,422 48,417,826

収入案

支出案
支出案 決算

 

 እ部㈨㔠 ڦ

H25 H24 H23 H22

科研費分 18,897,403 18,300,000 11,200,000 10,940,356

受託研究分 60,758,467 68,117,365 66,243,008 66,582,718

預り補助金分 2,100,000 4,700,000 3,300,000 1,700,000

その他 3,050,000 1,092,000

合計 81,755,870 91,117,365 83,793,008 80,315,074  
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ഛ⪃ 
1. 東大఍ィୖ࣒ࢸࢫࢩのᩘ್ࢆもと࡟㸪機構のᐇ㝿の཰ᨭࡀศࡸࡾ࠿すᩚ࡟࠺ࡼ࠸⌮した

もの㸬⧞ࡾ㉺し࡟は㸪኎ࡆୖࡾ㉸㐣ศと㛫᥋⤒㈝の⧞ࡾ㉺しศもྵࢇで࠸る㸬 
2. ཰ධぢ㎸ࡳศ（農⏘≀等の㈍኎）とᐇ㝿の኎ࡆୖࡾのᕪ㢠はḟ年度௜属᪋タ⤒㈝のቑῶ

で調ᩚࢀࡉる㸬 
3. እ㒊㈨㔠はᐇ㝿࡟機構࡟㓄ศࢀࡉて࠸るศのࡳのィୖ㸪機構のᩍဨ等ࡀᐇ㝿࡟ᨭฟして

 㸬࠸࡞るศはྵま࠸てࢀࡉ⌮⟶ても機構እの研究௦表⪅等で୍ᣓ࠸
 

 

 

            ග⇕Ỉ㐨⣼✚ 

 

 

４．運営諮問会議 

構成ဨ㸸 

  㐠Ⴀㅎၥጤဨ  ྜ℩ᏹẎ ᪥本ᨺ㏦༠఍ゎㄝጤဨ（௒年度はḞᖍ） 

   ⇃಴ຌኵ 㟼ᒸᩥ໬ⱁ⾡大学学㛗 

   ୸ᒣᾈ  ୍  西東京ᕷ㛗     

   㫽㉺ⓡஅ  ᪩✄⏣大学ᩍᤵ 
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   西ᑿ㐨ᚨ  元 農ᴗ⎔ቃᢏ⾡研究ᡤ㛗 

   ୸ᒣΎ  ᫂  元 （⊂）農ᴗ࣭㣗ရ⏘ᴗᢏ⾡⥲ྜ研究機構⌮஦ 

ȷ 農学生命科学研究科 

研究科㛗㸸ྂ㇂研 

   機構㸸ᔱ⏣㏱（機構㛗࣭๪学㒊㛗）㸪஧ᐑṇኈ（๪機構㛗࣭ᩍ⫱研究㒊㛗）㸪Ⱚ㔝ఙ⟇（ᢏ⾡㒊㛗）㸪

ᑠཎ京௓（ᑓ㛛⫋ဨ）㸪௚機構ᩍဨ࣭ᢏ⾡⫋ဨ 

研究科஦ົ㒊 ⤃㔝㕲஧（஦ົ㒊㛗）㸪ఀ⸨჆ᮁ（⥲ົㄢ㛗）㸪ᒣ本ᾈ（⤒⌮ㄢ㛗）㸪⠛⏣ᜨ⨾

（ᩍົㄢ㛗）㸪ᰗᕝᜨ㞵（⥲ົㄢ๪ㄢ㛗）㸪᳃ၨ௓（⥲ົㄢ๪ㄢ㛗） 

㛤ദ㸸 2013年7月1᪥（月）14:00-16:40 

୺࡞ෆᐜ㸸 

機構ᴫせㄝ᫂㸸機構の⟶⌮㐠Ⴀ࣭࢟ࣕࣥᩚࢫࣃഛィ⏬㸭機構ᩍ⫱研究㒊の現≧と௒ᚋのㄢ㢟㸭機構ᢏ

⾡㒊の現≧と௒ᚋのㄢ㢟 

機構の研究࣭ᩍ⫱成ᯝの⤂௓㸸ⰼࢫࣁ᪂ရ✀͂⥳ᆅ⨾ே̓の⫱成とࡑの≉ᛶ（▼ᕝ♸⪷ᢏ⾡⫋ဨ）、

生態調和農学機構ࡅ࠾࡟るࠕ⥳ᆅࠖศ㔝の᪂たࡳ⤌ࡾྲྀ࡞（ᒣ⏣᫴ຓᩍ）  

ウ㆟ 

᪋タ࣭ᐇ㦂≧ἣどᐹ（ࢫࣁぢ本ᅬ、農ሙ༤≀㤋、⏣↓₇⩦ᯘ） 

 

５．スタッフ会議・全体会議  

 ఍㆟ࣇࢵࢱࢫ

構成ဨ㸸 ᔱ⏣㏱㸪஧ᐑṇኈ㸪⡿ᕝᬛྖ㸪Ᏻᮧ┤ᶞ㸪బࠎᮌ἞ே㸪ᏳỌ෇⌮Ꮚ㸪᳃⏣ⱱ⣖㸪Ⱚ㔝ఙ⟇㸪ஂಖ

⏣ᾈྐ㸪ᑠཎ京௓㸪ᯇ本㞝஧（⎔ቃᏳ඲⟶⌮ᐊ㛗）㸪᳃ၨ௓（⥲ົㄢ） 

㛤ദ㸸 ẖ月㸰ᅇࢆཎ๎として㸪ྜィ19ᅇ㛤ദ㸬 

୺࡞ෆᐜ㸸 機構の㐠Ⴀ࡟ಀࢃるࡇと඲⯡࠸ࡘ࡟て㸪報࿌㸪ᑂ㆟とពᛮỴᐃ 

 

඲య఍㆟ 

構成ဨ㸸 機構ᩍ⫋ဨ඲ဨ 

㛤ദ㢖度㸸 ẖ月㸯ᅇࢆཎ๎࡟㸪ྜィ11ᅇ㛤ദ 

୺࡞ෆᐜ㸸 機構ࣇࢵࢱࢫ఍㆟ཬྛࡧጤဨ఍でのỴᐃ஦㡯等の࿘▱とពぢ஺᥮ 

 

６．圃場施設利用委員会 

構成ဨ㸸 ஧ᐑṇኈ㸪Ⱚ㔝ఙ⟇㸪᳃⏣ⱱ⣖㸪⡿ᕝᬛྖ㸪బࠎᮌ἞ே㸪ᏳỌ෇⌮Ꮚ㸪ᒣ⏣᫴㸪ஂಖ⏣ᾈ ,ྐᑠ

ཎ京௓㸪㔝元ᑦ（஦ົᒁ） 

㛤ദ㸸 ⛅෤స（2013年 9月 30᪥）と᫓ኟస（2014年 2月 26᪥）の年 2ᅇ࡟ຍ࠼て㸪⮫時のጤဨ఍ࢆ 1ᅇ

㛤ദ㸬また㸪ᛴࡂの᱌௳࣮࣓ࣝࢆでᑂ㆟㸬 

୺࡞ෆᐜ㸸 ᅡሙ࣭᪋タ฼⏝⏦ㄳのᑂ㆟㸪ᐇ㦂ᐊࡧࡼ࠾ඹ⏝≀ရ࣭᪋タ⟶⌮࡟㛵するពᛮỴᐃ㸬 
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７．環境安全委員会  

構成ဨ㸸 ஧ᐑṇኈ、㧗⏣大㍜、బࠎᮌ἞ே、ᏳỌ෇⌮Ꮚ、ᴋ本大、Ⱚ㔝ఙ⟇、ஂಖ⏣ᾈྐ、和Ἠ㈼ᝅ、ⓑ஭῝

㞷、ᑠཎ京௓、᪂஭ಙ⏨ ࣂ࣮ࢨࣈ࢜࠿࡯  ࣮

୺࡞ෆᐜ㸸 ⊂⮬ࠕ、࡟東京大学大学院農学生命科学研究科附属生態調和農学機構⎔ቃᏳ඲ጤဨ఍つ⛬ࠖࢆタࡅ、

ጤဨ఍ࡀ୰ᚰとࡗ࡞て、機構の⎔ቃᩚഛཬࡧᏳ඲࡟㛵する஦㡯ࢆᑂ㆟し、ࡑの㐠Ⴀ࡟ᙜたࡗて࠸ます。

ጤဨ㛗は๪機構㛗ࡵົࡀ、ጤဨは、⾨生᥎㐍⪅、ᢏ⾡㒊㛗、ྛࣉ࣮ࣝࢢᏳ඲⟶⌮ᢸᙜ⪅、஦ົᢸᙜ⪅、

࢔ᡤ在する࡟ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ西東京、ࢀࡉ構成ࡽ࠿ᢏ⾡⫋ဨࡧཬ（ࡴᩍဨ等ྵ௵≉）の௚ⱝᖸྡのᩍဨࡑ

。ます࠸としてཧຍして࣮ࣂ࣮ࢨࣈ機構の学生等も࢜ࡧのྛ研究ᐊཬ࣮ࢱࣥࢭ生≀㈨※⎔ቃ研究࢔ࢪ

་⸆⏝እẘࠕ、農⸆⟶⌮ྲྀᢅせ㡿ࠖࠕ㸪ࡸのᐇ᪋ࠖࢫࣥࢲ࢖Ᏻ඲࢞ࠕ対象としたࢆ⪅඲㛵ಀ、࡟⮬⊃

≀๻≀༴ᐖ㜵Ṇつᐃࠖ、ࠕᅡሙసᴗ࣭≀ရ等⟶⌮࢞ࠕ、ࠖࣥ࢖ࣛࢻ࢖農⏘≀㈍኎࣐ࢆ࡝࡞ࠖࣝ࢔ࣗࢽ

つᐃして࠸ます。 

  ከࡃの໬学≀㉁ࡸ機ჾࡀ౑⏝ࢀࡉ、㔝እసᴗもከ࠸機構のᩍ⫱研究άືの୰࡟はࡉまࡊまࢡࢫࣜ࡞

࡞まࡊまࡉ、ᛕのもと⌮࠺࠸成❧するࠖとࡑࡇてࡗあࡀቃ⎔࡞඲てのάືはᏳ඲ࠕ。ます࠸でࢇ₯ࡀ

άືの๓ᥦとしてᏳ඲ࢆしࡾ࠿ࡗと☜ಖするࡇとࡀ㸪ࢀࡒࢀࡑの構成ဨの㈐ົとㄆ㆑しάືして࠸ま

す。 

 

㸿）ࣜࢺ࣓ࣥࢫࢭ࢔ࢡࢫ等ᐇ᪋したෆᐜ 

  ࣭༴㝤᭷ᐖせᅉのὙ࠸ฟし（5㹼6月） 

 పῶ対⟇の᳨ウ（5㹼6月）ࢡࢫ࣭ࣜ  

  ࣭⏘ᴗ་ᕠどࡅ࠾࡟るᣦ᦬஦㡯࡬の対ᛂ（7月㹼） 

  ࣭⾨生᥎㐍⪅ࡼ࡟るᕠどࡅ࠾࡟るᣦ᦬஦㡯࡬の対ᛂ（ୗ記ཧ↷） 

  ࣭ᢏ⾡㒊ࡼ࡟るసᴗ㛤ጞ๓のᏳ඲᳨ド（㏻年） 

  ࣭⊂⮬のㅮ⩦఍ᐇ᪋ࡼ࡟るᏳ඲࡬のὀពႏ㉳（ୗ記ཧ↷） 

  ࣭ᚲせ࡞ㅮ⩦఍࡬のཧຍཬࡧ㈨᱁のྲྀᚓࡼ࡟る⬟ຊྥୖ（ୗ記ཧ↷） 

  I࣭C࣮࢝ࡼ࡟ࢻるධᐊ࣒ࢸࢫࢩの⥅⥆ࡾࡼ࡟ᐇ㦂ᐊで୙᫂ヨ⸆等ࢆᨺ⨨ࢀࡉる஦態ࡗ࠿࡞ࡀた。 

  ࣭ᐃ期ⓗ࡟農⸆ࡸヨ⸆のᲴ༺し࠸⾜ࢆ、㐺ษࢀࡉ⌮⟶࡟て࠸る᳨࠿ドした。 

 

⎔ቃᏳ඲࡟㛵するࢱ࣮ࢹ 

 

1. ⅏ᐖ⤫ィ 

࣭ఇᴗ㸲᪥௨  ୖ  し࡞

࣭୙ఇᴗ    1௳（6/28、学生ᐇ⩦時の㙊での⮬യ஦ᨾ㸸⤫ィୖは⎔ቃ࣭生≀学ᑓᨷ） 

࣭ேⓗ⅏ᐖ࡞し 1௳（11/13、බ⏝㌴の⮬ᦆ஦ᨾ） 

        

2. Ᏻ඲⾨生ᩍ⫱ᐇ᪋≧ἣ（機構で㛤ദ） 

ձ Ᏻ඲࢞4/30 ࢫࣥࢲ࢖（65ே）、5/20（40ே）、6/12（4ே㸸ⱥㄒ） 

ղ 㐠ᦙ㌴ㅮ⩦఍ 5/20（8ே） 

ճ 㗬㙊のྲྀᢅ࠸Ᏻ඲ㅮ⩦఍ 9/17（10ே） 

մ ⲡสࡾ㙊ྲྀᢅ࠸Ᏻ඲ㅮ⩦఍ 10/3（10ே） 

յ ࣮ࢱࢡࣛࢺ等ྲྀᢅ࠸ㄝ᫂఍ 10/23（13ே） 

ն ࣑࣮ࢱࢡࣛࢺ࣭ࣝ࣋ࣙࢩࢽ研ಟ఍ 11/14㹼11/15（機構13ே、機構እ11ே） 
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շ 農ලのྲྀᢅ࠸研ಟ఍ 1/24（21ே） 

ո ⏣᳜࠼機、᧛✀機等ᑟධ時ㄝ᫂఍ 3/4（10ே） 

 

3. ㅮ⩦఍࣭研ಟ等ཷㅮ≧ἣ 

ձ 㧗ᶫ๓๪ᐊ㛗の➨1ᅇㅮ₇఍ （研究科） 4/9（16ே） 

ղ 㧗ᶫ๓๪ᐊ㛗の➨2ᅇㅮ₇఍（研究科） 5/14（11ே） 

ճ ➨3ᅇ⎔ቃᏳ඲ㅮ⩦఍（東大） 6/3（1ே） 

մ ༴㝤≀Ᏻ඲⟶⌮ㅮ⩦఍（西東京ᾘ㜵⨫） 6/4（1ே） 

յ ໬学≀㉁等ྲྀ࠸ᢅࡾㅮ⩦఍（東大） 6/24（1ே） 

ն 機ჾ等ྲྀ࠸ᢅࡾཬࡧⅬ᳨ㅮ⩦఍（東大） 7/26（1ே） 

շ ➨1✀⾨生⟶⌮⪅ཷ㦂‽ഛㅮ⩦（東京ປാᇶ‽༠఍㐃ྜ఍） 8/5㹼8/8（1ே） 

ո 㛵東⏥ಙ㉺大学附属農ሙ༠㆟఍ᢏ⾡研ಟ఍（⋢ᕝ大学） 8/22㹼8/23（2ே） 

չ ᑠᆺ㌴୧⣔ᘓ機≉ูᩍ⫱（ࢶ࣐ࢥᩍ⩦ᡤ） 8/29㹼8/30（1ே） 

պ ௚機㛵の学生ᐇ⩦の研ಟ（Ỉ⏘ᐇ㦂ᡤ） 9/9㹼9/10（2ே） 

ջ ➨8ᅇ⎔ቃᏳ඲ㅮ⩦఍（東大） 11/6（1ே） 

ռ ⥳のᏳ඲⟶⌮ኈ᭦᪂ㅮ⩦（⥳のᏳ඲᥎㐍༠఍） 11/27（3ே） 

ս ➨11ᅇ⎔ቃᏳ඲ㅮ⩦఍（東大） 1/10（2ே） 

վ 東京㒔農⸆⟶⌮ᣦᑟኈ㣴成ㅮ⩦ 1/22㹼1/23（1ே） 

տ 東京㒔農⸆⟶⌮ᣦᑟኈ᭦᪂ㅮ⩦ 1/31（2ே） 

ր ᳜≀㜵␿研ಟ఍（᪥本᳜≀㜵␿༠఍） 1/27㹼1/31（1ே） 

ց 㜵ⅆ࣭㜵⅏⟶⌮᪂つㅮ⩦（東京ᾘ㜵ᗇ） 3/17（ணᐃ）（1ே） 

 

4. ⫋ሙᕠどᐇ᪋≧ἣ 

（㸯） ⏘ᴗ་ᕠど  11/14 西東京ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ 生態調和農学機構、⏣↓₇⩦ᯘはᣦ᦬஦㡯対ᛂ  ̈̀

（㸰） ⾨生᥎㐍⪅ᕠど（⎔ቃᏳ඲⟶⌮ᐊศᐊとྜྠᐇ᪋） 

4࣭/17 ⫧ᩱᗜ、農⏘〇㐀ᐊ、✐≀㈓ⶶᗜ       ᣦ᦬஦㡯࡞し 

5࣭/22 స≀研ࣈࣁࣞࣉ、Ỉ⏣ᑠᒇ࿘㎶        ᣦ᦬஦㡯対ᛂ  ̈̀

6࣭/12 ᕤ学⣔ࣘࢺࢵࢽ、ᕤ学⣔≀⨨、ᅬⱁ調ᰝᐊ   ᣦ᦬஦㡯対ᛂ  ̈̀

7࣭/12 西東京ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ（⏘ᴗ་ᕠど࡟ᖏྠ）    ᣦ᦬஦㡯対ᛂ  ̈̀

ᗜ、㌴ᗜ、✐≀஝⇱ᐊ௚       ᣦ᦬஦㡯対ᛂ࣮ࢱࢡࣛࢺ 8࣭/15  ̈̀

9࣭/17 農学➨୍཰⣡⯋、 ᐊ附属ᐙ௚        ᣦ᦬஦㡯࡞し 

1࣭0/22  7号ᅡ 1࣭1号ᅡ ᐊ⩌௚           ᣦ᦬஦㡯対ᛂ  ̈̀

1࣭1/26   㛛⾨ᡤ、NEDOࢫ࢘ࣁ௚            ᣦ᦬஦㡯࡞し 

 ࣉ 1࣭2/24 BᲷ             ᣦ᦬஦㡯対ᛂࣈࣁࣞ  ̈̀

 ࣉ 1࣭/24  AᲷ              ᣦ᦬஦㡯対ᛂ୰ࣈࣁࣞ

2࣭/26  学生ᐊ、➨1㹼➨3ᐇ㦂ᐊ、➨5ᐇ㦂ᐊ     ᣦ᦬஦㡯࡞し 

3࣭/14  研究Ჷ本㤋ᒃᐊ㒊ศ（ணᐃ） 

 

 の௚Ᏻ඲⾨生⟶⌮άື≧ἣࡑ .5

（㸯） ⥭ᛴ㐃⤡ඛのᨵゞ（本ேᐄ、ᐙ᪘ᐄ、ᦠᖏ⏝）4月 

（㸰） Ᏻ඲⾨生㛵ಀの㈨᱁☜ㄆ 4月 

（㸱） ⅏ᐖ対⟇本㒊、⮬⾨ᾘ㜵㝲のᨵ  ゞ 4月 

（㸲） 平成25年度ᩍ⫱研究࣐࣒ࢸࢫࢩࢺ࣓ࣥࢪࢿㄝ᫂఍ 4/24（3ே） 

（㸳） ࣜࢺ࣓ࣥࢫࢭ࢔ࢡࢫ඲య᳨ウ఍ 5/20 
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（㸴） ᩍ⫱研究࣐࣒ࢸࢫࢩࢺ࣓ࣥࢪࢿ㹆25年度書㢮ᥦฟ 5/29 

（㸵） 㜵⅏タഛⅬ  ᳨ 5/24 

（㸶） ⻏ࣉࢵࣛࢺのタ⨨ 5月、7月 

（㸷） ⎔ቃᩚഛ 6/11、11/11 

（10） ⇕୰⑕対⟇のᐇ᪋ 㸴㹼㸷月 

（11） 学生ᐇ⩦時のᏳ඲⟶⌮యไのぢ┤し6㹼㸵月 

（12） 東京大学ࠕᏳ඲の᪥ࠖㅮ₇఍ฟᖍ 7/9（6ே） 

（13） 農⸆Ჴ༺し 7/29、11/25、2/25 

（14） ⇕୰⑕ᣦᩘ ᐃჾの᳨ド 8㹼9月 

（15） ᡤ在☜ㄆ࣐ࣉࢵのస成と㐠⏝㛤ጞ 10月㹼 

（16） 㠀ᖖ時の㑊㞴ሙᡤのぢ┤し 11/26 

（17） ࢜  ᭷ヨ⸆のᦙฟ 11/28ྵ࣒࣑࢘ࢫ

（18） 㜵⅏カ⦎ 1/24 

（19） ヨ⸆Ჴ༺し 2/21 

（20） ࣜ  ᯝの඲య᳨ウ఍ 2/24⤖ࢺ࣓ࣥࢫࢭ࢔ࢡࢫ

（21） ᩍ⫱研究Ᏻ඲⾨生࣐࣒ࢸࢫࢩࢺ࣓ࣥࢪࢿのまとࡵ 㸰月㹼㸱月 

（22） 農⸆ྲྀᢅ௳  ᩘ  

ձ ౑⏝⏦ㄳ㸸235௳（ᪧ農ሙ234、⏣↓₇⩦ᯘ1）3/5⏦ㄳศまで  ͤ

ղ ౑⏝ྲྀᾘ㸸  5௳（ᪧ農ሙのࡳ） 

ճ ㉎ධ⏦ㄳ㸸 54௳（ᪧ農ሙのྲྀ࣭ࡳᾘ1௳ࡴྵࢆ） 

մ ᗫᲠ⏦ㄳ㸸 29௳（ᪧ農ሙ22、⏣↓₇⩦ᯘ7） 

ཧ⪃㸸平成24年度ྲྀᢅ௳  ᩘ

յ ౑⏝⏦ㄳ㸸261௳（ᪧ農ሙのࡳ）3/14⏦ㄳศまで  ͤ

ն ౑⏝ྲྀᾘ㸸  4௳（ᪧ農ሙのࡳ） 

շ ㉎ධ⏦ㄳ㸸 33௳（ᪧ農ሙのࡳ） 

ո ᗫᲠ⏦ㄳ㸸 12௳（ᪧ農ሙのࡳ） 

ཧ⪃㸸平成23年度ྲྀᢅ௳  ᩘ

ձ ౑⏝⏦ㄳ㸸442௳（ᪧ農ሙ㸸425、⥳ᆅ㸸8、ᐇ㦂ᐊ㸸9）3/21⏦ㄳศまで  ͤ

ղ ౑⏝ྲྀᾘ㸸 90௳（ᪧ農ሙのࡳ） 

ճ ㉎ධ⏦ㄳ㸸 74௳（ᪧ農ሙ㸸67、⏣↓₇⩦ᯘ㸸7） 

մ ᗫᲠ⏦ㄳ㸸 31௳（ᪧ農ሙのࡳ） 

ͤ㸯✀㢮の農⸆ࢆ」ᩘのᅡሙ࡟ᩓᕸするሙྜ、౑⏝⏦ㄳࡀ㸯ᯛでᥦฟࢀࡉたሙྜでもᅡሙᩘẖ࢘࢝࡟

 。したࢺࣥ

 

 のຠᯝࡑ

 ࡟るᕠど等ࡼ࡟⪅生᥎㐍⾨、࠼ຍ࡟とࡇ学生もཧຍするࡎࡽ࡞ࡳᩍ⫋ဨの࡟の᳨ドࢺ࣓ࣥࢫࢭ࢔ࢡࢫ࣭ࣜ   

 。る࠸ᾐ㏱して࡟඲యࡀపῶするព㆑ࢆࢡࢫしࣜࢡࢵ࢙ࢳ࡟ᐃ期ⓗࢆ༴㝤᭷ᐖせᅉのᡤ在、ࡾࡼ

   ࣭ヨ⸆のᲴ༺し࠸⾜ࢆ、ᐇ㦂ᐊのヨ⸆の⟶⌮≧ἣᨵၿࢆ⥅⥆した。 

   ࣭機構እ฼⏝⪅のཷㅮ⋡ࣉࢵ࢔のた࡟ࡵ研究科で機構୺ദのᏳ඲࢞ࢆࢫࣥࢲ࢖ᐇ᪋し、ከࡃのཷㅮ⪅ࢆᚓ 

た。 
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   ࣭⾨生⟶⌮⪅の㈨᱁ྲྀࢆᚓࡏࡉ、ᕠどࡏࡉ⾜ྠ࡟るࡇとで⾨生᥎㐍⪅ೃ⿵⪅ࢆ㣴成した。 

   ࣭機ჾྲྀᢅ࠸のㅮ⩦఍ࡸㄝ᫂఍等ࢆ✚ᴟⓗ࡟㛤ദし、ᩍ⫋ဨの࡟ࣉࢵ࢔ࣝ࢟ࢫດࡵた。 

 

㹁）ၥ㢟Ⅼ 

   ࣭ᐇ㦂ᐊの౑⏝࠸࠾࡟て、☜ᐇᩚ࡟⌮ᩚ㡻ࢀࡉてࡁて࠸る࡟ࡽࡉࡀⰋࡃしてࡇࡃ࠸とࡀᚲせである。 

   ࣭ᕠどࡼ࡟るᣦ᦬஦㡯࡟対する対ᛂ୍ࡀ㒊༑ศでࡗ࠿࡞た。 

   ࣭機構ෆ࡟Ꮡ在するᐇ㦂機ჾࡸ≀⨨等࠸ࡘ࡟て、ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ໬ࡾ࡞࠿ࡀ㐍୍ࡀࡔࢇ㒊୙᫂࡞機ჾ等ࡀṧ 

 。る࠸てࡗ

    

㹂）᮶期ᒎ㛤᪉㔪 

   ࣭機構୺ദのᏳ඲࢞࠸ࡘ࡟ࢫࣥࢲ࢖て、౛年ྠᵝ࡟機構ෆの඲ဨと機構እの฼⏝⪅ࡀ☜ᐇཷ࡟ㅮする࠺ࡼ 

ᐇ᪋する。 

 ⮬てのᣦᑟᩍဨ࠸ࡘ࡟学生࡟ࡧࡽ࡞るᚭᗏࡼ࡟᪥ᖖⓗᣦᑟࡸࢫࣥࢲ࢖のᩚഛと౑⏝᪉ἲの࢞ࣝ࢔ࣗࢽ࣐࣭   

㌟の⮬ぬとᣦᑟのᚭᗏ。 

   ࣭機構ෆࡅ࠾࡟るᐇ㦂機ჾࡸ≀⨨等࠸ࡘ࡟て、ᘬࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡁ⥆ࡁ໬ࢆ㐍ࡵるととも࡟☜᫂ࢆ⪅⌮⟶࡟ 

してࡃ࠸。 

 

８．キャンパス整備 

西東京࢟ࣕࣥࢫࣃ（௬⛠）のᩚഛ࠸ࡘ࡟て㸪๓年度࡟ᘬࡁ⥆ࡁ㸪農学生命科学研究科のࣃࣥࣕ࢟↓⏣ࠕ

ࢆഛィ⏬ጤဨ఍ࠖ㸨で᳨ウした㸬2013年度は㸪ྠጤဨ఍ᩚࢫ 11月 25᪥࡟ 1ᅇ㛤ദして࢟ࣕࣥᩚࢫࣃഛの᥎

㐍ࢆᅗࡗた࠿࡯㸪᪂た࡟タ⨨したᩚࢫࣃࣥࣕ࢟↓⏣ࠕഛィ⏬ጤဨ఍ ᐇົ⪅఍㆟ࠖࢆ 2 ᅇ㛤ദしてᩚഛィ⏬

のලయ᱌ࢆస成した。また㸪機構ᩍ⫋ဨ࡞ࡽ࠿る࢟ࣕࣥᩚࢫࣃഛ࣮࣡࢟ࣥࣉ࣮ࣝࢢࢢ（WG）㸨㸨ࢆタ⨨して㸪

ලయⓗ஦㡯᳨ࢆウした㸬  

東京㒔ࢆࢫࣃࣥࣕ࢟ࡀ༡໭࡟ศ᩿する㒔ᕷィ⏬㐨㊰㸱࣭㸲࣭㸷号⥺のᘓタィ⏬ࢆ㐍ࡵてࡾ࠾、東京大学

は 2013 年 3 月࡟㒔と⏝ᆅ኎༷ዎ⣙ࢆ⥾⤖した。また、ྠ月、大学本㒊の㈈ົᢸᙜ⌮஦ᩚࢫࣃࣥࣕ࢟ࡽ࠿ഛ

の⤒㈝࠸ࡘ࡟てෆ♧ࡀあࡗた。また、東京㒔⎔ቃᒁࡽ࠿もᶞᮌఆ᥇等࡬のチྍࡀୗࡾたので、2013 年度は

ࣕ࢟。たࡗ⾜ࢆ࡝࡞ᅵᮌᕤ஦ࡸᶞᮌఆ᥇࡟୰ᚰࢆ㸰号ᅡ࿘㎶、ࡕࢃ࡞ᡭした。す╔࡟ᐇ㝿࡟ഛᩚࢫࣃࣥࣕ࢟

 。㛤ጞしたࢆ調ᰝࢢࣥࣜࢱࢽቃࣔ⎔、ࡾணᐃ㏻、࠸࡞とも࡟ഛのᐇ᪋ᩚࢫࣃࣥ

୍᪉、᪂࢟ࣕࣥࢫࣃのᘓ⠏≀の௙ᵝ࠸ࡘ࡟て᳨ウし、ྛ✀ WG ഛィ⏬ጤဨ఍のᑂᩚࢫࣃࣥࣕ࢟↓⏣ࡧࡼ࠾

㆟ࢆ⤒て、ᩥ㒊科学┬࡬ᥦฟする㠃✚༠㆟の᱌ࢆ⟇ᐃして本㒊࡬ᥦฟした。㒔ᕷィ⏬㐨㊰の໭ഃは➨୍✀୰

㧗ᒙఫᒃᑓ⏝ᆅᇦとࢀࡉて࠸るたࡵ、西東京ᕷとの㛫でᆅ༊ィ⏬の⟇ᐃࡅྥ࡬た஺΅ࢆ㐍ࡵてࡾ࠾、⏝㏵ᆅ

ᇦࢆኚ᭦して、ィ⏬࡟ࡾ࠾࡝大学᪋タࢆᘓタでࡁるࡇとࢆ期ᚅして࠸る。 
㸨 ⏣↓࢟ࣕࣥᩚࢫࣃഛィ⏬᳨ウጤဨ఍ 

構成ဨ㸸 ጤဨ㛗 ᔱ⏣㏱ᩍᤵ（機構㛗）、஧ᐑṇኈᩍᤵ（๪機構㛗）、㧗⏣Ẏኈᩍᤵ（ᕤ学⣔研究

科）、ⓑ▼๎ᙪᩍᤵ、ሐఙᾈᩍᤵ、᰿本ᆂ௓ᩍᤵ、ሷ⃝ᫀᩍᤵ、大㯮ಇဢ෸ᩍᤵ、Ᏻᮧ┤ᶞㅮᖌ、

ᑠᯘ和ᙪᩍᤵ、㬞ୗ㢧ᙪ෸ᩍᤵ、୰ᔱᗣ༤෸ᩍᤵ、✄ᒣṇᘯ෸ᩍᤵ、ྜྷ⏣ಟ୍㑻෸ᩍᤵ 



生७ᛦԧᠾܖೞನ2013 إ࠰ 

 

14 
 

 （࢚ࣜࢺ࢔研究ဨ㸭Ἑ㔝Ὀ἞௵≉）㘠㔝཭ဢ、（࢚ࣜࢺ࢔Ἑ㔝Ὀ἞）㸸 Ἑ㔝Ὀ἞࣮ࣂ࣮ࢨࣈ࢜

஦ົᒁ㸸 ⡿ᕝᬛྖ෸ᩍᤵ、ᒣ⏣᫴ຓᩍ、ዟᢤ⩏ᘯ஦ົ㒊㛗、ᒣ本ᾈ⤒⌮ㄢ㛗 

஦ົᒁ఍㆟㸸 ᔱ⏣㏱ᩍᤵ（機構㛗）、஧ᐑṇኈᩍᤵ（๪機構㛗）、⡿ᕝᬛྖ෸ᩍᤵ、ᒣ⏣᫴ຓᩍ、Ⱚ

㔝ఙ⟇生態調和農学機構ᢏ⾡㒊㛗、ᒣ本ᾈ⤒⌮ㄢ㛗、ஂಖᛅ᫂⤒⌮ㄢ๪ㄢ㛗、୪ᮌⓏ⨾ᖾ⤒⌮ㄢ

ண⟬࣭Ỵ⟬࣒࣮ࢳಀ㛗 

ᐇົ⪅఍㆟㸸 ᔱ⏣㏱ᩍᤵ（機構㛗）、஧ᐑṇኈᩍᤵ（๪機構㛗）、⡿ᕝᬛྖ෸ᩍᤵ、ᒣ⏣᫴ຓᩍ、Ⱚ㔝ఙ

⟇生態調和農学機構ᢏ⾡㒊㛗、ᑠཎ京௓生態調和農学機構஦ົᐊᑓ㛛⫋ဨ、ᒣ本ᾈ⤒⌮ㄢ㛗、ஂಖᛅ

᫂⤒⌮ㄢ๪ㄢ㛗、୪ᮌⓏ⨾ᖾ⤒⌮ㄢண⟬࣭Ỵ⟬࣒࣮ࢳಀ㛗、ᒣ本㞞ஂ⤒⌮ㄢ᪋タᩚഛ࣒࣮ࢳಀ㛗、᳃

ၨ௓⥲ົㄢ๪ㄢ㛗、᰿本ᆂ௓ᩍᤵ、ᑠᯘ和ᙪᩍᤵ、㬞ୗ㢧ᙪ෸ᩍᤵ（࣮࢜ࣂ࣮ࢨࣈ）、㘠㔝཭ဢ（≉

௵研究ဨ㸭Ἑ㔝Ὀ἞࢚ࣜࢺ࢔㸹࣮࢜ࣂ࣮ࢨࣈ）** 生態調和農学機構࢟ࣕࣥᩚࢫࣃഛ࣮࣮࣡࢟ࣥࣝࢢࢢ

 㸸ࣉ

 ⟇㸸 ᔱ⏣㏱㸪஧ᐑṇኈ㸪Ⱚ㔝ఙ࣮ࣂ࣓ࣥ࢔ࢥ

❲WG: ⡿ᕝᬛྖ㸪⛙㔝ⱱ㸪᭮ᡃࣛࣇࣥ࢖  ୍

ᯝᶞWG: 㧗⏣大㍜㸪和Ἠ㈼ᝅ 

⥳ᆅWG㸸 ᒣ⏣᫴㸪▼ᕝ♸⪷ 

 ໬WG㸸 ᒣ⏣᫴㸪ᡭᓥⱥᩄ⥳ࢫࣃࣥࣕ࢟

   ᐊWG㸸 ⡿ᕝᬛྖ㸪ஂಖ⏣ᾈྐ㸪᭮ᡃ❳  ୍

  ₇⩦ᯘWG㸸 Ᏻᮧ┤ᶞ㸪ᰩ⏣┤  ᫂

  ⥲ྜ研究࣭ᐇ㦂ᲷWG㸸 ᔱ⏣㏱㸪஧ᐑṇኈ㸪ᏳỌ෇⌮Ꮚ㸪⡿ᕝᬛྖ㸪᳃⏣ⱱ⣖㸪Ⱚ㔝ఙ⟇㸪ஂಖ⏣ᾈ

ྐ㸪ᑠཎ京௓㸪Ᏻᮧ┤ᶞ㸪ᒣ本ᾈ㸪㧗㔝ဴኵ㸪㘠㔝཭ဢ㸪ᩪ⸨⚽୍（࢚ࣥ࣡ࣝࢭࢡ㸹࣮࢜ࣂ࣮ࢨࣈ） 

   ᐊᣑ大 WG㸸 ᔱ⏣㏱㸪஧ᐑṇኈ㸪ᏳỌ෇⌮Ꮚ㸪⡿ᕝᬛྖ㸪㧗⏣大㍜㸪ᐑἑెᜨ㸪ᒣ⏣᫴㸪ᒣᓊ㡰Ꮚ㸪

Ⱚ㔝ఙ⟇㸪᭮ᡃ❳୍㸪ஂಖ⏣ᾈྐ㸪▼ᕝ♸⪷㸪ᰘ⏣㐨ኵ 

  農ᴗ機Ეᣑ大WG㸸 ஧ᐑṇኈ㸪ᔱ⏣㏱㸪⡿ᕝᬛྖ㸪Ⱚ㔝ఙ⟇㸪᭮ᡃ❳୍㸪和ஂಖ⏣ᾈྐ㸪ᰩ⏣┤  ᫂  

研究ᐇ㦂タഛ࣭ேᕤẼ象ᐊWG㸸 ஧ᐑṇኈ㸪ᔱ⏣㏱㸪ᏳỌ෇⌮Ꮚ㸪⡿ᕝᬛྖ㸪㧗⏣大㍜㸪ᒣ⏣᫴㸪᳃

⏣ⱱ⣖㸪ᒣᓊ㡰Ꮚ㸪Ⱚ㔝ఙ⟇㸪ᴋ本大㸪ሐఙᾈ㸪㧗㔝ဴኵ㸪㬞ୗ㢧ᙪ㸪⦎᫓⹒ 

  ᅡሙWG㸸 ஧ᐑṇኈ㸪ᔱ⏣㏱㸪⡿ᕝᬛྖ㸪㧗⏣大㍜㸪ᒣ⏣᫴㸪ᒣᓊ㡰Ꮚ㸪Ⱚ㔝ఙ⟇㸪ᕷᕝ೺୍㑻㸪᰿

本ᆂ௓㸪ஂಖ⏣ᾈྐ㸪ⓑ஭῝㞷 

 

９．予算委員会 

構成ဨ㸸 ஧ᐑṇኈ、᳃⏣ⱱ⣖、Ⱚ㔝ఙ⟇、⡿ᕝᬛྖ、ஂಖ⏣ᾈྐ、ᑠཎ京௓、➉୰⚽⾜ 
㸦ᮏᖺᗘ࡛⤊஢㸧 
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Ⅲ 技術部 

㸯㸬 ᴗົᐇ⦼ 

ᢏ⾡㒊は、Ⓨ㊊時ࡾࡼ“ࠗ ⤌⧊ຊ࠘ࢆ㧗ࡵる”ࢆᇶ本᪉㔪として᪥ࠎのᴗົࢆ㐙⾜した。 
ලయⓗ࡟は、ᩍ⫱࣭研究࡟ಀるᢏ⾡ᨭ᥼せㄳ࡟対する⤌⧊対ᛂ࣭⤌⧊構⠏とᢏ⾡⫋ဨಶࠎのࣞ࣋ࣝࢵ࢔

 。の研㛑であるࡵᅗるたࢆࣉ
また、ࠕ⤌⧊ຊࠖࢆ㧗ࡵる࡟は、ᢏ⾡⫋ဨ┦஫のಙ㢗ࡵ῝ࢆるࡇとࡀ㔜せと⪃࠼る。࡟ࢀࡑは᝟報のඹ

᭷ࡀ୙ྍḞであるࡇとࡽ࠿、ẖ᪥のࠗᮅのᡴ࠘ࡏࢃྜࡕと月2ᅇのࠗᴗົ調ᩚ఍㆟࠘࠸⾜ࢆ、ពᚿの␯㏻ࢆ

ᅗࡗて࠸る。 
ࠗᮅのᡴ࠘ࡏࢃྜࡕは、ᢏ⾡⫋ဨ඲ဨࡼ࡟るጞᴗ時の఍ྜで、ྛ✀఍㆟の報࿌、㛵㐃஦㡯の࿘▱、ྛ⮬

のᙜ᪥⾜࠺ᴗົと༴㝤ࢆక࠺ሙྜのࣜࢡࢫとࡑの㍍ῶ⟇࠸ࡘ࡟࡝࡞て報࿌して࠸る。 
ࠗᴗົ調ᩚ఍㆟࠘は、ᅵᆅ฼⏝ู ≀స）ࣉ࣮ࣝࢢ4 1、స≀ 2、ᅬⱁ࣭⥳ᆅ、᳃ᯘ）とᴗົู ࣉ࣮ࣝࢢ3

（機Ე⟶⌮、Ᏻ඲⾨生、ᢏ⬟ྥୖ）の࣐ࢫࢡࣜࢺᆺ⤌⧊のྛࣉ࣮ࣝࢢ㛗ࢆ୺構成ဨとして、୍月2࡟ᅇᐇ᪋

し、๓2㐌のᴗົ報࿌とඛ2㐌のᴗົணᐃ、ࡧࡼ࠾ᨭ᥼ᴗົの๭ࡾ᣺ࡾ等ࡗ⾜ࢆて࠸る。ᡴ࣭ࡏࢃྜࡕ఍㆟

 。る࠸ດຊして࡟࠺ࡼᅗるࢆ⏝ຊのྥୖ、時㛫の᭷ຠ฼⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ、ࡵするた࡟₩⡆ࡘ࠿☜ⓗࢆ
 
ձ  ᩍ⫱࣭研究ᨭ᥼の㐙⾜ 
ᩍ⫱࣭研究ᨭ᥼は、ᢏ⾡⫋ဨの本ົである。ᇶ本と࡞るᅡሙの⥔ᣢ⟶⌮の௚、学生ᐇ⩦ࡅ࠾࡟るᩍ⫱⿵

ຓᴗົとしての学生࡬のᢏ⾡ᣦᑟと研究⪅࡬のᢏ⾡ᨭ᥼ࡗ⾜ࢆた。 
研究฼⏝⪅ࡽ࠿のྛ✀ᨭ᥼せㄳは、機構Ⓨ㊊時ࡽ࠿、ᢏ⾡㒊࡟対して⏦ㄳするᙧ࡟ኚ᭦した。ᙜึは、

ከᑡのΰ஘もあࡗたࡀ、機構ෆእのᩍဨ࣭研究⪅ࡈ࡟⌮ゎ࠸たࡁࡔ、⤌⧊として対ᛂして࠸る。 
1) ᩍ⫱ᨭ᥼（学生ᐇ⩦ᢏ⾡ᣦᑟ） 
ᩍ⫱ᨭ᥼の୺たるᴗົは、学生ᐇ⩦である。 
ᐇ⩦࠸࠾࡟てᢏ⾡⫋ဨ࡟ồࢀࡽࡵるのは、ᢸᙜᩍဨࢆᨭ᥼し、学生࡟対して、⇍㐩したᢏ⾡と㇏ᐩ࡞▱

㆑࡟⿬ᡴࢀࡉࡕたᢏ⾡ᣦᑟࡇ࠺⾜ࢆとである。 
ᐇ᪋᪥ᩘは、ኟ学期4ࡀ月㹼7月と、9月のࢿ࢖の཰✭ᐇ⩦ࡏࢃྜࢆてỈ、ᮌ、㔠᭙᪥47࡟᪥、෤学期ࡀ

10月㹼1月࡟㞟୰ᐇ⩦ࡵྵࢆて 19᪥、ࡧࡼ ࠾ 9月 24᪥の生命໬学࣭ᕤ学ᐇ⩦である。ࡽࢀࡇの機構୺య

のᐇ⩦௨እ࡟も、ᅜ㝿農ᴗ㛤Ⓨ学ࢫ࣮ࢥ（IPADS）ᐇ⩦のᢏ⾡ᨭ᥼ࡗ⾜ࢆた。 
2) 研究ᨭ᥼ 
研究ᨭ᥼の⌮᝿ᆺは、研究ෆᐜ࣭㐣⛬ࢆ⌮ゎしたୖでᨭ᥼するࡇとࡀᢏ⾡⫋ဨ࡟ᮃまࢀて࠸るࡇとࢁࡔ

 。᝿である⌮ࡀとࡇ᭷するࢆ㆑等▱࠸㏆࡟ࣝ࣋ࣞ⪅研究。࠺
ᢏ⾡㒊࡟対する௒年度のᨭ᥼౫㢗ᩘは、120௳వࡾであࡗた。 
┤᥋のᢏ⾡ᨭ᥼௨እ࡟も、研究⏝࡟✀Ꮚ࣭Ẽ象࡝࡞ࢱ࣮ࢹのヨᩱ࣭㈨ᩱศㆡも⾜࠸、✀Ꮚの᭦᪂、࣮ࢹ

 。る࠸て࠼⪄の⟶⌮でも㈉⊩ฟ᮶たとࢱ
 
ղ ♫఍㈉⊩ 

ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡾࢃまࡦࠕ (1  ࠖ
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♫఍㈉⊩の୍⎔として、ᆅ元の西東京ᕷとの༠ാで⏣↓ᑠ学ᰯ、㇂ᡞᑠ学ᰯの5年生、ࡧࡼ࠾ᕷẸࢆ対象

。たࢀࡉてᐇ᪋ࡗࢃຍ࡟࣮ࣂ成⟶⌮のᣦᑟᙺとして࣓ࣥ⫱ࡀる஦ᴗで、௒年度もᢏ⾡⫋ဨ3ྡ࠸てࢀࢃ⾜࡟

⤌⧊とᢏ⾡⫋ဨのᴗົ等の⌮ゎࡀ⧄࡟る機఍としても᭷ຠである。 
2) ୰学生⫋ሙయ㦂のᣦᑟ 
ᑗ᮶ࢆᢸ࠺生ᚐ࡟ᵝ࡞ࠎ⫋ᴗࢆయ㦂࠺ࡼࡏࡉとする୰学ᰯഃのせㄳ࡟ᛂࡌたもので、௒年度は、ᰗἑ୰

学ᰯ஧年生（3  ྡ 7/16㹼18）、⏣↓➨୍୰学ᰯ஧年生（5  ྡ 9/10㹼12）、ࢀࡒࢀࡑࡀ 3 ᪥㛫ゼࢀ、機構

のᴗົࢆయ㦂した。ࠕ農ᴗࠖとࠗ機構࠘の⌮ゎ⪅の୍ேࡗ࡞࡟てもࡇ࠺とࢆ期ᚅしてのᘬࡅཷࡁである。農

ᴗの⫋ሙとᩍ⫱研究ᨭ᥼の⫋ሙయ㦂ࢆᢏ⾡㒊ࡀᢸᙜし、研究の⫋ሙయ㦂ࢆᩍ⫱研究㒊༙ࡀ᪥ᢸᙜした。 
 ぢ本ᅬのබ㛤ࢫࣁ (3
ᯝᡸの㈍ࢫࣁ、⌮⟶のゎㄝ、ぢ学⪅のᏳ඲ࢫࣁ、た。ᢏ⾡㒊で௻⏬しࡗ࡞ࡇ࠾࡟ぢ本ᅬのබ㛤は7月ࢫࣁ

኎ࡗ⾜ࢆた。௒年度は東大࡟࣮ࢱࣥࢭࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥฟᗑ౫㢗しⶈ㤶Ỉ等の㈍኎もあࡗた。 
4) ཰✭య㦂఍と࣮࣒࣑࣍࢝ࣥ࢖ࢹࢢ 
学ෆのᩍ⫋ဨ࡟ᗈࡃ機構ࡗ▱ࢆて࠸たࡃࡔた࡟ࡵ⛅の཰✭య㦂఍ࢆᢏ⾡㒊ࡀ௻⏬し、ྠ時࡟༞ᴗ生ࢆ対

象とした࣮࣒࣑࣍࢝ࣥ࢖ࢹࢢの⾜஦の୍ࡘとしても఩⨨௜ࡅて㛤ദした。࡟ࡽࡉ調⌮ᖌ学ᰯの生ᚐ（㎷調⌮

ᖌᑓ㛛学ᰯࣉ࣮ࣝࢢの࢚࣮ࣝࢥ㎷ 東京）と࣎ࣛࢥし、機構で生⏘した⡿࣭㔝࣭⳯ᯝᐇࢆ౑ࡗたᩱ⌮ࢆཧຍ

⪅と࿡࠸ࢃ、㣗のᏳ඲࣭Ᏻᚰ࠼⪄ࢆ、㣗のᴦし࠸࠾࣭ࡉしࢆࡉឤࡌるࡇとࡀでࡁた。 
 

ճ Ᏻ඲⾨生 
஦ᨾの࠸࡞Ᏻ඲࡞ᴗົの㐙⾜とᛌ㐺࡞ປാ⎔ቃのᩚഛࡀ㔜せである。 
ᢏ⾡㒊としてᏳ඲の☜ಖ࡟␃ពした஦᯶࠸ࡘ࡟て㏙࡭る。 
1) ⅏ᐖ࣭ࢺࢵࣁࣜࣖࣄ 
ᐇ⩦୰࡟ⲡสࡾ㙊でᣦࢆษる⅏ᐖࡀⓎ生した。4 ேの学生ࡅ⥆ࡀてᣦࢆษࡗた。⅏ᐖཎᅉは౑࠸᪉のㄝ᫂

୙㊊、㌷ᡭのᮍ╔⿦、㏿度ࡆୖࢆてసᴗࢆするのࢆぢ㏨して࠸た、᭱ึのⓎ生で෌度ὀពࢆしࡗ࠿࡞た࡝࡞

ㄆする☜ࢆ現ሙでὀព஦㡯࡟༑ศࡀᢸᙜᩍဨとᢏ⾡⫋ဨ࡟とは、ᐇ⩦๓ࡇたࡗた。対⟇としてとࢀࡽ࠼⪄ࡀ

ウ఍のᐇ᪋、㜵๰ᡭ⿄の⿦╔、௚附属᪋᳨࡟ࡵするた୍⤫ࢆ᪉࠼農ලの౑⏝ἲのᩍࡵྵࢆ≀した。ล࡟࠺ࡼ

タのล≀ࢆ౑࠺ᐇ⩦のどᐹ、ล≀ࢆ౑࠺ᐇ⩦時のᢏ⾡⫋ဨのቑဨࢆ࡝࡞ㅮࡌた。 
Ᏻ඲࢞ࢫࣥࢲ࢖の㐠ᦙ㌴ㅮ⩦はᢏ⾡㒊ࡀ୺యでㅮ⩦ࡗ⾜ࢆた。 
2) 農⸆౑⏝ 
農⸆の⟶⌮、農⸆ᩓᕸ時の᭹⿦ࡸὀព஦㡯等はࠗ農⸆⟶⌮ྲྀᢅせ㡿࠘（ෆつ）࡟‽ᣐした。 
ィ㔞とᩓᕸはᚲࡎ」ᩘྡで⾜ࡗた。ィ㔞は、農⸆の✀㢮、౑⏝㔞2ࢆே௨ୖで☜ㄆし、࡟ࡽࡉ、๻≀のฟ

ᗜ、ィ㔞࠸ࡘ࡟ては、ẘ๻≀⟶⌮ᢸᙜ⪅ࡕ❧ࡀ఍ࡗた。ᩓᕸは、ᩓᕸ⪅௨እ࡟⿵ຓ⪅ࡀ࿘ᅖの❧ࡕධࡾ☜ㄆ、

㢼ࡼ࡟る㣕ᩓ≧ἣの☜ㄆ࠸⾜ࢆ࡝࡞஦ᨾ㜵Ṇ࡟ດࡵた。 
3) 機Ეసᴗ 
機Ეసᴗはࣜࡀࢡࢫ㧗ࡇ࠸とࡽ࠿、஦ᨾ㜵Ṇのた࡟ࡵ、ጞᴗ๓ TBM のᐇ᪋、Ᏻ඲᪥ㄅのᥦฟࡅ࡙ົ⩏ࢆ

て࠸る。TBMのᐇ᪋は」ᩘの⫋ဨࡀ㛵ࢃるሙྜは、ᮅのᡴࡏࢃྜࡕ時௨እでసᴗ๓࠺⾜࡟。 
たものࡅて⩏ົ௜࠸ࡘ࡟るᴗົࢀࡉとุ᩿࠺కࢆ༴㝤࡝࡞Ᏻ඲᪥ㄅࠖのᥦฟは、機Ეసᴗ、農⸆ᩓᕸࠕ

で、ෆᐜは、సᴗ๓の᭹⿦ࡸ機Ე㢮の౑⏝๓ࢡࢵ࢙ࢳ、೺ᗣ≧態のࢡࢵ࢙ࢳ、సᴗ୰のぢ学⪅࡬の対ฎの᭷
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 。報࿌するものࢆ࡝࡞↓
4) Ᏻ඲࢞ࢫࣥࢲ࢖ 
฼⏝⪅࡟対するᏳ඲࢞ࢫࣥࢲ࢖で、農⸆のྲྀ࠸ᢅࡾ、⎔ቃᏳ඲、᪋タ฼⏝の᪉ἲࢆㄝ᫂した。また、㐠

ᦙ㌴ㅮ⩦ではᏳ඲᧯స࠸ࡘ࡟てᣦᑟࡗ⾜ࢆた。 

5) 研究科ᢏ⾡㒊機Ეᢏ⾡ࣉ࣮ࣝࢢ୺ദ࣑ࢱࢡࣛࢺ࣭ࣝ࣋ࣙࢩࢽ研ಟ఍の㛤ദ 
 表記研ಟ఍ࢆ௻⏬し、機構等のᢏ⾡⫋ဨࡀㅮ⩏࣭ᐇ⩦ࡗ⾜ࢆた。ࡇの研ಟ఍は研究科ᢏ⾡⫋ဨのᢏ⬟とᏳ

඲ព㆑のྥୖࢆ┠ⓗ࡟㛤ദした。11 月 14,15 ᪥࡟機構ᢏ⾡㒊と௚附属᪋タ 11 ேࡀཧຍした。ㅮ⩏はᏳ඲࡟

㛵する▱㆑、⅏ᐖ஦౛の᳨ド、⅏ᐖ஦౛と対⟇࡝࡞であࡗた。ᐇᢏᐇ⩦は構㐀、ᩚഛࡵྵࢆᏳ඲᧯సἲࢆᣦ

ᑟした。 

6) ᩚ⌮、ᩚ㡻、Ύᤲ、Ύ₩ 
 Ᏻ඲⾨生のᇶ本であるࡇの㸲S ⋟ẖ月඲ဨで⿬ࡰ࡯୺とし、ኟᏘはࢆた。௒年度は本㤋ࡅࡀ௒年度はᚰࢆ

㛵、㠐⟽、ヨᩱ調ᩚᐊ、ᒃᐊࢆΎᤲした。また、ẖᮅのᒃᐊのΎᤲ࡟ᚰ᥃ࡅた。 
մ 農⏘≀㈍኎の⥅⥆ 
農⏘≀㈍኎は、௒年度もᘬࡁ⥆ࡁᐇ᪋した。 
ᙜ機構ࡅ࠾࡟る㈍኎は、ࠕ学生ᐇ⩦ࠖある࠸はᅡሙの㍯సయ⣔でస௜ࡅした農⏘≀であࡾ、཰ධ୍ࢆ⩏

としてస௜ࡅしてはࠕ。࠸࡞࠸農⏘≀㈍኎࣐ࠖࣝ࢔ࣗࢽ（ෆつ）࡟ἢ࠸㈍኎する農⏘≀は、農⸆౑⏝の᱂ᇵ

ᒚṔのస成と表♧࠸⾜ࢆ、ရ┠ࡈと、᱂ᇵᒚṔの␗࡞るရ✀ẖࣝࣉࣥࢧ࡟ಖᏑして࠸る。 
௒年度㈍኎したရ┠は、⡿、ᯝᐇ（࣓࢘、ࣔࣔ、ࣜࢡ、࢟࢝、࢘ࢻࣈ）、ࣔ࢖࣐ࢶࢧ、ࣔ࢖࢞ࣕࢪ、ࣞ

の㈍ࡅで研究科ෆ࣭学ෆྥࢫࣃᘺ生࢟ࣕࣥ、࠸⾜ࢆの㈍኎ࡅで、機構ෆでᕷẸྥ࡝࡞ᯝᡸࢫࣁ、ⰼ༘、ࢫࢱ

኎ࡗ⾜ࢆた。また、ほⴥ᳜≀の㈚ฟも学ෆྥࡗ⾜࡟ࡅた。 
 
㸰㸬 研ಟ 

ᩍ⫱研究ᨭ᥼のᴗົ㐙⾜のた࡟ࡵ研ಟࢆዡບした。ᩍ⫱ᨭ᥼ではࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ⬟ຊࡀồࢀࡽࡵ、

研究㐣⛬ࢆ⌮ゎするた࡟ࡵ、㛵東࣭⏥ಙ㉺ᆅ༊大学農ሙ༠㆟఍、ᇶ♏生≀学研究ᡤ生≀ᢏ⾡研究఍、研究科

研ಟ఍での研究Ⓨ表࣭ᴗົⓎ表ࢆዡບした。ཧຍするࡇとで、᝟報཰㞟⬟ຊ、ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⬟ຊのྥ

ୖとど㔝ࢆᗈࡆ௙஦の┦対໬࣭ᐈほどࡀでࡁる࡞࡟࠺ࡼるࡇとࢆ期ᚅした。 

 
(2) 研ಟ 

ձ ᅜෆ研ಟ 
  ࣭ ᪥本᳜≀ᅬ༠఍ ➨48ᅇ大఍ 

ሙᡤ㸸ᅜ❧科学༤≀㤋⟃Ἴᐇ㦂᳜≀ᅬ 平成25年5月31᪥㹼6月1᪥ 
ཧຍ⪅㸸▼ᕝ、ᕤ⸨（31᪥のࡳ） 

 ࣭平成25年度 㛵東࣭⏥ಙ㉺ᆅᇦ大学農ሙ༠㆟఍ ⥲఍ཬ78➨ࡧᅇ研究㞟఍ 
ሙᡤ㸸᫂἞大学 平成25年8月1᪥㹼2᪥ 
ཱྀ㢌Ⓨ表㸸ᡭᓥ、和Ἠ 
2᪥┠㯮ᕝ農ሙぢ学のཧຍ⪅㸸Ⱚ㔝、ஂಖ⏣、᭮ᡃ、⚄ᕝ、▼ᕝ、ᕤ⸨ 
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 ࣭平成25年度 ඲ᅜ大学₇⩦ᯘ༠㆟఍⥲఍࣭ᢏ⾡⫋ဨ㐃⤡఍  
ሙᡤ㸸㫽ྲྀ大学 平成25年9月19᪥㹼20᪥ 
ཧຍ⪅㸸Ⱚ㔝 

 ࣭平成25年度 ᕤ学⣔研究科ᢏ⾡㒊ᢏ⾡Ⓨ表఍ 
ሙᡤ㸸ᕤ学㒊2号㤋 平成25年9月20᪥ 
ཧຍ⪅㸸ஂಖ⏣ 

 ࣭᪥本᳜≀ᅬ༠఍ 平成25年度 ➨2ᅇᢏ⾡⪅ㅮ⩦఍ 
 ሙᡤ㸸ྂྡࢺࢵࢿ࣮࣮࣎ࣝࣈᒇ 平成25年9月26᪥㹼27᪥ 
 ཧຍ⪅㸸▼ᕝ、ᕤ⸨、⮻஭ 

 ࣭平成25年度 ₇⩦ᯘᢏ⾡⫋ဨ等ヨ㦂研究࣭研ಟ఍㆟ 
ሙᡤ㸸附属₇⩦ᯘ໭ᾏ㐨₇⩦ᯘ 平成25年10月17᪥㹼19᪥ 
ཧຍ⪅㸸ᰩ⏣、┦ᕝ、ᕷᕝ、ᡭᓥ 

 ࣭平成25年度 ඲ᅜ大学附属農ሙ༠㆟఍ ⛅期඲ᅜ༠㆟఍ 
ሙᡤ㸸㛗㔝┴ㄶゼᕷ 平成25年11月4᪥㹼6᪥ 
ཧຍ⪅㸸Ⱚ㔝、᭮ᡃ、和Ἠ 

 ࣭ ₇⩦ᯘᇶ┙ᩚࢱ࣮ࢹഛጤဨ఍GIS㒊㛛 ⏣↓₇⩦ᯘGISᢏ⾡研ಟ 
 ሙᡤ㸸附属₇⩦ᯘ ⏣↓₇⩦ᯘ 平成25年12月10᪥㹼13᪥ 
 ཧຍ⪅㸸ᰩ⏣、┦ᕝ 

 ࣭平成25年度東京大学ᢏ⾡⫋ဨ研ಟ ࠕ㔝生ື≀⟶⌮ࢆ┠ⓗとした᳃ᯘ⟶⌮ᢏ⾡  ࠖ
ሙᡤ㸸農学生命科学研究科附属₇⩦ᯘ ༓ⴥ₇⩦ᯘ  
平成26年2月4᪥㹼6᪥ 
ཧຍ⪅㸸ⓑ஭ 

 ࣭ᇶ♏生≀学研究ᡤ ➨25ᅇ生≀学ᢏ⾡研究఍ 
 ሙᡤ㸸ᒸᓮ࣮࣍ࢫࣥࣞ࢓ࣇࣥࢥ  ࣝ 平成26年2月20᪥㹼21᪥ 
 Ⓨ表㸸Ⱚ㔝、ஂಖ⏣、ᡭᓥ、▼ᕝ࣮ࢱࢫ࣏ 

 ࣭➨6ᅇ農学生命科学研究科ᢏ⾡⫋ဨ研ಟ఍ 
ሙᡤ㸸農学㒊 ୰ᓥⴷ୍㑻記ᛕ࣮࣍  ࣝ 平成26年2月27᪥㹼28᪥ 
ཱྀ㢌Ⓨ表㸸Ⱚ㔝、和Ἠ 
 ᡭᓥ、（研究科ᢏ⾡㒊ࠖとしてⓎ表ࠕ）Ⓨ表㸸ᕷᕝ࣮ࢱࢫ࣏
農学生命科学研究科 2013年度➨1ᅇศᯒࣉ࣮ࣝࢢᐇ⩦  
ሙᡤ㸸農学㒊2号㤋 平成26年2月28᪥ 
ཧຍ⪅㸸ⓑ஭、᭮ᡃ、ᡭᓥ、▼ᕝ 

 ࣭平成25年度 ་学㒊࣭་科学研究ᡤ࣭ศᏊ⣽⬊生≀学研究ᡤྜ  ྠ
ᢏ⾡⫋ဨⓎ表఍ 

ሙᡤ㸸་学㒊2号㤋 平成26年3月4᪥ 
ཧຍ⪅㸸Ⱚ㔝 
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ղ ᾏእ研ಟ 
     ሙᡤ㸸࢖ࢱ⋤ᅜ 平成26年3月22᪥㹼26᪥ 
     ཧຍ⪅㸸▮ὠ⏣、ᕤ⸨ 

 
㸺⎔ቃᏳ඲㛵㐃㸼 
Ᏻ඲࢞࡝࡞࣮ࢱࢡࣛࢺࡧࡼ࠾ࢫࣥࢲ࢖の農機のㄝ᫂఍は㝖ࡃ。 
 ࣭農学生命科学研究科 ⎔ቃᏳ඲⟶⌮ᐊ 㧗ᶫ๓๪ᐊ㛗のㅮ₇఍ 1ᅇ┠ 

ሙᡤ㸸農学㒊3号㤋4㝵大఍㆟ᐊ 平成25年4月9᪥ 
ཧຍ⪅㸸ᢏ⾡⫋ဨ9  ྡ

 ࣭農学生命科学研究科 ⎔ቃᏳ඲⟶⌮ᐊ 㧗ᶫ๓๪ᐊ㛗のㅮ₇఍ 2ᅇ┠ 
ሙᡤ㸸農学㒊3号㤋4㝵大఍㆟ᐊ 平成25年5月14᪥ 
ཧຍ⪅㸸ᢏ⾡⫋ဨ11  ྡ

 ࣭༴㝤≀Ᏻ඲⟶⌮ㅮ⩦఍ 
ሙᡤ㸸西東京ᾘ㜵⨫ 平成25年6月4᪥ 
ཧຍ⪅㸸ᕷᕝ 

 ࣭東京大学Ᏻ඲の᪥ Ᏻ඲ㅮ₇఍ࠕᏳ඲と༴㝤のឤࡌ᪉  ࠖ
ሙᡤ㸸ఀ⸨ᅜ㝿学⾡研究ࢱࣥࢭ  ࣮ ఀ⸨ㅰᜠ࣮࣍  ࣝ 平成25年7月9᪥ 
ཧຍ⪅㸸Ⱚ㔝、ⓑ஭、ᕤ⸨、⮻஭ 

 ࣭➨1✀⾨生⟶⌮⪅ཷ㦂‽ഛㅮ⩦  
ሙᡤ㸸東京ປാᇶ‽༠఍㐃ྜ఍ 平成25年8月5᪥㹼8᪥ 
ཧຍ⪅㸸᭮  ᡃ
ሙᡤ㸸東京ປാᇶ‽༠఍㐃ྜ఍ 平成26年3月4᪥㹼7᪥ 
ཧຍ⪅㸸▼ᕝ 

 ࣭➨1✀⾨生⟶⌮⪅ヨ㦂ཷ㦂  
ሙᡤ㸸㛵東Ᏻ඲⾨生ᢏ⾡ࢱࣥࢭ  ࣮ 平成25年8月19᪥ 
ཧຍ⪅㸸᭮  ᡃ
ሙᡤ㸸㛵東Ᏻ඲⾨生ᢏ⾡ࢱࣥࢭ  ࣮ 平成26年3月17᪥ 
ཧຍ⪅㸸▼ᕝ 

 ࣭➨42ᅇ（平成25年度）㛵東࣭⏥ಙ㉺ᆅᇦ大学農ሙ༠㆟఍ ᢏ⾡研ಟ఍ 
 ⫱対するᏳ඲⾨生ᩍ࡟⪅㸸สᡶ機ྲྀᢅసᴗ࣐࣮ࢸ
ሙᡤ㸸⋢ᕝ大学 平成25年8月22᪥㹼23᪥ 
ཧຍ⪅㸸和Ἠ、▮ὠ⏣ 

 ࣭ᑠᆺ㌴୧⣔ᘓ機≉ูᩍ⫱ 
ሙᡤ㸸ࢶ࣐ࢥᩍ⩦ᡤ 平成25年8月29᪥㹼30᪥ 
ཧຍ⪅㸸⮻஭ 

 ࣭ᐇ⩦ἲᐇᆅ研ಟ  
ሙᡤ㸸農学生命科学研究科附属Ỉ⏘ᐇ㦂ᡤ 平成25年9月9᪥㹼10᪥ 
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ཧຍ⪅㸸ⓑ஭、▮ὠ⏣ 
 ࣭✄สࡾᐇ⩦๓の㗬㙊のྲྀᢅ࠸☜ㄆㅮ⩦఍ 

ሙᡤ㸸附属生態調和農学機構 平成25年9月17᪥ 
ཧຍ⪅㸸ᢏ⾡⫋ဨ 

 ㄆㅮ⩦఍☜࠸཰✭ᐇ⩦๓の㙊ྲྀᢅࣔ࢖࣐ࢶࢧ࣭ 
ሙᡤ㸸附属生態調和農学機構 平成25年10月3᪥ 
ཧຍ⪅㸸ᢏ⾡⫋ဨ 

 ࣭農学生命科学研究科 機Ე࣮ࣝࢢ  ࣉ  研ಟ఍࣮ࢱࢡࣛࢺ、ࣝ࣋ࣙࢩࢽ࣑
ሙᡤ㸸附属生態調和農学機構 平成25年11月14᪥㹼15᪥ 
ཧຍ⪅㸸ᢏ⾡⫋ဨ 

 ࣭⥳のᏳ඲⟶⌮ኈ ᭦᪂ㅮ⩦ 
ሙᡤ㸸໭とࡨあ 平成25年11月27᪥ 
ཧຍ⪅㸸ஂಖ⏣、⚄ᕝ 

 ࣭東京㒔農⸆⟶⌮ᣦᑟኈ 㣴成ㅮ⩦ 
 ሙᡤ㸸東京⮬἞఍㤋 平成26年1月22᪥㹼23᪥ 
 ཧຍ⪅㸸Ⱚ㔝  

 ࣭農ලのྲྀᢅ࠸研ಟ఍ 
 ሙᡤ㸸附属生態調和農学機構 平成26年1月24᪥ 
 ཧຍ⪅㸸ᢏ⾡⫋ဨ 

 ࣭東京㒔農⸆⟶⌮ᣦᑟኈ ᭦᪂ㅮ⩦ 
ሙᡤ㸸東京⮬἞఍㤋 平成26年1月31᪥ 
ཧຍ⪅㸸ஂಖ⏣、▮ὠ⏣ 

 ࣭㜵ⅆ࣭㜵⅏⟶⌮᪂つㅮ⩦ 
 ሙᡤ㸸❧ᕝ㜵⅏㤋（❧ᕝ㒔Ẹ㜵⅏ᩍ⫱࣮ࢱࣥࢭ） 
平成26年3月17᪥㹼18᪥ 
ཧຍ⪅㸸和Ἠ 
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㸱㸬 ูࣉ࣮ࣝࢢάືᴫせ 

స≀࣒࣮ࢳ㸯 (ᕷᕝ࣭᭮ᡃ࣭和Ἠ࣭ᡭᓥ) 

平成25年度のάືホ౯ 

（1）年度ᙜึのၥ㢟Ⅼと対ᛂ 

Ỉ⏣ 

ձࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥỈ㊰のຎ໬ 

   ղ㫽⋇ᐖ（࣓ࢬࢫ、࢝ࣔ） 

  ⣒ࢆࣉ࣮ࢸ࣒࢞ࡸᙇࡾ、対⟇したࡀ୰࡟ධࢀࡽたⅭ（2cm ┠の⥙ࢆすࡾᢤࡅて࠸る）、研究⏝ရ✀

のከ࠸A⏣1࡟cm┠の⥙ࢆ౑⏝した。 

とࡇとるࡃᗈࢆの㛫㝸ࢺࢵࢿし、✑とࡸቑࢆ対してはᨭᰕの本ᩘ࡟の㣗ᐖ࡬✑のࡽ࠿のୖࢺࢵࢿ

で対ᛂした。 

 ᯝ  ð

 ձ㫽ᐖ㸸5号ᅡのࢫࣛ࢝࡟࢘ࢻࣈ対⟇のⅭ、㜵㫽ࢆࢺࢵࢿᙇࡗた。 

 ղ⋇ᐖ㸸1号ᅡ 5࣭号ᅡのࣔࣔࢆㄏᘬして࠸たⲨ⦖࡟࢟ࢾࢱࢆษ᩿ࢀࡉた。 

  

（2）年度ෆ࡟᪂た࡟生ࡌたၥ㢟Ⅼと対ᛂ 

Ỉ⏣ 

 ձྎ㢼ࡼ࡟るࢺࢵࢿ࣭ࢺࢵࢿ࣭ࢫ࢘ࣁ⏝ᨭᰕのᦆയ。⿕ᐖ≧ἣࢆ☜ㄆしたᚋ、ಟ⌮࣭∦௜ࡗ⾜ࢆࡅた。 

 ղ௒年度のྎ㢼で大ࡃࡁ᭤ࡗࡀてしまࡗた㜵㫽ࢺࢵࢿᙇࡾ⏝の࣏࣮ࣝࢆ஺᥮する。 

 ճ⡿調ᩚ機Ეの⪁ᮙ໬࣭ᨾ㞀 

  ᨾ㞀㒊ศࢆಟ⌮౫㢗、⪁ᮙ໬㒊ศは⿵ಟしてఱと࠿౑⏝でࡁる࡟࠺ࡼして࠸る。 

 մ⢄ᦾࡾ機ᨾ㞀 ⢄ࡽ࠿┤᥋⢭⡿で対ᛂ。᮶年度౑࠼る࠿ᚤጁ。 

 յ῝஭ᡞ࣏ࣥࣉのᥭỈ⬟ຊపୗのⅭ、Ϩ⏣ࢆఇ⪔。 

ᯝ  ð

 ձ⤒年ຎ໬࢘ࢻࣈࡾࡼ࡟Ჴの࿘ᅖ࣡ࣖ࢖とࡄ࡞ࡘࢆ࣮࢝ࣥ࢔㔪㔠ࡀษ᩿。 

 。した࠾࡞ࡾᙇࢆる㔪㔠࠸でࢇ⦅、࠸⾜ࢆた㔪㔠の஺᥮࠸Ჴのຎ໬して࢖Ჴと࢟࢘࢘ࢻࣈ  

  

 の௚ࡑ(3)

 。ഛでᯝᶞᢤ᰿ᩚࢫࣃࣥࣕ࢟ 

 。ࡆୖࡾ኎࡟㐣ཤ᭱㧗ࡀࣔࣔ 

 

平成26年度άືィ⏬ 

 研ಟ఍等࡬のཧຍ 

 ዡບ研究࡬のᛂເ 
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స≀2࣒࣮ࢳ （ஂಖ⏣࣭▮ὠ⏣࣭⚄ᕝ࣭⮻஭࣭⛙㔝） 

平成25年度άືホ౯ 

1. 年度ᙜึのၥ㢟Ⅼ 

1) 㔝⳯ⱑ⫱ⱑ୰のఇ᪥ฟ໅ 

2) ሟἢ࠸の㞧ⲡ 

 のᢞᲠ࣑ࢦ (3

 

2. ゎỴでࡁたၥ㢟Ⅼ࣭ࡑの᪉ἲ 

1) 㔝⳯ⱑ⫱ⱑ୰のఇ᪥ฟ໅ 

(1) ఇ᪥ฟ໅の๐ῶࢆᅗるた୍࡟ࡵ㒊、ᗏ㠃⤥Ỉのᐇ᪋ 

(2) ௦ఇのྲྀᢅ࠸ࡘ࡟࠸て（東大ேປ➨5号）ࡼ࡟る௦ఇྲྀᚓ期㛫のᘏ㛗 

2) ሟἢ࠸の㞧ⲡ 

(1) 㜵ⲡࢺ࣮ࢩのྲྀ௜ࡅ、⿵ಟ 

 のᢞᲠ࣑ࢦ (3

(1) ᐃ期ⓗ࣑ࢦ࡞ᣠ࠸のᐇ᪋ 

 

3. ゎỴでࡗ࠿࡞ࡁたၥ㢟Ⅼとࡑの⌮⏤ 

3) 㔝⳯ⱑ⫱ⱑ୰のఇ᪥ฟ໅ 

(1) ᪋タᨵಟࡾࡼ࡟⮬ື℺Ỉ࣭ 度⟶⌮のྍ⬟ᛶ 

(2) 㠀ᖖ時の対ᛂ࠺࡝ࢆするࡀ࠿ㄢ㢟 

 

4. 年度ෆ࡟生ࡌたၥ㢟Ⅼとࡑの対ᛂ 

1) ᐇ⩦୰の㙊ࡼ࡟る஦ᨾ 

(1) ౑࠸᪉のㅮ⩦఍の㛤ദ 

(2) ล≀ࢆ౑⏝するᐇ⩦のቑဨ 

2) 大㞷ࡼ࡟るࢫ࢘ࣁのಽቯ 

(1) ᚲせ㈨ᮦの㐠ࡧฟし 

(2) ᭦᪂ᚅࡕ 

3) ୍㒊ᐇ⩦ᅡሙの‣Ỉࡼ࡟るⓎⱆ୙Ⰻ 

(1) ᚰᅵ◚○のᚭᗏ 

 

 Ⅼࡁ࡭の௚≉➹すࡑ .5

1) ᐇ⩦ࡼ࡟る生⏘≀の኎ࡾᡶ࠸のᚭᗏ 

 

6. 平成26年度άືィ⏬ 

1) ᐇ⩦での学生のᏳ඲のᚭᗏ 

2) ྛ✀研ಟ఍࡬のཧຍ࣭ᚲせᛂࡌて㈨᱁のྲྀᚓ 

3) ዡບ研究࡬のᛂເ  
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ᅬⱁ࣭⥳ᆅ࣒࣮ࢳ （ⓑ஭࣭▼ᕝ࣭ᕤ⸨） 

平成25年度άືホ౯ 

（1）年度ᙜึのၥ㢟Ⅼ 

ձⰼࢫࣁのရ✀Ⓩ㘓ฟ㢪୰のࠕ月の࠸ࡘ࡟ࠖࡳ࠼࡯࡯て、現ᆅ調ᰝ࡟ᚲせ࡞対↷ရ✀ࠕῐ㯤ගࠖࢆධ

ᡭするࡇとࡀでࡎࡁ、現ᆅ調ᰝのᐇ᪋時期ࡀᮍᐃとࡗ࡞て࠸る。 

（2）ゎỴでࡁたၥ㢟Ⅼ࣭ࡑの᪉ἲ 

 し࡞࡟≉

（3）ゎỴでࡗ࠿࡞ࡁたၥ㢟Ⅼとࡑの⌮⏤ 

ձရ✀Ⓩ㘓の現ᆅ調ᰝ࡟ᚲせ࡞対↷ရ✀のධᡭࡀ㐜ࢀて࠸るၥ㢟࠸ࡘ࡟ては、ࠕῐ㯤ගࠖ࡟⯡୍ࡀὶ

㏻してࡎࡽ࠾ධᡭࡀᅔ㞴であるたࡵ年度ෆ࡟ゎỴするࡇとࡀでࡗ࠿࡞ࡁた。現ᆅ調ᰝのᐇ᪋時期

 。る࠸までᘏ期として࠺ᩚࡀては、対↷ရ✀の‽ഛ࠸ࡘ࡟

（4）年度ෆ࡟生ࡌたၥ㢟Ⅼとࡑの対ᛂ 

    

 Ⅼࡁ࡭の௚≉➹すࡑ（5）

ձ7月23᪥㹼24᪥ࢫࣁ࡟ぢ本ᅬの୍⯡බ㛤ࢆᐇ᪋した。 

ղ᪥本᳜≀ᅬ༠఍ࡗ⾜ࡀて࠸る✀ⱑ஺᥮ࢫࣁࡾࡼ࡟࡝࡞のศㆡ౫㢗࡟対ᛂした。（⊂❧⾜ᨻἲே✀ⱑ

東京㒔ᘓタᒁୖ㔝ᜠ㈷බᅬ࣭ᐩᒣ୰ኸ᳜≀ᅬ࣭᪥本大学⸆学㒊࣭㇏ᶫື┤≀බ࣭࣮ࢱࣥࢭ⌮⟶

ᅬ） 

ճࢫࣁのศㆡ࠺⾜ࢆሙྜは、東京大学成ᯝ᭷య≀ྲྀᢅつ๎࡟ᇶ࡙ࡁ東京大学 MTA（成ᯝ᭷య≀ᥦ౪ዎ

⣙書）のᵝᘧࢆ౑⏝してዎ⣙ࡾྲྀࢆ஺ࢃすࡇととした。 

（6）26年度άືィ⏬ 

ձࢫࣁရ✀の㑇ఏ㈨※ಖᏑ࣭研究 

⥅⥆してရ✀≉ᛶの調ᰝ࠸⾜ࢆ、ရ✀᝟報の཰㞟࣭ᩚ⌮ࢆ㐍ࡵる。 

ⰼࡽ࠿ࢫࣁᚓࢀࡽるᯝᐇ࠸ࡘ࡟て生⸆（ⶈ⫗）としてのရ㉁ホ౯のඹྠ研究࠺⾜ࢆ。 

⣔⤫⥔ᣢの౫㢗ࡅཷࢆたᖏ➗ᅭ（㟼ᒸ┴἟ὠᕷ）࡟ఏࢃるṔྐⓗ౯್のあるࢫࣁရ✀࠸ࡘ࡟て  ྲཱྀ

 。ウする᳨ࢆࢀධࡅ

ղほ㈹⏝᳜≀の᱂ᇵ⟶⌮ 

 。࠺⾜ࢆ⌮⟶ᣢ⥔࡞㐺ษ࡝࡞Ỉ℺、࠼᭰࠼᳜

 。るࡵ㧗ࢆᩍ⫱ຠᯝ、ࡅ௜ࢆ学ྡ表♧のࣛ࣋ࣝ࡟の㖊ࢫࣅ࣮ࢧ࣮ࣥࣜࢢࣝࢱࣥࣞ

ճⰼᮌぢ本ᅬ࣭ᶞᮌぢ本ᅬ࣭᪥本ᗞᅬの⥔ᣢ⟶⌮ 

ぢ本ᅬ࡬のᶞᮌのᑟධと᪥本ᗞᅬのᩚഛ࠺⾜ࢆ。 

մ研究࣭ᩍ⫱ᨭ᥼ 

ᢸᙜするᅡሙ࣭᪋タࡅ࠾࡟るᐇ⩦࣭ᴗົᨭ᥼౫㢗࡟対ᛂする。 

᱂ᇵ᳜≀࠸ࡘ࡟て㈨ᩱᥦ౪࣭ぢ学౫㢗࡟࡝࡞対ᛂする。 

26 年度ࡽ࠿ᐇ᪋ࢀࡉる࢟ࢆࢡ౑⏝したⰼ༘᱂ᇵᐇ⩦࠸ࡘ࡟て、ᚲせ࡞ᰴのᑟධ࣭ᅡሙのᩚഛ࡝࡞

 。࠺⾜ࢆ
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յ⎔ቃᩚഛ 

 Ᏻ඲࡞సᴗ⎔ቃの⥔ᣢ、᳜᱂⟶⌮࡝࡞の⎔ቃᩚഛ࠺⾜ࢆ。 

նࡑの௚ 

 。る࠸ணᐃしてࢆ࠼᭰ࡾのษ࡬஭Ỉࡽ࠿る㒔Ỉ࠸て、現在౑⏝して࠸ࡘ࡟ぢ本ᅬの℺Ỉタഛࢫࣁ

 。て対ᛂする࠸ࡘ࡟ࢀධࡅのཷ࢔࢕ࢸる࣎ࣛࣥࡅ࠾࡟ぢ本ᅬࢫࣁ

 。ᐇ᪋ணᐃࢆぢ本ᅬの୍⯡බ㛤ࢫࣁ

東京㒔බᅬ༠఍ࡗ⾜ࡀて࠸るᕷẸྥࡅㅮᗙ࠸࠾࡟て࣐࣮ࢸࢆࢫࣁとしてㅮ₇࠺⾜ࢆ。 

 。࠺⾜ࢆ対ᛂ࡞てᚲせ࠸ࡘ࡟ᐊタഛ ࠺క࡟ഛᩚࢫࣃࣥࣕ࢟

᪥本᳜≀ᅬ༠఍➨ 49ᅇ大఍࡟て研究Ⓨ表するணᐃ(࣏ ࡞࠼᭰࠼は᳜ࢫࣁⰼࠕࣝࢺ࢖ࢱⓎ表㸸࣮ࢱࢫ

ῶるࡀと㛤ⰼᩘ࠸ )ࠖ 

ྛ✀研ಟ࣭研究఍࡬ཧຍする。 
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᳃ᯘ࣮ࢳ  ࣒  (ᰩ⏣࣭┦ᕝ) 

2013年度のάືホ౯ 

（1） 年度ᙜึのၥ㢟Ⅼ 
ձ ぢ学㊰௜㏆のᶞᮌ࡟ᯤࢀᯞ、᥃ࡾᯞࡀある。 
ղ ᯞ᮲㞟✚ሙࡀᡭ⊃ࡗ࡞࡟て࠸る。 
ճ ㏆年ࢶ࣐ࣟࢡ、ࢶ࣐࢝࢔᥇✀ᅬでの⤖ᐇ≧ἣࡀᝏ࠸。 
 

（2） ゎỴでࡁたၥ㢟Ⅼ࣭ࡑの᪉ἲ 
ձ ぢ学㊰௜㏆のᶞᮌ࡟ᯤࢀᯞ、᥃ࡾᯞࡀある。Ѝ㧗ᯞのࡼ࡟ࣉ࣮ࣟ、ࡾࡂࡇるࣥ࢖࣮ࣛࣟࢫ、㧗ᡤసᴗ㌴

でฎ⌮ࢆした。 
ղ ᯞ᮲㞟✚ሙࡀᡭ⊃ࡗ࡞࡟て࠸る。Ѝ࣑࣮࣍ࢡࢵࣂࢽでのᯞのᩚ⌮、࣮ࣃࢵࢳసᴗࡇ࠺⾜ࢆとࡾࡼ࡟㞟✚

ሙࢆ☜ಖした。 
 

（3） ゎỴでࡗ࠿࡞ࡁたၥ㢟Ⅼとࡑの⌮⏤ 
ճ ㏆年ࢶ࣐ࣟࢡ、ࢶ࣐࢝࢔᥇✀ᅬでの⤖ᐇ≧ἣࡀᝏ࠸。Ѝ࠸ࡘ࡟ࢶ࣐ࣟࢡては、᫓ඛ࡟ᖿの㡬㒊とᯞ

の๧ᐃ等࠸⾜ࢆ、ཷග㔞ࢆቑ大ࡏࡉ╔ⰼಁ㐍࡟ດࡵたࡀ、成ᯝࡀᚓࡗ࠿࡞ࢀࡽた。 

 

（4） 年度ෆ࡟生ࡌたၥ㢟Ⅼとࡑの対ᛂ 
ձ ᯘෆのᯤᦆ࣭㢼ಽᮌ等のቑຍЍྎ㢼、㞷࡝࡞の⮬↛現象ࡼ࡟るಽᮌ、ᢡᦆᮌࡸ⑓Ẽࡼ࡟るᯤᦆᮌࡀከࡃ

Ⓨ生した。┤Ⴀࡧࡼ࠾┤Ⴀで㞴し࠸ものはㄳ㈇ࡾࡼ࡟ฎ⌮ࡗ⾜ࢆた。 
ղ ኟᏘの㧗 ከ‵᪥の㐃⥆Ѝ7㹼8 月ࡅ࠿࡟、⇕୰⑕ᣦᩘの㧗࠸᪥࡟は、ᴟຊ⅖ኳୗでのసᴗࢆไ㝈し、Ỉ

ศࢆᑠま࡟ࡵとる࡝࡞⇕୰⑕㜵Ṇ⟇ࢆㅮࡌた。また、௒年度ࡽ࠿⇕୰⑕ᣦᩘࢆᥖ♧する࡝࡞⫋ဨ、฼⏝

 。したಁࢆὀពႏ㉳࡟⪅
ճ ㏆㞄ఫẸࡽ࠿、㐨㊰࡬のⴠⴥ࣭ⴠᐇ࡬ࢫ࢙ࣥࣇࡧࡼ࠾の⶝のᕳࡁࡘࡁ等のⱞ᝟ᩘࡀᅇᐤࢀࡽࡏた。Ѝ㏿

 。したࢆ⌮ฎ࡟࠿ࡸ
 

 Ⅼࡁ࡭の௚≉➹すࡑ （5）
ձ 2014年2月14-15᪥の大㞷ࡼ࡟る⿕ᐖ 

ぢ学㊰௜㏆、ᯘෆ㸸ᯞᢡࢀከᩘ、ᖿ୰ᢡ5ࢀ本  
ⱑ⏿㸸研究、ᐇ⩦⏝ⱑᮌࡀ㞷ᅽで᭤ࡀる⿕ᐖከᩘあࡾ 
᪋タ㛵ಀ㸸஦ົᡤ、సᴗᐊのࣈ࣮ࢺࢫの↮✺ࡀ㞷の㔜ࡳで᭤ࡀる。 
      ➨஧ⱑ⏿ෆのࡀࢫ࢘ࣁ࣮ࣝࢽࣅ㞷ᅽで₽ࢀる。 
      ࢞  3ᯛ◚ᦆࢫᐊ࢞ࣛࢫࣛ

ղ ᶞᮌࣛ࣋ࣝࡸ᱌ෆ表♧の᭦᪂ 
ճ GISㅮ⩦ࢆᐇ᪋し、ᶞᮌᅬとእᅜ⏘࣐ࢶぢ本ᯘのᶞᮌ఩⨨ᅗࢆస成した。 

 

2014年度άືィ⏬ 

ձ ࣐ࢶ᥇✀ᅬ࡟ᚋ⥅ᮌ᳜ࢆ᱂する。 
ղ ⱑ⏿のᩚ⌮（୙⏝ⱑᮌのฎศ等） 
ճ ඲ᮌ調ᰝ（5年ࡈと࡟ᶞ㧗、⬚㧗┤ᚄࢆ ᐃ） 
մ Ẹᆅ࠿࠿࡟るᨭ㞀ᮌのఆ᥇（⏣↓₇⩦ᯘᩍ⫱研究ィ⏬ ᪋ᴗ4年┠） 
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機Ე⟶⌮ࣉ࣮ࣝࢢ  （᭮ᡃ࣭ஂಖ⏣࣭和Ἠ࣭⚄ᕝ࣭ᕤ⸨࣭ᰩ⏣） 

平成25年度のάືホ౯ 

㸯㸬 本年度の୺࡞άືෆᐜ 
ձ ᐃ期ᡴྜࡏ（ᇶ本ⓗ࡟㝸㐌月᭙᪥） 
ղ 機Ე㢮の࣓ࣥࢫࣥࢼࢸ、ᨾ㞀時対ᛂ、Ⓨὀ対ᛂ 
ճ 機Ე㢮᭦᪂時の機✀㑅ᐃ 

 
㸰㸬 年度ᙜึのၥ㢟Ⅼと対ᛂ 

ձ 機Ეの⪁ᮙ໬ Ѝ᭦᪂またはಟ⌮ 
7࣭号㌴（MF135）のࣖ࢖ࢱ஺᥮ 

࣭ᑠᆺ࣮ࢱࢡࣛࢺ᭦᪂㸸EG225⣡㌴ 
࣭୰ᆺ࣮ࢱࢡࣛࢺ᭦᪂㸸EG65⣡㌴ 
、࣮ࢱ࣮ࣟࣥࢹ࣮࢞、（⏝࣮ࢱࢡࣛࢺ୰ᆺ、⏝࣮ࢱࢡࣛࢺᑠᆺ）࣮ࣜࢱసᴗ機᭦᪂㸸࣮ࣟ⏝࣮ࢱࢡࣛࢺ࣭

、ࢳ࣮ࣝ࢝ࣜࢱ࣮ࣟ、࣮ࣃࢵࣙࢳ࣮ࣟࢺࢫ、࢘ࣛࣉࣝࣈࢩ࣮ࣂࣜ、࣮ࣟࣁࣝ࢝ࢳ࣮ࣂ、࣮ࣟࣁࢢࣥ࢖࢘

 ࢔࣮ࣔࣝࣞࣇ
 ᭦᪂࣮ࢲࣥ࢖ࣂ࣭
࣭⏣↓₇⩦ᯘ機Ე㢮㉎ධ㸸สࡾᡶ࠸機、࣋ࣙࢩࢽ࣑、ࣇ࢖ࢼ࣮࣐ࣥࣁ  ࣝ

ղ 機Ეのಖ⟶ሙᡤの୙㊊ Ѝ᭦᪂᏶஢῭ࡳ、୙せ機Ეのฎศ 
2、ࢳ࣮ࣝ࢝ࣜࢱᪧ࣮ࣟ、࢘ࣛࣉࣝࢮࢳ、࣮ࣜࢱ࣮ࣟࢩࣂࢥ࣭ 㐃࢘ࣛࣉ、㐠ᦙ㌴、ᪧࢲࣥ࢖ࣂ  ࣮ эᗫ

Რ 
6࣭号㌴、ᑠᆺࣟࣁࢡࢫ࢕ࢹ  ࣮ э༤≀㤋࡬ 

࣭ᑠᆺ࣮ࢱࢡࣛࢺ（AF120）э᪻⹸㑇ఏ学研究ᐊ࡬ㆡΏ 
 
㸱㸬 年度ෆ࡟生ࡌたၥ㢟と対ᛂ 

ձ 機Ეのᨾ㞀等 Ѝಟ⌮࣭㒊ရ஺᥮ 
஌⏝ࣔ࢔㸸㉮⾜࣋ࣝ࢔࣮ࣔࣝࣞࣇ、ࢺࣇࣕࢩࣛ࣌ࣟࣉ࣭ࢺ㸸࣮ࢱ࣮ࣞࣗࢳࣜࢺ、࣮࣮ࣛࣟࢪ࣮ࢤ㸸࣮ࢤ

㐠ᦙ㌴࣭஌、ࣝࢬࣀ㸸࣮ࣖࣞࣉࢫ࣒࣮ࣈ、ࣖ࢖ࢱ等、JD㸸ࢺ機㸸࢚࣓᳜ࣞࣥ⏣、ࢢࣥࣜ࢔࣮࣮࣋ࣛࣟࢪ

㸸࣋ࣝࣇ࢖ࢼ࣮࣐ࣥࣁ、⨨等、AF120㸸⮬ືỈ平⿦࣮ࢧࣥࢭ㸸Ᏻ඲ࣥ࢖ࣂࣥࢥᘧ⬺⮬、ࣖ࢖ࢱ㸸࢔ࣔ⏝

 ࢫ㸸Ἔᅽ࣮࣍ࣝ࣋ࣙࢩࢽ࣑、ࢢࣥࣜ࢔㸸࣮࣋ࣟࣁࢡࢫ࢕ࢹ、࣮ࣂ࣭࢝ࢺ
ղ 機ᲔのᏳ඲対⟇୙ഛ Ѝ࢜ࡾྲྀࣥࣙࢩࣉ௜ࡅ 

 ࢺࣝ࣋ࢺ࣮ࢩ㸸ࣝ࣋ࣙࢩࢽ࣑࣭
 等࣮ࣂ࢝ࢺࣇࣕࢩ㸸PTOࢱࢫ࣋̿ࣁࢺࢸ࣏࣭

ճ ண⟬㉸㐣 Ѝ㉥Ꮠで  ͐
ಟ⌮㈝⏝࡝࡞ணᐃእのᨭฟࡀከࡗ࠿た。ᨾ㞀ࢆฟ᮶るࡅࡔῶࡏࡽる࠺ࡼ機Ეの࣓ࣥ࡟ࢫࣥࢼࢸດࡵる。 
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㸲㸬 ࡑの௚≉➹すࡁ࡭Ⅼ 
ձ ∾ሙ࡬の࣮ࣃࢵࢳ㈚しฟし（4月） 
ղ ⏣↓₇⩦ᯘ࡬の࣮ࣃࢵࢳ㈚しฟし（5月 1࣭1月㹼2月） 
ճ ࢺࣇࣜࢡ࣮࢛ࣇの༙年ẖⅬ᳨ࢆẖ月の⮬୺Ⅼ᳨とᴗ⪅ࡼ࡟る 1 年Ⅼ᳨࡟ኚ᭦。࣑ࣝ࣋ࣙࢩࢽもẖ月の⮬

୺Ⅼ᳨ࢆ㏣ຍ。  
մ 成ⱑ࣏ࢺࢵᘧ⏣᳜機࣭᧛✀機のᑟධ 
յ බ⏝㌴の᭦᪂（NV350） 

 
㸳㸬 ḟ年度のάືணᐃ 

ձ ᐃ期ᡴྜࡏ 
ղ 機Ე㢮の࣓ࣥࢫࣥࢼࢸ、ᨾ㞀࣭Ⓨὀ時対ᛂ 
ճ 機構ᩚഛࡏࢃྜ࡟た機Ეの᭦᪂ 
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Ᏻ඲⾨生సᴗ࣮ࣝࢢ  ࣉ （ⓑ஭࣭和Ἠ࣭▮ὠ⏣࣭⮻஭࣭┦ᕝ）  

平成25年度άືホ౯ 

（㸯） 本年度のάືෆᐜ  
ձ ᐃ期㒊఍㸸(ࡰ࡯ẖ月1ᅇ)⎔ቃᏳ඲ྜྠጤဨ఍の┤ᚋ࡟ᐇ᪋、ࣉ࣮ࣝࢢのάືෆᐜ࠸ࡘ࡟てウ㆟ 
ղ Ᏻ඲ᶆㄒ࣏࣮ࢱࢫのస成࣭ᥖ♧㸸ࡰ࡯Ꮨ⠇ࡈと、సᴗෆᐜのኚࢃる⠇┠ 
ճ ࣉࢵࣛࢺࢳࣁ⮬ᐙ〇స࣭タ⨨࣭ᅇ཰ 
մ ࣜࢺ࣓ࣥࢫࢭ࢔ࢺ࣓ࣥࢫࢭ࢔ࢡࢫᐇ᪋ 
յ ᢏ⾡⫋ဨᐊ、ఇ᠁ᐊのᐃ期ⓗ࡞Ύ  ᤲ

（㸰） （㸯）ࡗࡼ࡟て㐩成でࡁた஦㡯 
ձ ࣭㒊఍の構成ဨྠኈでのᏳ඲άື࡟対するㄆ㆑ࢆඹ᭷でࡁた 
ղ ࣭現ሙでᛀ࡞ࡕࡀࢀ༴㝤ᛶ࠸ࡘ࡟てὀពࢆ࿧ࡧぬますࡇとࡀでࡁた 
ճ ࣭┦ᙜのࢆࢳࣂ࢞ࢼࢩ࢔ࡸࢳࣂ࣓ࢬࢫᤕ⋓した 
մ ࣭᪥ᖖの༴㝤せᅉࢆᢕᥱし、Ᏻ඲సᴗᚭᗏ 
յ ࣭年末࡟ᢏ⾡⫋ဨᐊ、ఇ᠁ᐊの大ᤲ㝖 

（㸱）  （㸯）ࡗࡼ࡟て㐩成でࡗ࠿࡞ࡁた஦㡯࣭཯┬Ⅼ 
ձ ࣭Ᏻ඲άືは、ࡑࡇ⥆⥅ࠕຊࠖと࠺࠸ᛶ᱁ࡀᙉ࠸たࡵ、と࡟ࣜࢿ࣐ࣥࡃ࠿࡟はὀពしࡘࡘ 

 ᣦす┠ࢆるᏳ඲άື࣭Ᏻ඲㒊఍ࠖࡁで⥆⥅ࠕ
ղ ࣭ձとࡇࡌྠࡰ࡯とࡀゝ࠼るࡽࡕࡇ、ࡀはാࡅ࠿ࡁる┦ᡭࢆព㆑してᨵၿしてࡃ࠸ᚲせࡀある  

たࡔのࠕ⮬ᕫ‶㊊ࠖで⤊࠺ࡼ࠸࡞ࡽࢃດຊする 
 

（㸲） 年度ෆ࡟生ࡌたၥ㢟Ⅼとࡑの対ᛂ 
 ࣭ 学生ᐇ⩦୰࡟㙊での学生の஦ᨾࡀⓎ生した。ࢀࡇ௨㝆のᐇ⩦で㙊࡝࡞のล≀ࢆ౑⏝するᐇ⩦の๓࡟は

（✄สࡘࡉ、ࡾま࠸ものࡘるส࡝࡞ࡾ）ᢏ⾡⫋ဨ඲ဨとᐇ⩦ᢸᙜのᩍဨと஦๓࡟Ᏻ඲సᴗの☜ㄆࢆᐇ᪋ 
 
（㸳） ࡑの௚≉➹すࡁ࡭Ⅼ 

5࣭/20Ᏻ඲࢞ࢫࣥࢲ࢖ㅮᖌ 
࣭㜵ⅆ࣭㜵⅏⟶⌮᪂つㅮ⩦ཷㅮ 
࣭⾨生᥎㐍⪅のཷ㦂のዡບ 

H26年度ィ⏬ 

ձ ᐃ期㒊఍㸸⎔ቃᏳ඲ྜྠጤဨ఍の┤ᚋ࡟ᐇ᪋（ࡰ࡯月1ᅇ） 
ղ Ᏻ඲ᶆㄒ࣏࣮ࢱࢫのస成࣭ᥖ♧ 
ճ ࣉࢵࣛࢺࢳࣁ〇స࣭タ⨨㸸7月㹼10月2࡟ᅇ⛬度（1ࡕ࠺ᅇはぢ学㊰௨እ） 

 



Ⅲ 技術部 

 

29 
 

 ᢏ⬟ྥୖ࣮ࣝࢢ  ࣉ （ᡭᓥ࣭ᕷᕝ࣭⚄ᕝ࣭⮻஭࣭▼ᕝ࣭┦ᕝ） 

（㸯）平成25年度のάືෆᐜ 

 ձᐃ期఍ྜ㸸ẖ月1ᅇ඲య఍㆟๓࡟ᐇ᪋、2月はఇ఍ 
 ղ学ෆࡧࡼ࠾学እの研ಟ᱌ෆ 
 ճ⥲ྜᢏ⾡本㒊ᢏ⾡⫋ဨ研ಟ௻⏬ጤဨ఍ࡧࡼ࠾農学生命科学研究科ᢏ⾡⫋ဨ 

研ಟጤဨ఍ࡽ࠿の᝟報ఏ㐩 
 

（㸰）年度ෆ࡟生ࡌたၥ㢟Ⅼ 

  ձᐇ⩦୰の学生のล≀ࡼ࡟るയᐖ஦ᨾࡀ㸴月㸰㸶᪥࡟Ⓨ生 

  Ѝ機構ෆで㸱ᅇのㅮ⩦఍、Ỉ⏘ᐇ㦂ᡤ࡟ᐇᆅᐇ⩦ἲの⩦ᚓのたࡵᢏ⾡⫋ဨ2ྡὴ㐵 

 

（㸱）ࡑの௚≉➹すࡁ࡭Ⅼ 

ձ㛵東࣭⏥ಙ㉺ᆅᇦ大学農ሙ༠㆟఍の研究㞟఍で2㢟ཱྀ㢌Ⓨ表（平成18年௨᮶） 
ղ඲ᅜ大学₇⩦ᯘ༠㆟఍⥲఍でⰪ㔝ᢏ⾡㒊㛗ࡀ᳃ᯘ⟶⌮ᢏ⾡㈹ཷࢆ㈹ 
ճ඲ᅜ大学附属農ሙ༠㆟఍ ⛅期඲ᅜ༠㆟఍࡟ᢏ⾡⫋ဨ3ྡࡀཧຍ（᫖年2ྡ） 
մᇶ♏生≀学研究ᡤの生≀学ᢏ⾡研究఍でᢏ⾡⫋ဨ4ྡ࣮ࢱࢫ࣏ࡀⓎ表 
յ᫖年度࡟ᘬ2ྡ、ࡁ⥆ࡁのᢏ⾡⫋ဨのᾏእὴ㐵（࢖ࢱ⋤ᅜ） 
 

 (㸲)研ಟཧຍ⪅ࢱ࣮ࢹ 

ヲ⣽はᢏ⾡㒊ᴗົᐇ⦼࣭研ಟཧ↷ 

ձ学ෆ研ಟ  ᘏ࡭ཧຍ⪅㸸15  ྡ ᪥ᩘ㸸23᪥ 

（ᢏ⾡⫋ဨࡰ࡯ࡀ඲ဨฟᖍした研ಟは㝖ࡃ） 

ղ学እ研ಟ  ᘏ࡭ཧຍ⪅㸸35  ྡ ᪥ᩘ㸸28᪥ 

ճᾏእ研ಟ  ᘏ࡭ཧຍ⪅㸸2  ྡ  ᪥ᩘ㸸5᪥ 

 

（㸳）平成26年度άື┠ᶆ 

ձ東京大学ᩍᐊ⣔ᢏ⾡⫋ဨ学እᢏ⾡研ಟ（๓期࣭ᚋ期）࡬のᛂເ 

ղ東京大学⫋ဨ（ᢏ⾡⫋ဨ）ᾏእ研ಟ（▷期）࡬のᛂເ 

ճ東京大学ᢏ⾡⫋ဨ研ಟ（඲学ⓗࡧࡼ࠾㒊ᒁⓗ࡞㞟ᅋ研ಟ）࡬のᛂເ 

մ௚㒊ᒁ（㥖ሙ࢟ࣕࣥࡸࢫࣃ⌮学⣔研究科࡝࡞）のᢏ⾡Ⓨ表఍࡬のཧຍ 

յ農学生命科学研究科ᢏ⾡⫋ဨ ᐇົ研ಟ࡬のᛂເ 

ն໭ᾏ㐨大学⥲ྜᢏ⾡研究఍での研究成ᯝ等のⓎ表 

շ᪥本学⾡᣺⯆఍ 科学研究㈝⿵ຓ㔠 ዡບ研究࡬のᛂເ 
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Ⅳ 研究活動 

 
１． 研究の概要 
 

生態調和農学機構の⌮ᛕのもと、㣗ရᏳ඲、⎔ቃಖ඲、ᬒほᙧ成࡝࡞、農ᯘᴗと♫఍の㛵ಀᛶ

農ᯘ生態、ࡽ࠿ாཷするぢᆅ࡟ᣢ⥆ⓗࡀே㢮ࢆࢫࣅ࣮ࢧ究᫂する᝟報࣭♫఍研究㡿ᇦ、生態⣔ࢆ

⣔のホ౯ἲࡸ⟶⌮ᡭἲࢆ究᫂する農ᯘ生態⣔研究㡿ᇦ、農と生態⣔ࢫࣅ࣮ࢧの㛵ࢆࡾࢃ生≀機⬟

と≀㉁ᚠ⎔࡟╔┠して究᫂する生≀࣭≀㉁ᚠ⎔研究㡿ᇦࡁ⨨ࢆ研究ࢆᒎ㛤して࠸る。 

⎔฼⏝、᳜生᚟元ᢏ⾡㸪生≀ከᵝᛶとࢫ࣐࢜࢖ࣂࡸ⾡の୰で㸪㈨※ᚠ⎔ᆺのᣢ⥆ⓗస᱂ᇵᢏࡑ

ቃ࡟㓄៖した᪂し࠸ᅡሙ⟶⌮ᡭἲ㸪୙Ᏻᐃ࡞Ỉ㈨※⎔ቃ࡟対ᛂするస≀᱂ᇵᢏ⾡㸪࢜⃰ࣥࢰ度ୖ

㸪ᾘ㈝⪅の࣒ࢸࢫࢩる農ᴗ生⏘᭱㐺໬ᨭ᥼ࡅ࠾࡟すᙳ㡪ホ౯㸪ᆅ⌫⎔ቃኚືୗࡰཬ࡟≀農సࡀ᪼

ࡉᒎ㛤ࡀ㛤Ⓨࡸ㛵する研究࡟࡝࡞⛬ㄆ▱と㣗ရ㑅ᢥ⾜ື㸪農⏘≀ෆのᨺᑕᛶ≀㉁の⛣⾜㐣ࢡࢫࣜ

ࢃ⾜ᇶ┙ⓗ࣭ᇶ♏ⓗ研究も平⾜して࡞まࡊまࡉࡸ᝟報のᩍ⫱࣭ᬑཬࡸ⾡る㸬また㸪農ᴗᢏ࠸てࢀ

୰ࢆㅖᅜ࢔ࢪ࢔࡝࡞㸪୰ᅜࣥࣆࣜ࢕ࣇ㸪࣒ࢼࢺ㸪࣋࢔ࢪ㸪࢝ࣥ࣎࢖ࢱ㸪ࢻࣥ࢖る㸬また㸪࠸てࢀ

ᚰとしたᅜ㝿㐃ᦠࡸẸ㛫との㐃ᦠも㐍ࢇで࠸る㸬௒ᚋ㸪እ㒊の研究⪅と㐃ᦠしྛࡽࡀ࡞✀のせ⣲

研究ࢆ⤫ྜし㸪生態調和ᆺ農ᴗࢆ᥈ồするࡇとࡀㄢ㢟とࡗ࡞て࠸る㸬 

 

２． 主要研究課題 
 

ᣢ⥆ⓗ農業 

㸯㸬 ⏿ᅡሙࡅ࠾࡟るᣢ⥆ⓗ࡞స≀᱂ᇵ࡟㛵する研究 
• పᢞධᆺ農ᴗࡅ࠾࡟るᣢ⥆ⓗ生⏘のたࡵのᅡሙ⟶⌮ 
 すᙳ㡪ࡰࡼ࠾࡟ᚋసとᅵተࡀ᱂ᇵࢬ࢖ࢲ •

㸰㸬 ᭷機᱂ᇵỈ⏣ࡅ࠾࡟るࢿ࢖᰿ᅪඹ生⣽⳦のከᵝᛶゎᯒ 
㸱㸬 ᭷機↓農⸆Ỉ✄᱂ᇵ年ᩘの⤒㐣࡟కࡗてᅵተ࣭Ỉ✄࣭㞧ⲡ࣭ື≀は࠺࡝ኚ໬する࠿㸽 
㸲㸬 ᐃ᳜๓ࣜࣥ㓟ⱑ᪋⏝࡟㛵する研究 
㸳㸬 ࢚ࣥࢡ㓟ࡼ࡟るⱑ⛣᳜時の஝⇱ࢫࣞࢺࢫ⦆和 
㸴㸬 ⥳⫧のΰ᳜ࡼ࡟るຠᯝ࡟㛵する研究 
㸵㸬 㣗⣊と➇ྜしࢫ࣮ࣟࣝࢭ࠸࡞⣔࣮ࣝࣀࢱ࢚࢜࢖ࣂཎᩱస≀の᱂ᇵ研究 
農業生態⣔⟶⌮ 

㸯㸬สࡾྲྀࡾṧ´ࢆ฼⏝した஧ḟⲡᆅࡧࡼ࠾஧ḟᯘࡅ࠾࡟る᳜生᚟元ᢏ⾡の㛤Ⓨ 
㸰㸬生≀ከᵝᛶと⎔ቃ࡟㓄៖した᪂し࠸᱓ᅬ⟶⌮ᡭἲの㛤Ⓨ࡟㛵する研究 
㸱㸬ఇ㛩⟶⌮ࡼ࡟るᅵተ生⏘ຊの⥔ᣢ࣭ྥୖ࡟㛵する研究 

㸲㸬農ᮧࣛࣥࡅ࠾࡟ࣉ࣮ࢣࢫࢻる༙⮬↛ⲡᆅ෌生ࡅྥ࡟たᐇ㦂ᬒほ生態学ⓗ研究  
㸳㸬᪥本の୰ᒣ㛫のỈ⏣ᆅᇦࡅ࠾࡟る᳜≀ከᵝᛶࢆもたࡽすせᅉのゎ᫂ 
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㸴㸬Ἑᕝሐ㜵ࡅ࠾࡟る生態⥳໬ᢏ⾡の㛤Ⓨ࡟㛵する研究 
㸵㸬東京大学࣭ኳὠᕷඹྠ研究ࠕ㒔ᕷと農ᮧの⼥ྜ࡟ᇶ࡙ࡃᣢ⥆ⓗⓎᒎࠖ 

㸶㸬⎔ቃಖ඲ᆺỈ⏣࡟生ᜥするከᵝ࡞ᅵ╔ኳᩛࢿ࢖ࡀᐖ⹸⿕ᐖ㜵㝖࡟ᯝたすᙺ๭のゎ᫂ 

㸷㸬農⪔ᆅᬒほࡅ࠾࡟るᑠつᶍᶞᯘと㔝生ື≀ࡼ࡟る農ᴗ⿕ᐖとの㛵ಀのゎ᫂ 

㸯㸮㸬ࡼ࡟࣐ࢢࣄる農ᴗ⿕ᐖࡀ生ࡌる࣓࣒࢝ࢬࢽのゎ᫂ 

㸯㸯㸬೺ᗣᒃఫのᐇ現ࡅྥ࡟たᮌ㐀ఫᏯ౪⤥のあࡾ᪉࡟㛵する研究 

Ẽೃኚ動・環境ኚ動ᑐᛂ 

㸯㸬 ࢿ࢖の㧗 ୙⛱ࢆᅇ㑊する᪩ᮅ㛤ⰼᛶ࡟㛵する研究 
㸰㸬 Ẽೃኚືୗの᳜≀生⏘ࡅ࠾࡟るኪ の生⌮生態ⓗホ౯と┬࢚࡟⌮⟶࣮ࢠࣝࢿ㛵する研究 
㸱㸬 㧗⃰度࢜ࣥࢰ᮲௳ୗでのᯝᶞの生⫱࡟㛵する研究 
㸲㸬 ᆅ⌫⎔ቃኚືୗࡅ࠾࡟る農ᴗ生⏘᭱㐺໬ᨭ᥼࣒ࢸࢫࢩの構⠏ 
㸳㸬 東᪥本大㟈⅏⿕⅏Ỉ⏣ࡅ࠾࡟るࢫ࣐࢜࢖ࣂస≀の᱂ᇵと࢚࣮ࢠࣝࢿ໬ 
㸴㸬 ᨺᑕ⥺࣒࢘ࢩࢭ（Cs）のᯝᶞ࣭Ⲕ࣭ᶞᮌ࡬の⛣⾜࡟㛵する研究 
㣗の安全安ᚰ 

㸯㸬農⏘≀のᨺᑕᛶ≀㉁の⛣⾜㐣⛬のゎ᫂と࡟ࢀࡑᇶ࡙ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࢡࢫࣜࡃ 
ᩍ⫱・ᬑཬ 

㸯㸬 ຠᯝⓗ࡞農సᴗᏳ඲ၨⓎ࡟㛵する研究 
㸰㸬 農ᴗᢏ⾡ྐ（農ᴗ機Ეྐ࣭農ᴗᩍ⫱ྐ）࡟㛵する研究 
ᇶ┙・ᇶ♏研究 

㸯㸬 ඹ生⣽⳦と┦஫స⏝するࢿ࢖の㑇ఏᏊ࡟㛵する研究 
㸰㸬 ࢝࢕ࢹࣥ࢖ရ✀の┤᧛㐺ᛶྥୖࢆ┠ᣦしたⓎⱆᙧ㉁࡟㛵する研究 
㸱㸬 ࣔ ࣔの生⌮㞀ᐖ࡟㛵する研究 
㸲㸬 ࠕ᰿のࠖࣥ࢖ࢨࢹస≀の᰿⣔のᙧ態と機⬟のゎ᫂とไᚚ࡟㛵する研究 
㸳㸬 農⏘≀の生⏘⎔ቃ࣭཰✭ᚋ⎔ቃの᭱㐺໬࡟㛵する研究 
㸴㸬 ᅵተ⑓ཎ⳦であるⓑ⣠⩚⑓⳦ Rosellinia necatrix  㛵する研究࡟㢮⦕⳦のศ㢮と生態ࡧࡼ࠾

㸵㸬 ࣐  㛵する研究࡟の᢬ᢠᛶ機構ࢶ࣐ࣟࢡᮦ⥺⹸⑓᢬ᢠᛶࢶ
㸶㸬 ࣛࢼ㢮ⴎ෼⑓の⑓ཎ⳦ Raffaelea quercivora の⑓ཎຊとࢼࣈ科ᶞᮌのឤཷᛶとの┦஫స⏝࡟

㛵する研究 
㸷㸬 ࡟ࢢࣥࣆ࢖ࢱࣀ࢙ࣇ࣭ࢺࢵࣉ࣮ࣝࢫ࢖ࣁ㛵する研究 
ᾏእ連携㸦一部෌ᥖ㸧 

㸯㸬 東京大学࣭ኳὠᕷඹྠ研究ࠕ㒔ᕷと農ᮧの⼥ྜ࡟ᇶ࡙ࡃᣢ⥆ⓗⓎᒎࠖ 
㸰㸬 農ᮧ㛤Ⓨのたࡵのᆅ⌮᝟報㏻ಙᢏ⾡ཬࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ࣮ࢧࣥࢭࡧの㛤Ⓨ 
㸱㸬 YMC  㛵する研究࡟の農ᴗᢏ⾡のఏ㐩࡬る㠀㆑Ꮠ農Ẹࡼ࡟ࣝࢹࣔ
㸲㸬 ࡅ࠾࡟ࢻ࣮ࣥࣛࢪ࣮ࣗࢽる୰ᑠつᶍ᳃ᯘ⤒Ⴀのᐇ態調ᰝ 
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３． 主要課題概要 
 

㸺஧ᐑ ṇኈ㸼 

 

㸯㸬࡟ࢢࣥࣆ࢖ࢱࣀ࢙ࣇ࣭ࢺࢵࣉ࣮ࣝࢫ࢖ࣁ㛵する研究 

ඹྠ研究⪅㸸㒌（D3）࣭ᒣ本（D2）࣭西ᒸ 

研究のᴫせ㸸ࢢࣥࣆ࢖ࢱࣀ࢙ࢪ࣭ࢺࢵࣉ࣮ࣝࢫ࢖ࣁの࿧ᛂでࡁるຠ⋡のࢢࣥࣆ࢖ࢱࣀ࢙ࣇ࠸ࡼᢏ

⾡㛤Ⓨ࠺⾜ࢆ㸬㧗ຠ⋡の⿕そ⋡࣭ⲡ୔࣭ⲡጼの ᐃ㸪ྛ✀ᙧ≧࣭ᶍᵝ等のᐃ㔞ⓗホ౯㸪生⫱ࢱࣃ

ࣥ㏣㊧᪉ἲࡸ㸪ගࡼ࡟ࢢࣥࢩࣥࢭる᳜≀యෆື態ホ౯ࡀ࡝࡞研究┠ᶆ㸬௒年度は㸪ከᵝ࡞ග⎔ቃ

ୗでも㸪⏬ീẖの࢟ࣕࣜࣥࣙࢩ࣮ࣞࣜࣈするࡇと᳜ࡃ࡞≀㒊ศࢆࡅࡔຠ⋡ⓗ࡟ᢳฟするỴᐃᮌ࢔

るࡼ࡟ࢬࣜࢦࣝ DTSM ⬟㧗⢭度で᥎ᐃྍࡀ⋠⿕᳜✄Ỉࡽ࠿て㸪㧗㢖度で᧜ᙳした時⣔ิ⏬ീ࠸⏝ࢆ

㛤Ⓨし㸪㛤ⰼ期㛫ࢆ࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔㏣㊧するࢆỈ✄の㛤ⰼࡽ࠿した㸬また㸪時⣔ิ⏬ീ♧ࢆとࡇ࡞

の㛤ⰼࡸࢡ࣮ࣆ᪥ෆの㛤ⰼኚືࢆ⢭度ࡃࡼㄆ㆑でࡁるࡇとࢆ♧した㸬また㸪⮬↛ගᆺ᳜≀ᕤሙ࡟

ㄆ㆑ࡽ࠿ീ⏬࡟てຠ⋡ⓗࡵᮍ⇍ᯝもྵࡸᗂᯝࢆᯝᐇࢺ࣐ࢺ࡟ⓗ┠ࢆࢢࣥࣜࢱࢽࣔ⫱るస≀生ࡅ࠾

するࢆ࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔㛤Ⓨした㸬 

 

㸰㸬農ᮧ㛤Ⓨのたࡵのᆅ⌮᝟報㏻ಙᢏ⾡ཬࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ࣮ࢧࣥࢭࡧの㛤Ⓨ 

ඹྠ研究⪅㸸Sudhasan࣭⁁ཱྀ࣭࣐ࣜ࢝（東大）㸪平⸨࣭ᮌᾆ࣭⏣୰࣭῝ὠ（農研機構）㸪

Adinarayana࣭Merchant࣭Dsai（ࢻࣥ࢖ᕤ科大学）㸪ᒣཱྀ（ࢡࣥࣂࢺࣇࢯ） 

研究のᴫせ㸸本研究は㸪㧗ᐦ度ࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ࣮ࢧࣥࢭ࡞㏵ୖᅜの農ᮧὶᇦ࡟タ⨨し㸪ᆅ⌮᝟報

㏻ಙᢏ⾡とࢻࢵࣜࢢᢏ⾡ࡏࢃྜࡳ⤌ࢆるࡇとで㸪ᅵተࡸẼ象᮲௳とࡗ࠸た⎔ቃᢕᥱ࡟ຍ࠼㸪స≀

の≧態ࡸ生⏘ᛶ㸪ࡑの௚農ᮧ♫఍࡟࣒࢖ࢱࣝ࢔ࣜࡀᚲせとする࡞ࢡࢵ࣑ࢼ࢖ࢲ≧態࣮ࢱࢽࣔࢆし㸪

ᆅᇦの⮬ࡽのពᛮỴᐃ࡟㈉⊩でࡁるពᛮỴᐃᨭ᥼࣒ࢸࢫࢩの㛤Ⓨࡗ⾜ࢆた㸬௒年度は㸪ᆅୖほ 

てኳỈ⏣での᱂ᇵࡗࡼ࡟㛤Ⓨし㸪ᑠ㞵ࢆࣝࢹࣔ⫱の生ࢺ࣐ࢺࡸࣂࢧࢵࣕ࢟ࡽࡀ࡞と⤫ྜしࢱ࣮ࢹ

 た㸬ࡵ㐍ࢆ㛤Ⓨࣝࢹᨭ᥼するࣔࢆሙྜの㌿సุ᩿のពᛮỴᐃ࠸㞴しࡀ

 

㸱㸬ᆅ⌫⎔ቃኚືୗࡅ࠾࡟る農ᴗ生⏘᭱㐺໬ᨭ᥼࣒ࢸࢫࢩの構⠏ 

ඹྠ研究⪅㸸㒌࣭⁁ཱྀ࣭西ᮧࡽ（東大農）㸪୰ᕝ࣭ᮌᾆࡽ（農研機構）㸪᱓ᙧ（農⎔研）㸪ሯཱྀ

（▼ᕝ┴❧大）㸪ᒣཱྀࡽ（ᐩᒣ┴農ᴗ研）㸪஭ୖࡽ（⚟஭┴農ヨ） 

研究のᴫせ㸸Ẽ象ࣔࣝࢹ㸪స≀ࣔࣝࢹ㸪ᅵ࣭Ỉࣔࣝࢹ等ࢆ㛤ⓎしてẼ象᮲௳㸪ᅵተ᮲௳㸪Ỉ᮲௳

と࠺࠸స≀᱂ᇵࢆỴᐃする 3 せ⣲ࡽ࠿࡝࡞ࢱ࣮ࢹࢢ࣮ࣥࣜࢣࢫࣥ࢘ࢲࢆ㧗⢭度࡟᥎ᐃし㸪ࢆࢀࡑ

元࡟స≀の཰㔞とရ㉁ࢆண する㸬ࡑして㸪ࢆࡽࢀࡑ⤫ྜして農ᐙࣞ࣋ࣝでの཰┈ᛶも㓄៖した

᭱㐺࡞᱂ᇵ⟶⌮（⫧ᩱ₅₤ࡸ㸪᱂ᇵ時期࣭㍯సయ⣔࡝࡞）ࡸ㸪ᆅᇦ࣭ὶᇦࣞ࣋ࣝでの᭱㐺࡞Ỉ⟶

の㧗ࡵ㛤Ⓨする㸬㹟㸬ᆅᇦ農ᴗ฼⏝のたࢆ࣒ࢸࢫࢩの農ᴗ生⏘᭱㐺໬ᨭ᥼ࡵᐇ現するたࢆ࡝࡞⌮

⢭⣽ࢢ࣮ࣥࣜࢣࢫࣥ࢘ࢲẼ象ࣔࣝࢹの㛤Ⓨ㸪㹠㸬ရ㉁まで⪃៖したస≀ࣔࣝࢹの㛤Ⓨ㸪㹡㸬ᆅᇦ

ᚠ⎔⣔のᅵ࣭Ỉࣔࣝࢹの㛤Ⓨ㸪㹢㸬農ᴗ生⏘᭱㐺໬ᨭ᥼࣒ࢸࢫࢩの㛤Ⓨ㸪㹣㸬ᆅୖࣔࢢࣥࣜࢱࢽ
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࡟で構成し㸪୺࣒ࢸࢫࢩるᨭ᥼ࡼ࡟ d と e ᢸᙜする㸬௒年度は㸪dࢆ ではࣔࢆ⩌ࣝࢹ⤫ྜしࣅ࣮ࢧ

ࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩるࡼ࡟ࢱ࣮ࣞࢿ࢙ࢪ㸪Ẽ象࡟ᐇ⿦するとともࢆࢡ࣮࣒࣮࣡ࣞࣇのࡵ໬するたࢫ

機⬟も㏣ຍして㸪とࣨᩘ࡟ࡃ月ඛまでのண ࠸ࡘ࡟て୙☜ᐇᛶホ౯ࢆでࡁる࡟࠺ࡼした㸬᝿ᐃࡉ

タィした㸬また㸪eࢆࢫ࣮࢙ࣇࢱࣥ࢖ࢨて࣮ࣘࡗ⾜ࢆࡾྲྀ⪺もࡽ࠿⪅⏝る฼ࢀ ではูㄢ㢟で㛤Ⓨ୰

の᳜≀ᢳฟࢆ࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔Ỉ✄時⣔ิ⏬ീ࡟㐺⏝し᳜⿕⋡の㧗⢭度᥎ᐃࢆᐇ現した㸬ྠ᝟報はస

 る㸬ࢀࡽ࠸⏝࡟ࣥࣙࢩ࣮ࣞࣈࣜࣕ࢟࡞のືⓗࣝࢹࣔ≀

 

㸲㸬YMCࣔࡼ࡟ࣝࢹる㠀㆑Ꮠ農Ẹ࡬の農ᴗᢏ⾡のఏ㐩࡟㛵する研究 

ඹྠ研究⪅㸸西ᒸ（≉௵研究ဨ）㸪ᒣ本（D2）㸪Ჴ⏣（M2）㸪᳃࣭㧗ᓮ（NPO ⏣▼㸪（࢔ࢤࣥࣃ

（京大ᕤ）㸪டᒸ࣭ᡞୖ（୕㔜大生㈨）㸪➉ᓮ（農研Ẽೃ）㸪ụ⏣（東農大）㸪Hoa࣭Mai࣭Vu

 （┬農ᴗ農ᮧ㛤Ⓨ࣒ࢼࢺ࣋）

研究のᴫせ㸸㠀㆑Ꮠのぶ࡟㆑Ꮠのでࡁる学❺ࢆ㏻して農ᴗᢏ⾡ࢆఏ㐩するࢆ࣒ࢸࢫࢩ構⠏する㸬

Ꮚ࡝もはࢆࣥࢥࢯࣃ㏻してᢏ⾡࡟㛵するぶࡾࡼの㉁ၥࢆᢞࡅ࠿ࡆるとᑓ㛛ᐙࡽ࠿ᅇ⟅ྲྀࡅཷࢆる

のᅇࡾࡼ఍して᪥本のᑓ㛛ᐙもཧ⏬㸬ᑓ㛛ᐙࢆ࣒ࢸࢫࢩఏ㐩する㸬ከゝㄒ⩻ヂ࡟㸪ぶࡁでࡀとࡇ

㸬࠺≻ࢆとࡇするୖྥࢆとで㸪ఏ㐩⢭度ࡇるࡏࡉ௓在ࢆ࣮ࣕࢪࢵࣜࣈする࡟平᫆࡟⏝も࡝Ꮚࢆ⟆

また㸪Ꮚ࡝もは࣮ࢧࣥࢭとしても機⬟し㸪ẖ᪥のẼ象ࡸࢱ࣮ࢹⴥⰍ（ᦠᖏ࣓࢝ࣛとⴥⰍ∧）等ࢆ

ࢆて㸪対象㞟ⴠࡅ࠿࡟ḟ年度ࡽ࠿ᥦ౪する㸬௒年度ࢆし㸪ᑓ㛛ᐙのุ᩿ᮦᩱࢻ࣮ࣟࣉࢵ࢔ 2 ⟠ᡤ

 ᣑ大して㸪2㐃⥆స期でᐇ᪋した㸬࡟

 

㸳㸬᭷機᱂ᇵỈ⏣ࡅ࠾࡟るࢿ࢖᰿ᅪඹ生⣽⳦のከᵝᛶゎᯒ 

ඹྠ研究⪅㸸Ჴ⏣(M2)㸪ụ⏣成ᚿ（໭ᾏ㐨農研）㸪୕ᾆ㔜඾（୰ኸ農研） 

స≀はࢀࡑ⮬యで生⫱するのではࡃ࡞、࿘ᅖの⎔ቃࡸ௚の生≀࣭ᚤ生≀と┦஫࡟ᙳ㡪ࢆཬࡰし

⾜ࢆ⏘とでస≀の生ࡇる࠸⏝࡟᭷ຠࢆ⏝の┦஫సࡽࢀࡇ᭷機᱂ᇵでは、ࡾ࠾生⫱してࡽࡀ࡞࠸ྜ

てࢀࡽ࠼⪄ると࠸てࢀࢃ⾜ࡾᇳࡀ⏝స≀-ᚤ生≀┦஫స࡞ᅵተ୰の᰿ᅪではάⓎ、࡟≉。る࠸てࡗ

のస≀の࡝࡞⬟のᣕᢠ࡬≀⣲ᅛᐃ⬟、㞴⁐ᛶࣜࣥ㓟⁐ゎ⬟、⑓ཎᚤ生❅ࡀ≀᰿ᅪඹ生ᚤ生、ࡾ࠾

生⫱࡟᭷⏝࡞ാࢆࡁして࠸るࡇとࢀࡽ▱ࡀて࠸る。本研究では、᭷機᱂ᇵᅡሙのࢿ࢖᰿ᅪඹ生⣽

⳦の⩌㞟構㐀័ࢆ⾜᱂ᇵᅡሙとẚ㍑し᭷機᱂ᇵᅡሙࡅ࠾࡟るࢿ࢖᰿ᅪඹ生⣽⳦の≉ᛶࢆゎᯒした。 

 

㸺 ⡿ᕝ ᬛྖ 㸼 

 
㸯㸬ຠᯝⓗ࡞農సᴗᏳ඲ၨⓎ࡟㛵する研究 
研究のᴫせ㸸 ᘓタᴗࡸ஺㏻஦ᨾࡅ࠾࡟るṚஸ⪅ᩘࡀῶᑡഴྥ࡟あるの࡟対し、農సᴗ୰のṚஸ

஦ᨾⓎ生௳ᩘは 10 年㛫௨ୖの㛗期ࢃ࡟たࡗて年㛫⣙ 390 ௳で᥎⛣してࡾ࠾（ෆ⣙ 7 ๭は農ᴗ機Ე

㛵㐃）、農ᴗは᭱も༴㝤࡞ᴗ✀とも࠼࠸る≧態である。୍᪉、農研機構 生研࣮ࢱࣥࢭでは࢙࢘ࣈ

では、平成࣮ࠖࢱࣥࢭ農సᴗᏳ඲᝟報ࠕࢺ࢖ࢧ 14 年 6 月ࡽ࠿ 10 年௨ୖẖ月、ࠕ農సᴗᏳ඲ࣛࢥ
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ࡸる᝟報Ⓨಙのഴྥࡼ࡟のᑓ㛛ᐙ㞟ᅋࡽࢀࡇ。る࠸てࡗ⾜࡟ⓗ⥆⥅ࢆᇳ➹࣭ᥖ㍕し、ၨⓎࢆ࣒ࠖ

ၨⓎ஦㡯の┦㛵㛵ಀࢆศᯒするࡇとで、ࡾࡼຠᯝⓗ࡞農సᴗᏳ඲ၨⓎᡭἲࢆぢฟすࡇとࢆ┠ᶆと

し、㝵ᒙ໬した࣮࣮࢟࣡࡟ࢻศ㢮し、ศᯒࢆ㐍ࡵて࠸る。 
 
㸰㸬農ᴗᢏ⾡ྐ（農ᴗ機Ეྐ࣭農ᴗᩍ⫱ྐ）࡟㛵する研究 
研究༠ຊ⪅㸸東大࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ 
研究のᴫせ㸸 農ᴗ機Ეྐศ㔝では、農ሙ༤≀㤋ࡀᡤⶶする農機ල等のྐᩱࢆ㚷ᐃし、య⣔໬す

るࡇとࡗࡼ࡟て、農ලࡸ農ᴗ機Ეࢆ୰ᚰとした農ᴗᢏ⾡ྐ࠸ࡘ࡟て、Ḣ⡿とࡀࢃᅜࢆẚ㍑しࡀ࡞

฼⏝で࡞㈨※のຠ⋡ⓗ↛⮬、ࡃ࡞ではࡅࡔのどⅬࡾ໬ᐤ⌮ྜࡸて、సᴗのຠ⋡໬࠼෌᳨ドも஺ࡽ

ある生態調和農学のどⅬࡽ࠿もศᯒと᳨ドࡗ⾜ࢆて࠸る。また、農ᴗᩍ⫱ྐศ㔝では、農ሙ༤≀

㤋ࡀᡤⶶするࠕᩍⲡࠖࠕࡸ⋊㐓農஦ᅯゎࠖ等の᫂἞ึ期のᩍ科書ࢆゎㄞし、࡟ࡽࢀࡑ記㏙ࢀࡉて

る。௒年度は᫖࠸てࡗ⾜ࢆᙜ時のᩍ⫱ᡭἲの᳨ド、ࡾࡼ࡟とࡇ෌現するࢆるస≀の᱂ᇵ᪉ἲ等࠸

年度࡟ᘬࠕ、ࡁ⥆ࡁᩍⲡࠖ➨ኍࠕ✄⡿୍ぴࠖ࡟ゎㄝࢀࡉて࠸る⢥࣭⣍の✄స࠸ࡘ࡟て、1/2000a
の࣡࠸⏝ࢆࢺࢵ࣏ࣝࢿࢢたヨ㦂࠸⾜ࢆ、ᙜ時のᩍ⫱ᡭἲの᝟報㔞の᳨ドࡗ⾜ࢆた。ࡇ、࠾࡞のヨ

㦂では、研究༠ຊ⪅であるᕷẸのྐᩱ࡬の⌮ゎ度の῝໬ࡸ⮬ᕫ研㛑㐣⛬᳨ࢆドするࡇとで、௒ᚋ

の農ᴗᩍ⫱ࡸ♫఍ᩍ⫱࡬のᇶ♏ࢆࢱ࣮ࢹᚓるࡇとも┠ⓗとして࠸る。 
 

㸺 ᏳỌ ෇⌮Ꮚ 㸼 

㸯㸬農⏘≀のᨺᑕᛶ≀㉁の⛣⾜㐣⛬のゎ᫂と࡟ࢀࡑᇶ࡙ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࢡࢫࣜࡃ 

ඹྠ研究⪅㸸஧ᐑṇኈ㸪⣽㔝ࡳࢁࡦ㸪㧗⏣大㍜㸪బࠎᮌ἞ே㸪ᑠᯘ和ᙪ（生態調和農学機構）㸪

大ୗㄔ୍㸪⏣㔝஭៞ኴᮁ㸪୰西཭Ꮚ（農学生命科学研究科） 
研究のᴫせ㸸ࢀࡇまで࡟農⏘≀࡬のᨺᑕᛶ≀㉁の⛣⾜㐣⛬࡟㛵するඛ⾜研究はከࡃあるࡀ㸪ࡑの

⤖ᯝ࠸⏝ࢆて㸪ᾘ㈝⪅࡟対するࣜࡀࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࢡࢫ༑ศ࡟㐩成ࢀࡉて࠸る≧ἣとはゝ࠸

㞴࠸㸬したࡗࡀて㸪本研究では㸪農⏘≀࡬のᨺᑕᛶ≀㉁の⛣⾜㐣⛬のゎ᫂࡟୪⾜し㸪ᾘ㈝⪅のᨺ

ᑕ⥺≀㉁࡟対するࣜࢡࢫㄆ▱⾜ືࢆ Web 調ᰝࡾࡼ࡟ゎ᫂し㸪᭷ຠࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࢡࢫࣜ࡞᪉

ἲのᥦ᱌ࡇ࠺⾜ࢆとࢆ┠ⓗとして研究ࢆ㐙⾜して࠸る㸬 
 
㸰㸬農⏘≀の生⏘⎔ቃ࣭཰✭ᚋ⎔ቃの᭱㐺໬࡟㛵する研究 
ඹྠ研究⪅㸸⚟⏣ಙ஧（東京農ᕤ大学）㸪ᑿᓮఙ࿃（ᶓ὾ᅜ❧大学）㸪୰㔝ᾈ平（ᒱ㜧大学）㸪

ᘪ๐࠼ࡎࡇ（బ㈡大学）㸪 Wolfram Spreer, Vicha Sardsud, Wanwarang Pattanapo（Chiang 
Mai Univ., Thailand）㸪Marcus Nagle, Joahim Muller（Hoenhim Univ., Germany）Bart 
Nicolai, Marten Hertog (Catholic Leuven Univ, Belgium) 
研究のᴫせ㸸⇕ᖏ⏘ᯝᐇࢆ対象とし㸪ࡑの生⏘య⣔ࡧࡼ࠾ὶ㏻㐣⛬の᭱㐺໬ࡸ㸪᱂ᇵࡧࡼ࠾㍺㏦

ᢏ⾡の㧗度໬ᣦ㔪のᥦ᱌ࢆ┠ⓗとし㸪生⏘ᆅࡽ࠿ᾘ㈝ᆅまでの✀ࠎの⎔ቃせᅉ࡟㛵するᇶ♏࣮ࢹ

⾜ࢆ対するせᅉゎᯒ࡟㥑౑し㸪཰✭ᚋᯝᐇのရ㉁ኚ໬ࢆᡭἲࢢࣥࢽ࢖࣐ࢱ࣮ࢹ✀཰㞟し㸪ྛࢆࢱ

ࡇホ౯する㸬࡟ᐃ㔞ⓗࢆすᙳ㡪ࡰཬ࡟ᯝᐇရ㉁ࡀ㸪生⏘⎔ቃ（཰✭๓）とὶ㏻⎔ቃ（཰✭ᚋ）࠸
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㸪㈝⏝対࡟ぢฟすとともࢆ⾡生⏘ᢏ࡞㐺᭱࡟⫱㸪㍺ฟ⏝ᯝᐇの生࡟㸪᭱⤊ⓗࡁᇶ࡙࡟の成ᯝࡽࢀ

ຠᯝࢆᨵၿྍ⬟࡞㍺㏦᪉ἲ࠸ࡘ࡟てᥦ᱌する㸬 また㸪ᯝᐇ≀ᛶのὶ㏻⎔ቃ౫Ꮡᛶࢆ⪃៖した⦆⾪

ໟ⿦タィの᭱㐺໬ᣦ㔪のᥦ᱌ࢆ┠ᣦして㸪ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ調ᰝ࣭ᐊෆᐇ㦂࣭ᩘ್ゎᯒ࡞ࡽ࠿る⣔⤫ⓗ

࡟て㸪㞺ᅖẼ（ 度࣭‵度）⎔ቃととも࠸࠾࡟⛬は㸪ὶ㏻㐣࡟る㸬ලయⓗ࠸ᒎ㛤してࢆ研究࡞

時ࠎ้ࠎとኚ໬するᯝᐇの農⏘≀ᛶの ᐃᡭἲと㸪ࢆࢀࡇ཯ᫎしたᮦᩱࡧࡼ࠾ᙧ≧ࣔࢢࣥࣜࢹᢏ

⾡の構⠏ࡗ⾜ࢆて࠸る㸬᭱⤊ⓗ࡟㸪ᯝᐇの⦆⾪ໟ⿦タィᢏ⾡の㧗度໬㸪୪࡟ࡧὶ㏻㐣⛬ࡅ࠾࡟る

ຊ学ⓗ⎔ቃࡧࡼ࠾㞺ᅖẼ⎔ቃの᭱㐺໬࡝࡞の᳨ウ࡟対して㸪㛵㐃஦ᴗ⪅ࡀ୺యⓗࡴ⤌ࡾྲྀ࡟たࡵ

の᪂ᇶ┙ᢏ⾡としての᏶成ࢆ┠ᣦす㸬 
 
㸱㸬Ẽೃኚືୗの᳜≀生⏘ࡅ࠾࡟るኪ の生⌮生態ⓗホ౯と┬࢚࡟⌮⟶࣮ࢠࣝࢿ㛵する研究 
ඹྠ研究⪅㸸໭㔝㞞἞㸪ྜྷ⏣ᩄ㸪Ụཱྀᑑᙪ（஑ᕞ大学）㸪ᏳṊ大㍜㸪᳃ ∾ே（㧗▱大学）㸪Ⲩ

ᮌ༟ဢ（ឡ፾大学）㸪ᅯᖌ ୍ᩥ（ᐑᓮ大学）㸪᪥㧗ຌኴ（஑ᕞἈ⦖農ᴗ研究࣮ࢱࣥࢭ） 
研究のᴫせ㸸Ẽೃኚືୗ࠸࠾࡟ては㸪ᐮ࠸ኪのῶᑡとᬬ࠸ኪのቑຍのഴྥࡀ㢧ⴭであࡾ㸪⇕Ἴࡸ

ᐮἼࡼ࡟࡝࡞るኪ のᛴ⃭࡞ኚືのᙳ㡪も㢧ⴭ࡞࡟るとண᝿ࢀࡉて࠸る。本研究では㸪ኪ のୖ

࣭᪼ኚືഴྥの≉ᚩࢆẼೃᅉᏊとの㛵ಀᛶのほⅬࡽ࠿ゎᯒするととも࡟㸪᳜≀のᰤ㣴成㛗（࿧྾㸪

㌿ὶ㸪ఙ㛗࣭⫧大㸪㣴Ỉศ྾཰）㸪生Ṫ成㛗（ⰼⱆศ໬㸪ఇ╀㸪╔ᯝ㸪Ⰽ⣲Ⓨ現㸪ᯝᐇ成⇍）࠾

⟶ るኪࡅ࠾࡟⏘㸪Ẽೃኚືୗの᳜≀生࡭調ࢆ対するኪ のᙳ㡪࡟ప 㡰໬（⪏෾ᛶ⋓ᚓ）ࡧࡼ

⌮のព⩏ࢆ科学ⓗ᳨࡟ドして࠸る。࡟ࡽࡉ㸪 ᬮ໬㜵ṆのほⅬࡽ࠿ồࢀࡽࡵて࠸るᣢ⥆ྍ⬟࡞┬

ドして᳨ࢆຠᯝ࣮ࢠࣝࢿ࢚┬ᥦ᱌し㸪生⌮生態ⓗຠᯝとࢆ᪉ἲ࡞でのኪ ⟶⌮のከᵝ࣮ࢠࣝࢿ࢚

 。る࠸
 

㸺 㧗⏣ まࡽࡺ 㸼 
 
㸯㸬⎔ቃಖ඲ᆺỈ⏣࡟生ᜥするከᵝ࡞ᅵ╔ኳᩛࢿ࢖ࡀᐖ⹸⿕ᐖ㜵㝖࡟ᯝたすᙺ๭のゎ᫂ 
ඹྠ研究⪅࣭学生㸸㮖㇂ࡳ࡙࠸、ྜྷᒸ᫂Ⰻ(東京大学)、ᑠᯘᚭஓ（農ᴗ生≀㈨※研究ᡤ)、㧗ᮌಇ

(東㑥大学) 
研究のᴫせ㸸⎔ቃಖ඲ᆺỈ⏣࡟はከᵝࡀࣔࢡ࡞生ᜥしてࢿ࢖、ࡾ࠾のୖ㒊࡟はࣔࢢ࢞ࢼࢩ࢔属(㐀
⥙ᛶ)ࢿ࢖、ࡀのᰴ元࡟はࣔࢢࣜࣔࢥ科(ᚔᚉᛶ)࡟≉ࢀࡒࢀࡑࡀඃ༨して࠸る。ࣔࢢ࢞ࢼࢩ࢔属ࡀ

ᙇるỈ平෇⥙の⿕度はⴭしࡃ㧗࠸たࢿ࢖、ࡵᐖ⹸࠿࠿࡟⥙ࡀるගᬒࡀ㢖⦾࡟ほᐹࢀࡉたࡀ⥙、ࡀ

⬤ᙅ࡞たࡵᐖ⹸は┤ᚋ࡟ⴠୗしてしまࡇ࠺とࡀከࡗ࠿た。Ỉ⏣ෆ࡟౵ධしたᐖ⹸は、㏻ᖖࢿ࢖の

✑௜㏆ୖࢿ࢖ࡸ㒊࡟生ᜥするࣔࢢ࢞ࢼࢩ࢔、ࡀの⥙ࡀᐖ⹸ࢆⴠୗࡏࡉるࡇとࡾࡼ࡟、ᰴ元௜㏆࡟

生ᜥするࣔࢢࣜࣔࢥ㢮ࡀᐖ⹸ࢆᤕ㣗するྍ⬟ᛶࢀࡽ࠼⪄ࡀた。࠺ࡇした௬ㄝࢆ㔝እほᐹࡸᐖ⹸の

DNA  。ドした᳨ࡾࡼ࡟㢮の㣗ᛶศᯒ等ࣔࢡた࠸⏝ࢆ࣮࣮࣐࢝
 
㸰㸬農⪔ᆅᬒほࡅ࠾࡟るᑠつᶍᶞᯘと㔝生ື≀ࡼ࡟る農ᴗ⿕ᐖとの㛵ಀのゎ᫂ 
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ඹྠ研究⪅࣭学生㸸ᰗᕝஂ(ᖏᗈ␆⏘大学)、㉥ᆏ༟⨾(໭ᾏ㐨大学)、大⇃໏(ᖏᗈ␆⏘大学ಟኈ 1
年)、㔠ᒣ⣪⏤⨾(ᖏᗈ␆⏘大学学㒊 4 年) 
研究のᴫせ㸸໭ᾏ㐨༑຾では農⪔ᆅࡀᗈ⠊ᅖ࡟ᗈࡾࡀ、大つᶍ࡞᳃ᯘと᥋するᅡሙࡀ㝈ࢀࡽるࡇ

とࡽ࠿㔝生ື≀ࡼ࡟る⿕ᐖもᑡ࠸࡞とண᝿ࢀࡉる࢝ࢩࢰ࢚、ࡀ等の㔝生ື≀ࡼ࡟る農ᴗ⿕ᐖࡀᑡ

のཎᅉのࡑ。࠸࡞ࡃ࡞ 1 ࡗ࠸Ἑ␁ᯘ、ṧᏑᯘとࡸศᕸする㜵㢼ᯘ࡟≦┠⥙࡟として、農⪔ᆅᖏࡘ

たᑠつᶍ࡞ᶞᯘࡀ㔝生ື≀の⛣ື⤒㊰として฼⏝ࢀࡉ、㔝生ື≀ࡼ࡟る農ᴗ⿕ᐖࢆᣑ大ࡏࡉて࠸

るྍ⬟ᛶࢀࡽ࠼⪄ࡀた。ࡇࡑで本研究では、ࢿࢶ࢟ࡧࡼ࠾࢝ࢩの⿕ᐖ࡞้῝ࡀてࢆ⳯ࢇ対象࡟⿕

ᐖ㔞調ᰝ࠸⾜ࢆ、ᑠつᶍ࡞ᶞᯘのศᕸ࡟ὀ┠して農ᴗ⿕ᐖ㔞Ỵᐃ機構࡟࠿ࡽ᫂ࢆした。㔝እ調ᰝ

ཬࢱ࣮ࢹࡧの⤫ィゎᯒの⤖ᯝ、ࡼ࡟࢝ࢩるて⳯ࢇの⿕ᐖ㔞は、࿘ᅖ࡟Ἑ␁ᯘࡧࡼ࠾ṧᏑᯘ、㤿㕥

⸉ᅡሙࡀከࡃᒣ㛫㒊࡟㏆࠸ᅡሙ࡝࡯㧗ࡾ࡞ࡃ、୍᪉㜵㢼ᯘࡧࡼ࠾㐨㊰ࡀከࡃศᕸする࡝࡯ప࡞ࡃ

るࡇとࡀ♧၀ࢀࡉた。 
 
㸱㸬ࡼ࡟࣐ࢢࣄる農ᴗ⿕ᐖࡀ生ࡌる࣓࣒࢝ࢬࢽのゎ᫂ 
ඹྠ研究⪅࣭学生㸸 బ⸨႐和(㓗農学ᅬ大学)、῝⃝ᆂኴ(ᅜ❧⎔ቃ研究ᡤ)、୰ୗ␃⨾Ꮚ(᳃ᯘ⥲ྜ

研究ᡤ)、⚟⏣┿⏤⨾、⛙ᙬኟ(ᖏᗈ␆⏘大学学㒊 4 年生) 
研究のᴫせ㸸 ࣐ࢢࣄの農ᴗ⿕ᐖ࡞้῝ࡀ໭ᾏ㐨東㒊㜿ᐮⓑ⣇ᆅᇦࢆ対象ࡼ࡟࣐ࢢࣄ、࡟る農స

≀の฼⏝᳨ࢆ࣮ࣥࢱࣃウした。࣐ࢢࣄのศᕸ୰ᚰ㒊(ᒣ㛫㒊)ࡽ࠿࿘⦕㒊(農ᆅ௜㏆)ࡅ࠿࡟てᗈ⠊ᅖ

⤖ウした᳨ࢆ࣮ࣥࢱࣃ㣗ᛶの✵㛫࣐ࢢࣄて࠸⏝ࢆの఩⨨᝟報ࡑ、᥇㞟しࢆయẟࡧの⣅ཬ࣐ࢢࣄ࡟

ᯝ、⣅࡟農స≀ྵࡀまࢀる☜⋡は農⪔ᆅの┤㏆で᭱も㧗ࡾ࡞ࡃ農ᆅࡽ࠿ 2km ࢮࡰ࡯るとࢀ㞳࡝࡯

యẟの࣐ࢢࣄ、た。୍᪉ࡗ࡞࡟ࣟ C࣭N Ᏻᐃྠ఩యẚศᯒࡾࡼ࡟ᚓࢀࡽた࣐ࢢࣄಶయの 1 年ศの

㣗ᛶᒚṔ࠸⏝ࢆてࡼ࡟࣐ࢢࣄる C4 ࡽ࠿した⤖ᯝ、農ᆅ࡟࠿ࡽ᫂ࢆ⏝฼(ࢩࢥࣟࣔ࢘ࢺ)≀᳜ 4km
௨ୖ㞳ࢀたᒣ㛫㒊で᥇㞟ࢀࡉたయẟࡽ࠿もࢩࢥࣟࣔ࢘ࢺの฼⏝ࡀ☜ㄆࢀࡉた。௨ୖの⤖ᯝࡽ࠿、

と࡬はᒣ㛫㒊࡟௨እの時期ࢀࡑ、しື⾜࡟農⪔ᆅ౫Ꮡⓗࡳの࡟る時期ࡁ฼⏝でࡀ≀は農స࣐ࢢࣄ

大ࡃࡁ⛣ືするྍ⬟ᛶࡀ♧၀ࢀࡉた。 
 

㸺 Ᏻᮧ ┤ᶞ 㸼 

 

㸯㸬೺ᗣᒃఫのᐇ現ࡅྥ࡟たᮌ㐀ఫᏯ౪⤥のあࡾ᪉࡟㛵する研究 
研究のᴫせ㸸་⒪࣭ಖ೺࣭⚟♴㛵ಀ⪅ࡀఫᏯ࡟㛵㐃してᐇ᪋する஦ᴗࢆ、大ᕤ࣭ᕤົᗑ、ᘓ⠏ኈ

てఫᏯࡗࡼ࡟とࡇてᩚ⌮する࠸⏝ࢆ⫣᪤Ꮡᩥ、ࡽࡀ࡞ὀពし࡟↓の᭷ࡾࢃᘓ⠏㛵ಀ⪅との㛵࡝࡞

の೺ᗣ機⬟ᩚࢆ⌮した。⑓Ẽࡸ⹫ᙅ࡞࡟るࣜࢡࢫの㧗࠸ಶே࡟対してᐇ᪋する஦ᴗࡀከ࠿࡞࠸、

ᘓ⠏㛵ಀ⪅の་⒪࣭ಖ೺࣭⚟♴㛵ಀ⪅との㛵ࡾࢃはᕼⷧであࡗた。ᩘᑡ࠸࡞ఫᏯ⾨生のᑓ㛛ᐙで

ある⎔ቃ⾨生┘どဨの⿵᏶ⓗ࡞ᙺ๭ࢆᘓ⠏㛵ಀ⪅ࡀᢸࡗてಖ೺ᖌと㐃ᦠするࡇとで、೺ᗣᒃఫ࡟

ᮃまし࠸ᮌ㐀ఫᏯ౪⤥࡟ᐤ୚しᚓるࡇとࢀࡉ♧ࡀた。ಖ೺ᖌࡀ㐃ᦠする機㛵はබⓗ機㛵ࡸ་⒪⚟

♴機㛵ࡀከ࠸ので、ᘓ⠏㛵ಀ⪅は౛ࡤ࠼ NPO ἲேࡸᘓ⠏ኈ఍の࡟࠺ࡼある⛬度බⓗ࡞ᛶ᱁ࢆᖏࡧ

て࠸るのࡀᮃましࡇ࠸ともࡗ࠿ࢃた。 
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㸰㸬ࡅ࠾࡟ࢻ࣮ࣥࣛࢪ࣮ࣗࢽる୰ᑠつᶍ᳃ᯘ⤒Ⴀのᐇ態調ᰝ 
ඹྠ研究⪅࣭学生㸸❧ⰼᩄ（⟃Ἴ大学） 
研究のᴫせ㸸᳃ᯘ࣭ᯘᴗ෌生ࣥࣛࣉは 2020 年まで࡟ᮌᮦ⮬⤥⋡ 50㸣のᐇ現ࢆ┠ᣦして࠸る。ᐇ

現࡟はࡼ࡟ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࢖るᯘᴗ➇தຊのᙉ໬ࡀᚲせであるࡀ、㐀ᯘ࣭㛫ఆ࡝࡞ከᒱ࡟Ώるᯘᴗ

⿵ຓ㔠は生⏘ᛶྥୖ࡟ᐤ୚して࠸࡞࠸たࡵ、⿵ຓ㔠ไ度ࢆᨵࡵてぢ┤すᚲせᛶࡀᣦ᦬ࢀࡉて࠸る。

でࡇࡑ 1980 年௦࡟ᯘᴗ⿵ຓ㔠ࢆᗫṆして、㐀⫱ᯘ᪋ᴗのᚭᗏしたྜ⌮໬ࡀᅗࢀࡽて࠸るࢪ࣮ࣗࢽ

ࡵᢕᥱするたࢆ᪉࠼⪄対する࡟ᢏ⾡ᬑཬࡸὀ┠し、୰ᑠつᶍの᳃ᯘᡤ᭷⪅の⤒Ⴀព㆑ࢆࢻ࣮ࣥࣛ

のᐇ態調ᰝࡗ⾜ࢆた。 
 

㸺 ᴋ本 大 㸼 

 

㸯㸬࣐ࢶᮦ⥺⹸⑓᢬ᢠᛶࢶ࣐ࣟࢡの᢬ᢠᛶ機構࡟㛵する研究 
ඹྠ研究⪅࣭学生㸸ᒣ⏣฼༤（₇⩦ᯘ）࣭Ώ㎶ᩔྐ（஑大農学研究院）࣭平ᑿ▱ኈ（ᯘᮌ⫱✀ࢭ

 （࣮ࢱࣥ
研究のᴫせ㸸ᮦ⥺⹸⑓࡟対する᢬ᢠᛶ࣓࢝࡟࠿ࡽ᫂ࢆ࣒ࢬࢽするた࡟ࡵ、᢬ᢠᛶࢶ࣐ࣟࢡ‘ᅵబΎ

Ỉ 63 号’とឤཷᛶࢶ࣐ࣟࢡ‘㧗ⴗ 1 号’のゎ๗ほᐹ࠸⾜ࢆ、ᶞయෆでの⑓ᚩ㐍ᒎࡸ㜵ᚚᛂ⟅、⥺⹸の

ቑṪ࠸ࡘ࡟て調ᰝࢆして࠸る。ᬻᐃⓗ࡟ศࡗ࠿て࠸る㒊ศࡅࡔ㏙࡭ると、᥋✀Ⅼࡾࡼ 1cm ୗでは、

⑓ᚩ㐍ᒎࡧࡼ࠾⥺⹸ᩘ࡟㛵して、ឤཷᛶと᢬ᢠᛶで᫂░࡞ᕪはࡗ࠿࡞た。ࢀࡇまで調࡭てࡁた᢬

ᢠᛶࢶ࣐ࣟࢡ‘Ἴ᪉ 73 号’では᥋✀┤ᚋࡽ࠿⑓ᚩ㐍ᒎࡧࡼ࠾⥺⹸のቑṪࢆᢚไして࠸たࢀࡑ、ࡀと

ẚ࡭ると、ᅵబΎỈ 63 号では᫂࡟࠿ࡽ⑓ᚩࡀ㐍ࢇで࠸た。現在、᢬ᢠᛶ࡟㛵ࢃるูのせᅉ᳨ࢆウ

୰である。 
 
㸰㸬ࣛࢼ㢮ⴎ෼⑓の⑓ཎ⳦ Raffaelea quercivora の⑓ཎຊとࢼࣈ科ᶞᮌのឤཷᛶとの┦஫స⏝࡟

㛵する研究 
ඹྠ研究⪅࣭学生㸸㙊⏣┤ே（₇⩦ᯘ）、༖ᒇຬே（᳃ᯘ⥲ྜ研究ᡤ） 
研究のᴫせ㸸⑓ཎຊの␗࡞る Raffaelea quercivora（ࣛࢼ⳦）ᰴࢼࣈࢆ科ᶞᮌ 8 ✀の୸ኴ࡟᥋✀

し、ᮦኚⰍの㉳ࡸࡾࡇすࢆࡉホ౯した。ࣛࢼࢥはᙅ⑓ཎ⳦であࡗても対↷ࡾࡼも᭷ព࡟大࡞ࡁኚ

Ⰽࢆᙧ成した࢖ࢩࣂࢸ࣐࣭ࢩ࢝ࣛ࢔、ࡀ㺃࢖ࢪࢲࢫはᙉ⑓ཎ⳦࡟対してのࡳ᭷ពであࡗた。ࣈࢾ࢖

ࢬ࢖ࢧのኚⰍࣛࢼࢬ࣑。たࡗ࠿࡞はኚ໬しࢬ࢖ࢧてࡗࡼ࡟✀᥋⳦、ࡃࡉもᑠ᭱ࡀࢬ࢖ࢧはኚⰍࢼ

は୰⛬度であࡾ、⳦᥋✀のᙳ㡪は࠿ࡎࢃであࡗた。ࡡࡴ࠾࠾、ⴠⴥᛶࣛࢼࢥ属はᙅ⑓ཎ⳦でもᮦ

ኚⰍࡀ大ࡸࡾ࡞ࡃࡁすࡃ、ᖖ⥳ᛶࢼࣈ科ᶞ✀はᙉ⑓ཎ⳦࡟対してのࡳᮦኚⰍࡀ大ࡸࡾ࡞ࡃࡁす࠸

と࠺ࡑ࠼࠸である。 
 

㸺 ᒣ⏣ ᫴ 㸼 
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㸯㸬สࡾྲྀࡾṧ´ࢆ฼⏝した஧ḟⲡᆅࡧࡼ࠾஧ḟᯘࡅ࠾࡟る᳜生᚟元ᢏ⾡の㛤Ⓨ 
研究のᴫせ㸸㏆年㸪生≀ከᵝᛶのᅇ᚟ࢆᅗる⮬↛෌生࠸࠾࡟て㸪┠ᶆ᳜≀✀のᑟධࢆ㏻した᳜生

᚟元ࡗ࡞࡟ࢇ┒ࡀて࠸る。࠺ࡇした᚟元࡟は㸪ᑓࡽ㸪ᇙᅵ✀Ꮚࡴྵࢆ表ᅵࡀ᚟元ᮦᩱとして⏝࠸

生᚟元ᡭ᳜࡞対して᭷ຠ࡟⩌✀࠸ࡃ࡟ࢀࡉᇙᅵ✀Ꮚのᙧ成࡝࡞≀し㸪ⲡཎ生᳜࠿た。しࡁてࢀࡽ

ἲは㛤Ⓨࢀࡉてࡇࡑ。࠸࡞࠸で㸪ⲡཎ生᳜≀の୺せ࡞生⫱ᆅである஧ḟⲡᆅと㸪᳜生⟶⌮ࡀ⥅⥆

た᳜生᚟࠸⏝ࢆ᚟元ᮦᩱ࡞᪂た࠺࠸ṧ´とࡾྲྀࡾสࡴྵࢆ㸪⤖ᐇ✀Ꮚ࡟対象ࢆる஧ḟᯘ࠸てࢀࡉ

元ᢏ⾡の㛤Ⓨࡅࡴ࡟た研究ࢆᐇ᪋した。 
 
㸰㸬Ἑᕝሐ㜵ࡅ࠾࡟る生態⥳໬ᢏ⾡の㛤Ⓨ࡟㛵する研究 
ඹྠ研究⪅㸸᰿本ṇஅ（東京農大）࣭෠Ọ㐩（京大）࣭ᑠ➟ཎ຾（Ᏹ大）࣭᭹㒊ಖ（රᗜ┴❧大） 
研究のᴫせ㸸現在㸪Ἑᕝሐ㜵では㸪἞Ỉの┠ⓗでᆅୖ᳜生สࡼ࡟ࡾྲྀࡾるⲡᆅ⟶⌮ࡀᐇ᪋ࢀࡉて

る᳜ࡅ࠾࡟とも㸪Ἑᕝሐ㜵ࡇᣢ࣭๰ฟする⥔ࢆ⬟て㏆年では㸪生≀生ᜥᆅとしての機࠼る。ຍ࠸

生⟶⌮の㔜せ࡞ᙺ๭としてㄆ㆑ࡘࡘࢀࡉある。本ㄢ㢟では㸪Ἑᕝሐ㜵࠸࠾࡟て㸪ከᵝࡀ≀᳜࡞生

⫱する✵㛫ࢆ⥔ᣢ࣭๰ฟするたࡵの᳜生⟶⌮ᡭἲ᳜ࡧࡼ࠾≀✀の✚ᴟⓗᑟධ᪉ἲ࡟㛵する▱ぢࢆ

ᚓるࡇとࢆ┠ⓗとして࠸る。ᒣ⏣のᢸᙜは㸪༙⮬↛ⲡᆅࢆᣦᶆする᳜≀✀ᩘ✀ࢆ対象࡟㸪⿕㝜᮲

௳㸪ᅵተ㣴ศ᮲௳㸪สࡾྲྀࡾ᮲௳࡟㛵する᱂ᇵヨ㦂ࢆᐇ᪋し㸪ከᵝࢆ✀≀᳜࡞Ἑᕝᩜ࡟ᑟධする

㝿࡟฼⏝ྍ⬟࡞▱ぢࢆᚓるࡇとである。 
 
㸱㸬農ᮧࣛࣥࡅ࠾࡟ࣉ࣮ࢣࢫࢻる༙⮬↛ⲡᆅ෌生ࡅྥ࡟たᐇ㦂ᬒほ生態学ⓗ研究 
ඹྠ研究⪅㸸大㯮ಇဢ（東大）࣭大ஂಖᝅ（東大）࣭᰿本ṇஅ（東大） 
研究のᴫせ㸸本研究では㸪ไᚚࢀࡉた⎔ቃୗ（༙⮬↛ⲡᆅ෌生ᐇ㦂ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ）で大つᶍ㔝እᐇ

㦂ࢆᐇ᪋し㸪༙⮬↛ⲡᆅࢆ構成するⲡཎᛶ᳜≀の✀≉ᛶ༙ࡧࡼ࠾⮬↛ⲡᆅの生態⣔ࢆࢫࣅ࣮ࢧᐇ

㦂ⓗ࡟ゎ᫂した࠼࠺で㸪༙⮬↛ⲡᆅの᚟元ᢏ⾡ࡧࡼ࠾᚟元ィ⏬࡟㈨するಙ㢗ᛶ࣭ᐈほᛶ࣭ỗ⏝ᛶ

の㧗࠸学⾡ⓗᇶ┙᝟報ࢆ構⠏࣭Ⓨಙするࡇとࢆ┠ⓗとする。ᒣ⏣はⲡཎᛶ᳜≀の✀≉ᛶのᐇ㦂ⓗ

ゎ᫂㸪ࡧࡼ࠾大つᶍ㔝እヨ㦂ࢆᢸᙜする。 
 
㸲㸬生≀ከᵝᛶと⎔ቃ࡟㓄៖した᪂し࠸᱓ᅬ⟶⌮ᡭἲの㛤Ⓨ࡟㛵する研究 
ඹྠ研究⪅㸸ᔱ⏣㏱（東大）࣭୰⏣⨾⣖（ᒣ᲍大） 
研究のᴫせ㸸័⾜の᱓᱂ᇵでは㸪ࢀࡇまで⫧ᩱࢆከᢞධした᱂ᇵࢀࢃ⾜ࡀてࡁた。᱓⫱成の㝿࡟

ᢞධࢀࡉる༢఩ᙜたࡾの❅⣲⫧ᩱの㔞はⲔᅬと୪ࢇで㧗ࡇ࠸とࢀࡽ▱ࡀて࠸る。また㸪࢝ࡀ࣡ࢡ

ࢀࡉᐇ᪋ࡀⓗとしたᅵተ⪔㉳┠ࢆ㸪㝖ⲡࡎࡁ᪋⏝でࢆは᱓ᅬで㝖ⲡ๣࡟ࡵの㣵㈨※とするたࢥ࢖

てࡁた。᪋⫧ࡸᅵተ⪔㉳の๐ῶは㸪⎔ቃ㈇Ⲵࡀప࠸農ᆅ⟶⌮ࢆᐇ᪋する㝿の㔜せ᳨࡞ウ஦㡯であ

る。本研究では㸪⪔㉳の᭷↓㸪᪋⫧の᭷↓の᮲௳ୗで㸪ᅡሙ࡟Ⓨ生した᳜≀の調ᰝ㸪᱓ᅬᅵተの

໬学ᛶ࣭ᚤ生≀のศᯒ㸪᱓ⴥの཰㔞調ᰝ㸪࣡ࢡࡧࡼ࠾の⑓⹸ᐖの調ᰝ࠸⾜ࢆ㸪生態調和ᆺの生⏘

ࡇする࡟࠿ࡽ᫂ࢆⓗとする。ᒣ⏣のᢸᙜは㸪㞧ⲡ⩌ⴠのື態┠ࢆとࡇᚓるࢆࢱ࣮ࢹ♏たᇶࡅྥ࡬
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とである。 
 
㸳㸬᪥本の୰ᒣ㛫のỈ⏣ᆅᇦࡅ࠾࡟る᳜≀ከᵝᛶࢆもたࡽすせᅉのゎ᫂ 
ඹྠ研究⪅㸸ᑠᰗ▱௦（᪩✄⏣大）࣭⡿⃝೺୍（༑᪥⏫ᕷᆅᇦࡇ࠾し༠ຊ㝲）࣭ᕷᕝ⸅（ᅜ㐃大

学㧗等研究ᡤ）࣭໭ᕝῄᏊ（元東大）࣭大ஂಖᝅ（東大） 
研究のᴫせ㸸ᰣᮌ┴ⰾ㈡㒆㸪᪂₲┴༑᪥⏫ᕷ㸪東京㒔⏫⏣ᕷࢆ対象࡟㸪Ỉ⏣とࡑの࿘㎶ࡅ࠾࡟る

᳜≀⩌ⴠのከᵝᛶࣥࢱࣃと㸪ከᵝ᳜࡞≀✀ከᵝᛶࢆもたࡽすせᅉ࡟࠿ࡽ᫂ࢆする。 
 
㸴㸬᭷機↓農⸆Ỉ✄᱂ᇵ年ᩘの⤒㐣࡟కࡗてᅵተ࣭Ỉ✄࣭㞧ⲡ࣭ື≀は࠺࡝ኚ໬する࠿㸽 
ඹྠ研究⪅㸸ᑠᯘ和ᙪ（東大）࣭஧ᐑṇኈ（東大）࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ（東大）࣭⛬Ⅽᅜ（ᒣᙧ大）࣭㫽

ᒣ和ఙ（JIRCAS）࣭ụ⏣成ᚿ（農ᴗ࣭㣗ရ⏘ᴗᢏ⾡⥲ྜ研究機構）࣭ෆ㔝ᙲ（農ᴗ࣭㣗ရ⏘ᴗᢏ

⾡⥲ྜ研究機構）࣭ᐑୗ┤（東大） 
研究のᴫせ㸸㐣ཤのᵝ࡞ࠎ年ᩘの᭷機↓農⸆᱂ᇵࡀ、ᅵተ、Ỉ✄、㞧ⲡ、Ỉ✄ඹ生ᚤ生≀、ື≀

、ᅵተ、Ỉ✄、㞧ⲡ、ࡀ㸽ᇶ┙ᩚഛᚋの᭷機↓農⸆᱂ᇵのᐇ᪋࠿したのࡰཬࢆᙳ㡪࡞࠺ࡼの࡝࡟

Ỉ✄ඹ生ᚤ生≀、ື≀࡝࡟の࡞࠺ࡼᙳ㡪ࢆཬࡰすの࠿㸽ࢆゎ᫂するࡇとࢆ┠ⓗとして࠸る。ᒣ⏣

のᢸᙜは㸪᭷機↓農⸆Ỉ✄᱂ᇵ年ᩘの⤒㐣࡟కࡗて㞧ⲡは࠺࡝ኚ໬するࢆ࠿ゎ᫂するࡇとである。  
 

㸺 ➉本 ࿘平 㸼 
 
㸯㸬ᅵተ⑓ཎ⳦であるⓑ⣠⩚⑓⳦ Rosellinia necatrix  㛵する研究࡟㢮⦕⳦のศ㢮と生態ࡧࡼ࠾
ඹྠ研究⪅㸸 ୰ᮧோ（農研機構ᯝᶞ研究ᡤ）ࡽ 
研究のᴫせ㸸 ⓑ⣠⩚⑓⳦のᡤ属する࢝ࢣࢱࣈࢶࢱ属（Rosellinia）࠸࠾࡟ては、᳜≀࡟対する⑓

ཎᛶࢆもた࠸࡞⭉生⳦ࡽ࠿⑓ཎ⳦のࡀࣉ࣮ࣝࢢ㐍໬してࡁたと⪃ࢀࡽ࠼る。⑓ཎᛶの㐍໬の㐣⛬

とと࠺࡞ࡇ࠾ࢆ⌮記㍕とᩚ࡞㛵してศ㢮学ⓗ࡟⳦⦖㢮ࡧࡼ࠾⳦ⓑ⣠⩚⑓、ࡵゎ᫂するた࡟ヲ⣽ࢆ

も࡟、⑓ཎᛶࢆはࡵࡌとする✀ࠎの≉ᛶ࠸ࡘ࡟て調ᰝࢆ㐍ࡵて࠸る。 
 

㸺 㧗⏣ 大㍜ 㸼 

 

㸯㸬ᨺᑕ⥺࣒࢘ࢩࢭ（Cs）のᯝᶞ࣭Ⲕ࣭ᶞᮌ࡬の⛣⾜࡟㛵する研究 
ඹྠ研究⪅㸸ᏳỌ෇⌮Ꮚ࣭బࠎᮌ἞ே（生態調和農学機構）、⏣㔝஭៞ኴᮁ࣭ᑠᯘዉ㏻Ꮚ࣭୰西

཭Ꮚ࣭大ୗㄔ୍࣭୕ᾆ ぬ࣭┈Ᏺ┾ஓ（農学生命科学研究科）、బ⸨Ᏺ࣭㜿㒊和༤࣭௚（⚟ᓥ┴

農ᴗ⥲ྜ࣮ࢱࣥࢭᯝᶞ研究ᡤ等）、㔝୰㑥ᙪ（農研機構㔝Ⲕ研）、 ௚㛵東㏆┴࣭ᅜのヨ㦂ሙ 
研究のᴫせ㸸ᯝᶞ࣭Ⲕ࣭᳃ᯘᶞᮌのᨺᑕᛶ Cs のື態࠸ࡘ࡟てゎᯒする。≉࠸⏝ࢆࣔࣔ࡟てᶞయ㒊

఩ูのᨺᑕᛶ Cs ྵ㔞のᏘ⠇ⓗ࣭⤒年ⓗኚ໬のᢕᥱ、ᨺᑕᛶ Cs のࣔࣔᶞయ࡬の⛣⾜とᶞయෆでの

෌ศ㓄の᳨ドࢆ࡝࡞㏻して、ᯝᐇ࡬の⛣⾜࠿ࡽ᫂ࢆとし、⃰度ண の☜❧ࡊࡵࢆす。 
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㸰㸬㧗⃰度࢜ࣥࢰ᮲௳ୗでのᯝᶞの生⫱࡟㛵する研究 
ඹྠ研究⪅㸸బࠎᮌ἞ே（生態調和農学機構） 
研究のᴫせ㸸㧗⃰度࢜ࣥࢰ᮲௳ୗでのᯝᶞの生⫱ࢆᶞయの஝≀生⏘、ගྜ成άᛶࡸ㌿ὶ࣭ศ㓄ᛶ

の㠃᳨ࡽ࠿ウする。࢜ࣥࢰ᭚㟢ୗでのගྜ成ග᭤⥺の⟬ฟࡸ、ᐇ㝿のࢫ࣐࢜࢖ࣂのኚ໬㔞ࢆ ᐃ

し、㊰ᆅ᮲௳ୗでの஝≀生⏘のࣟ࠸ࡘ࡟࡝࡞ࢫて᳨ウする。 
 
㸱㸬ࣔࣔの生⌮㞀ᐖ࡟㛵する研究 
ඹྠ研究⪅㸸ஂಖ⏣ᑦᾈ࣭⚟⏣ᩥኵ（ᒸᒣ大学⮬↛科学研究科）、⸨஭㞝୍㑻࣭௚（ᒸᒣ┴農ᴗ

 （農ᴗヨ㦂ሙ࣮ࢱࣥࢭྜ⥲
研究のᴫせ㸸ᆅᇦࢻࣥࣛࣈのᒸᒣⓑ᱈ࢆ᥎㐍するୖで、እほࡽ࠿㑅ูで࠸࡞ࡁỈᾐ≧ᯝ⫗〓ኚᯝ

ࡸ⌮⟶で、๧ᐃࡇࡑ。る࡞࡟ၥ㢟ࡾࡀ࡞ࡘ࡟ࣥ࢘ࢲࢪ࣮࣓࢖たᯝ⫗㞀ᐖのⓎ生はࡗ࠸㉥⫗⑕とࡸ

╔ᯝ⟶⌮ࡗࡼ࡟てᯝ⫗㞀ᐖのⓎ生の෌現ࢆヨࡳるとともࡑ、࡟のᢚไでࡁるᢏ⾡の㛤Ⓨとᐇ⏝໬

 。ⓗとする┠ࢆ

 

㸺 ᐑἑ ెᜨ 㸼 

 

㸯㸬ᐃ᳜๓ࣜࣥ㓟ⱑ᪋⏝࡟㛵する研究 
ඹྠ研究⪅࣭学生㸸ᮧᒣᚭ（農研機構） 
研究のᴫせ㸸ᐃ᳜๓ࣜࣥ㓟ⱑ᪋⏝は、ᐃ᳜┤๓ࣝࢭ࡟ⱑのᇵᅵ㒊ศࣥࣜࢆ㓟⁐ᾮ࡟ᾐₕするࡇと

で、ࣜࣥ㓟᪋⏝ຠ⋡ࡆୖࢆるᢏ⾡である。㛤Ⓨẁ㝵でヨ⸆のࣜࣥ㓟࠸⏝ࢆ࣮࢓ࣇࢵࣂて࠸たたࡵ、

ᕷ㈍のࣜࣥ㓟ᾮ⫧等で௦᭰ྍ⬟࠿࠺࡝࠿、また␗࡞る⫱ⱑᇵᅵでຠᯝࡀㄆࢀࡽࡵる᳨ࢆ࠿࠺࡝࠿

ウした。ࡑの⤖ᯝ、ᕷ㈍のࣜࣥ㓟ᾮ⫧でも、また␗࡞る⫱ⱑᇵᅵでもຠᯝࡀㄆࢀࡽࡵた。また、

ᚑ᮶࣮࢟ࣕ࣋ࣥࢥࢺ࣮࢖ࢫࡸࢶでຠᯝ᳨ࡀウࢀࡉてࡁたᐃ᳜๓ࣜࣥ㓟ⱑ᪋⏝ࢠࢿ、ࢆでも᳨ウし

た⤖ᯝ、ᅵተ᮲௳ࡎࡽࡼ࡟㢧ⴭึ࡟期生⫱ࡀ㧗まࡾ、生⫱期㛫ࢀࡉ⦰▷ࡀるࡇと࡟࠿ࡽ᫂ࢆした。 
 
㸰㸬⥳⫧のΰ᳜ࡼ࡟るຠᯝ࡟㛵する研究 
ඹྠ研究⪅࣭学生㸸Ṋ⏣ᐜᯞ࣭ᮧୖᩄᩥ࣭ᮧᒣᚭ（農研機構） 
研究のᴫせ㸸⮬↛生態⣔では᳜≀の✀ከᵝᛶのቑຍ࡟したࡗࡀて᳜≀のࢫ࣐࢜࢖ࣂとࢫ࣐࢜࢖ࣂ

のᏳᐃᛶࡀቑຍする。ΰ᳜は㸪ࡇの✀ከᵝᛶのຠᯝࢆᚓるた࡟ࡵ㸪ྠࡌሙᡤᩘ࡟✀の᳜≀ྠࢆ時

C4）ࣉ࣮ࣝࢢ⬟る機࡞␗のࡘ᱂ᇵする᪉ἲである。本研究では㸱࡟ ᳜≀、཮Ꮚⴥ᳜≀、࣐࣓科᳜

の᳜ࡽࢀࡇ㸪࠸⾜ࢆ㸲ᅇのᅡሙヨ㦂࡟た。㸱年㛫ࡗ⾜ࢆ㸪ΰసヨ㦂ࡧ㑅ࢆ⫧⥳ࢀࡒࢀࡑࡽ࠿（≀

≀の㸰✀ࡧࡼ࠾㸱✀のΰస࠸࠾࡟て㸪ࢫ࣐࢜࢖ࣂ㸪㣴ศ྾཰㸪ࡽࢀࡑࡧࡼ࠾のᏳᐃᛶ࡬のຠᯝࡀ

ぢࢀࡽるࢆ࠿࠺࡝࠿調ᰝした。ᆅୖ㒊ࢫ࣐࢜࢖ࣂは㸪༢స࡟ẚ࡭て㸰✀ࡧࡼ࠾㸱✀のΰ᳜でቑຍ

した。し࠿し㸪㸰✀࡟ẚ࡭て㸱✀でࡾࡼ大࡞ࡁຠᯝࡀぢࢀࡽるࡇとはࡗ࠿࡞た。また㸪㣴ศ྾཰

とࡑのᏳᐃᛶ࡟㛵してはΰసࡼ࡟る᫂࡞࠿ࡽຠᯝはㄆࡗ࠿࡞ࢀࡽࡵた。 
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㸱㸬࢚ࣥࢡ㓟ࡼ࡟るⱑ⛣᳜時の஝⇱ࢫࣞࢺࢫ⦆和 
研究のᴫせ㸸㔝⳯の⛣᳜時࡟は᳜࠼യࡀࡳⓎ生し、≉࡟ᙉග࣭஝⇱᮲௳ではⴭしึࡃ期生⫱ࡀ೵

⁫する。ࡇࡑで、⛣᳜時のࢆࢫࣞࢺࢫ⦆和するたࡵᵝ࡞ࠎ㈨ᮦ᳨ࢆウした⤖ᯝ、࢚ࣥࢡ㓟で大ࡁ

㸪ࡽ࠿とࡇるࢀࡽࡵㄆࡳのᢚไは㸪ᙉග᮲௳でのࢪ࣮࣓ࢲるࡼ࡟㓟࢚ࣥࢡ。たࢀࡽࡵㄆࡀຠᯝ࡞

るࡼ࡟ᭀ㟢ࣥࢰで㸪࢜ࡇࡑある㸬ࡀるྍ⬟ᛶ࠸ᐤ୚して࡟の㍍ῶࢫࣞࢺࢫ㓟のຠᯝは㓟໬࢚ࣥࢡ

㓟໬࡟ࢫࣞࢺࢫ対する࢚ࣥࢡ㓟のຠᯝ᳨ࢆウした㸬ࡑの⤖ᯝ㸪࢚ࣥࢡ㓟ฎ⌮で࢜ࣥࢰ⿕ᐖの㍍ῶ

♧ࡀとࡇるࡅཷࢆᙳ㡪ࡃࡁ大࡟௳のຠᯝは生⫱時のග᮲ࡑあるものの㸪ࡀるഴྥࢀࡽࡵㄆࡸࡸࡀ

၀ࢀࡉた。 
 

㸺 బࠎᮌ 和ᾈ 㸼 
 
㸯㸬ࢿ࢖の㧗 ୙⛱ࢆᅇ㑊する᪩ᮅ㛤ⰼᛶ࡟㛵する研究 
ඹྠ研究⪅࣭学生㸸▼୸ດ୺௵研究ဨ（ᅜ㝿農ᯘỈ⏘ᴗ研究࣮ࢱࣥࢭ）、平ᯘ⚽௓୺௵研究ဨ

（స≀研究ᡤ） 
研究のᴫせ㸸㏆年のẼೃኚືࡾࡼ࡟、㧗 ࡼ࡟ࢫࣞࢺࢫる཰㔞のపୗࡀᠱᛕࢀࡉて࠸る。㛤ⰼ時

ࡇるࡏࡉపୗࢆቑຍし、⤖ᯝとして཰㔞ࡀる㢒ⰼ࡞࡟⛱ると୙ࢀࡉ᭚࡟ 㸱㸰㸫㸱㸴Υの㧗、࡟

とࡀ報࿌ࢀࡉて࠸る。࠺ࡇした㧗 の࡟ࢫࣞࢺࢫ対して、㛤ⰼ時้ࢆ調ᩚし、᪥୰の㧗 ࢆ㑊ࡅ

る⣔⤫のసฟࡀ᭷ຠ࡞⫱✀ᡓ␎である。本ㄢ㢟では、᪩ᮅのࡾࡼᾴし࠸時㛫ᖏ࡟㛤ⰼするࡇとで、

୙⛱ࢆᅇ㑊でࡁる⣔⤫（᪩ᮅ㛤ⰼ⣔⤫）࠸ࡘ࡟てゎᯒして࠸る。本年度は、᪩ᮅ㛤ⰼ⣔⤫の 度

཯ᛂᛶ࠸ࡘ࡟て、ᅜ㝿ࢿ࢖研究ᡤෆேᕤẼ象࣮ࣂࣥࣕࢳで調ᰝした。ࡑの⤖ᯝ、᱂ᇵ 度ࡀ㧗ࡃ

の᮲ࡽࢀࡇ、た。௒ᚋはࡗ࠿ศࡀとࡇ᪩まるࡀࢫ࣏ࣥࢫ㛤ⰼまでのࣞࡽ࠿ᑕ↷、࠸ࡀした࡟る࡞

 。ࡃ࠸てࡗ⾜ࢆ調⠇する㑇ఏᏊのྠᐃࢆ฼⏝し、㛤ⰼ時้ࢆ௳
 
㸰㸬ඹ生⣽⳦と┦஫స⏝するࢿ࢖の㑇ఏᏊ࡟㛵する研究 
ඹྠ研究⪅࣭学生㸸㇂᫂ኵຓᩍ（ᒸᒣ大学）、బ⸨㞞ᚿᐈဨ研究ဨ、༡⃝究ᩍᤵ（東໭大学） 
研究のᴫせ㸸᳜≀࡟生⫱ಁ㐍ຠᯝࢆもたࡽし、ቑ཰ࡀ࡞ࡘ࡟る࡞࠺ࡼඹ生⣽⳦ࡀ༢㞳ࢀࡉてࡁて

ᢚไࢆ⫱ては、生ࡗࡼ࡟ሙྜ、ࡾ࡞␗てࡗࡼ࡟᱂ᇵ⎔ቃࡸ✀のಁ㐍ຠᯝは、ရࡑ、し࠿る。し࠸

するຠᯝもぢࢀࡽる。ඹ生⣽⳦ࢆ農ᴗ現ሙ࡟ά⏝してࡃ࠸た࡟ࡵは、᳜≀との┦஫స⏝機構᫂ࢆ

とࡇᐃする≉ࢆの㑇ఏᏊࢿ࢖ไᚚするࢆある。本ㄢ㢟では、ඹ生⣽⳦⩌㞟構㐀ࡀするᚲせ࡟࠿ࡽ

。たࢀࡉᛂເし、᥇ᢥ࡟る。本年度は、ᒸᒣ大学㈨※᳜≀科学研究ᡤඹྠ研究ㄢ㢟࠸ⓗとして┠ࢆ

௒ᚋは、ྠ研究ᡤのඹྠタഛࢆ฼⏝して、ᐇ㦂ࢆ㐍ࡵてࡃ࠸。また、東໭大学とのඹྠ研究では、

Azospirillum sp. B510ࠕ の᥋✀ᛂ⟅࡟㛵する㑇ఏゎᯒࠖのㄽᩥ໬ࡅྥ࡟たྲྀࡾまと࠸⾜ࢆࡵ、⿵

㊊ᐇ㦂࡟ᚲせ࡞✀Ꮚࢆศㆡして࠸た࠸ࡔた。 
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㸱㸬࢝࢕ࢹࣥ࢖ရ✀の┤᧛㐺ᛶྥୖࢆ┠ᣦしたⓎⱆᙧ㉁࡟㛵する研究 
ඹྠ研究⪅࣭学生㸸ᒣཱྀ⌶ஓ୺௵研究ဨ、⻆㇂Ṋᚿ୺௵研究ဨ（ᐩᒣ┴農ᯘỈ⏘⥲ྜᢏ⾡ࢱࣥࢭ

࣮） 
研究のᴫせ㸸⡿生⏘の調ᩚᨻ⟇として⾜ࢀࢃて࠸たῶ཯ᨻ⟇ࡀᡴࡕษࢀࡽ、㣫ᩱࢿ࢖の生⏘㠃✚

࡟てる❧ࢆで生ィࢿ࢖㣫ᩱ࠸ࡃ࡟ࡾ࡞とࢻࣥࣛࣈ。る࠸てࡁてࡗࢃ௦࡟⟇ᨻ࡞࠺ࡼるࡏࡉቑຍࢆ

は、ᚭᗏした㞟⣙໬ࡸపࢺࢫࢥ໬ࢆ㐍ࡵるࡇとࡀᚲせである。┤᧛᱂ᇵは、⫱ⱑのປຊࡃ࡞ࢆし、

年㛫のࢆࢺࢫࢥ大ᖜ࡟㍍ῶでࡁるపࢺࢫࢥ໬ᢏ⾡である。現在の㣫ᩱࢿ࢖は、⇕ᖏᆅ᪉で୺࡟᱂

ᇵࢀࡉて࠸る࢝࢕ࢹࣥ࢖ရ✀のከ཰ᛶࢆ฼⏝して࠸るရ✀ࡀከࡑ。࠸のたࡵ、᪥本のẼೃࢃྜ࡟

࢝࢕ࢹࣥ࢖、る。本ㄢ㢟では࠸てࡗ࡞࡟現ሙではၥ㢟ࡀとࡇ࠸࡞ࡀの㐺ᛶ࡬ ప、ࡤ࠼౛、࠸࡞

ရ✀࡟᭷ຠ࡞、ప Ⓨⱆᛶ࡝࡞のⓎⱆ≉ᛶ࡟㛵ࢃる㑇ఏᏊᗙの≉ᐃࢆ┠ᣦして࠸る。本年度は、

ᐩᒣ┴農ᯘỈ⏘⥲ྜᢏ⾡ࡾࡼ࣮ࢱࣥࢭ、᭷ᮃ࡞㑇ఏ㈨※ࢆศㆡして࠸た࠸ࡔた。また、農ᴗ生≀

ඛ➃࣒ࣀࢤ研究ࡽ࠿ࢺࢵࢽࣘࢫ࣮ࢯ࣒ࣜࣀࢤ࣮ࢱࣥࢭ、ゎᯒᮦᩱࢆศㆡして࠸た࠸ࡔた。௒ᚋは、

᭷ᮃ㑇ఏ㈨※と࢝࢕ࢹࣥ࢖ရ✀の஺㓄ࢆ㐍ࡵ、㑇ఏゎᯒࢆ㐍ࡵてࡃ࠸。 
 

㸺 ᳃⏣ ⱱ⣖ 㸼 

 
㸯㸬㣗⣊と➇ྜしࢫ࣮ࣟࣝࢭ࠸࡞⣔࣮ࣝࣀࢱ࢚࢜࢖ࣂཎᩱస≀の᱂ᇵ研究 
ඹྠ研究⪅㸸㜿㒊῟、㛵㇂ಙே（東京大学） 
研究のᴫせ㸸㣗⣊生⏘と➇ྜし࣮ࣝࣀࢱ࢚࢜࢖ࣂ࠸࡞ཎᩱస≀の᱂ᇵࢆ࣒ࢸࢫࢩ☜❧するたࡵ、

㠀農ᆅでࢫ࣮ࣟࣝࢭ⣔ࢿ࢖科ከ年生స≀の᱂ᇵヨ㦂ࢆ㐍ࡵた。す࢔ࢩࢿࢻࣥ࢖、ࡕࢃ࡞の㖔ᒣ㊧

ᆅでࢫࣛࢢ࢔ࣆࢿと、༓ⴥ┴ᐩὠᕷのᕤሙ㊧ᆅで࢚ࣜࢆࢫࢧࣥ࢔᱂ᇵでࡁるࡇとࢆᐇドしたࡀ、

の࿘年౪ࢫ࣐࢜࢖ࣂた。また、ཎᩱࡗ࡞と࠿ࡽ᫂ࡀとࡇ࠸ࡁ大ࡀ㉳のຠᯝ⪓ࡾࡼ⫧の㐣⛬で᪋ࡑ

⤥のた࡟ࡵ⪃᱌した᮲ᢤࡁከᅇสࡾ᱂ᇵࢆ࣒ࢸࢫࢩ᥇⏝するࡇとで、年㛫⥲ࢫ࣐࢜࢖ࣂ཰㔞もቑ

ຍするࡇと࢔ࢩࢿࢻࣥ࢖ࢆでᐇドした。また、࢔ࢩࢿࢻࣥ࢖と᪥本でࢫࣛࢢ࢔ࣆࢿと࢚ࣜࢧࣥ࢔

 。ᐹした⪄ࢆᛶとの㛵ಀ⪏ࢫࣞࢺࢫቃ⎔ࡸ཰㔞ࢫ࣐࢜࢖ࣂ、ᐇ᪋しࢆの᰿⣔調ᰝࢫ
 
㸰㸬東᪥本大㟈⅏⿕⅏Ỉ⏣ࡅ࠾࡟るࢫ࣐࢜࢖ࣂస≀の᱂ᇵと࢚࣮ࢠࣝࢿ໬ 
ඹྠ研究⪅㸸㜿㒊῟、㩪ᓥṇᾈ、Ⱎ生᠇ྖ、ᯇ⏣ᾈᩗ（東京大学）、大和⏣ಇⱱ、⚄㛗಴ṇ‶

（⚟ᓥ┴ᾉỤ⏫） 
研究のᴫせ㸸東᪥本大㟈⅏で⿕⅏した⚟ᓥ┴ࡁࢃ࠸ᕷのỈ⏣で、ࢫ࣐࢜࢖ࣂస≀である࢚ࣜࣥ࢔

の⤖ᯝ、2ࡑ。した⥆⥅ࢆのヨ㦂᱂ᇵࢫࢧࣥ࢝ࢫ࣑ࢺࣥ࢔࢖ࣕࢪとࢫࢧ 年┠は、1 年┠ࡾࡼ㧗ࣂ࠸

ᚓた。また、⚟ᓥ➨୍ཎᏊຊⓎ㟁ᡤの஦ᨾでᨺᑕ⬟ởᰁしたྠ┴ᾉỤ⏫のỈ⏣でࢆ⏘生ࢫ࣐࢜࢖

も、ࡁࢃ࠸ᕷとྠࡌ 2 ✀のస≀のヨ㦂᱂ᇵࢆ㛤ጞした。たࡔし、᳜௜ࡅの㐜ࢀ、ኟᏘのᖸࡘࡤ、

2、ࡀたࡗ࠿࡞ࡃしも㧗ࡎ཰㔞はᚲࢫ࣐࢜࢖ࣂ、ࡵたたࡗあࡀ࡝࡞の⿕ᐖࢩࢩࣀ࢖ 年┠࡬の┠ฎ

໬と࣮ࢠࣝࢿの࢚ࢫ࣐࢜࢖ࣂたࢀࡽᚓて、ᚓࢆた。また、ඹྠ研究⪅の༠ຊࡁでࡀとࡇるࡅࡘࢆ

して、࣌ࣞࢺࢵ໬࣮ࣝࣀࢱ࢚࢜࢖ࣂࡸ໬も᳨ウした。 
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㸱㸬ࠕ᰿のࠖࣥ࢖ࢨࢹస≀の᰿⣔のᙧ態と機⬟のゎ᫂とไᚚ࡟㛵する研究 
ඹྠ研究⪅㸸㜿㒊῟、㛵㇂ಙே（東京大学）、ᒣෆ❶（ྡྂᒇ大学） 
研究のᴫせ㸸ձࡅ࠾࡟ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇる᰿⣔のᙧ態とᙧ成࡝ࢆの࡟࠺ࡼᤊ࠼る࠸ࡘ࡟࠿て、⮬ࡽの研

究⤒㦂࡟ᇶ࡙ࡁ、また᪤ 研究の成ᯝࢆཧ⪃࡟しࡽࡀ࡞෌᳨ウした。また、ࡑの成ᯝࢆ฼⏝して

స≀のࢫ࣐࢜࢖ࣂᐹした。ղ⪄ࢆ生⏘ᛶとの㛵ಀࢫ࣐࢜࢖ࣂ、࠸⾜ࢆస≀の᰿⣔調ᰝࢫ࣐࢜࢖ࣂ

⎔ቃࢫࣞࢺࢫ⪏ᛶ࠸ࡘ࡟て、᰿の⤌⧊構㐀の≉ᚩとの㛵ಀ࠸ࡘ࡟て⪃ᐹした。ճࢫ࣐࢜࢖ࣂస≀

ウして、JX᳨ࢆ㛵する研究成ᯝ࡟฼⏝した▼Ἔởᰁᅵተί໬ࢆ ᪥㖔᪥▼࢚࣮ࢠࣝࢿᰴᘧ఍♫ࡼ࠾

࢖ࢨࢹ᰿のࠕ、てࡌ㏻ࢆた。մ௨ୖの研究ࡗ⾜ࢆとඹྠで≉チ⏦ㄳ࣮ࢱࣥࢭ஑ᕞἈ⦖農ᴗ研究ࡧ

 。たࡵ῝ࢆて⪃ᐹ࠸ࡘ࡟ࠖࣥ
 
㸲㸬東京大学࣭ኳὠᕷඹྠ研究ࠕ㒔ᕷと農ᮧの⼥ྜ࡟ᇶ࡙ࡃᣢ⥆ⓗⓎᒎࠖ 
ඹྠ研究⪅㸸Ṋෆ和ᙪ、㧗㔝ဴኵ、⚟ኈㅬ௓、ᯇ⏣ᾈᩗ（東京大学）、ᴋ㇂ᙲே（㤶ᕝ大学）、

ᯇỤຬḟ（஑ᕞ大学）、ཎ♸஧（和ḷᒣ大学）、ᓲᬗ（ኳὠ農学院）、▼⚟⮧（༡㛤大学）࡝࡞ 
研究のᴫせ㸸୰ᅜでⰋ㣗࿡⡿ࢆᏳᐃ生⏘するた࡟ࡵ、ኳὠ᪥୰ඹྠỈ✄ရ㉁࣭㣗࿡研究࣮ࢱࣥࢭ

✀して᪤Ꮡရ❧☜ࢆ཰㞟࣭ᩚ⌮し、㣗࿡ᐁ⬟ヨ㦂ࢆ※ᆺỈ✄ရ✀の㑇ఏ㈨࢝ࢽ࣏ࣕࢪ、タ⨨しࢆ

の㣗࿡ホ౯࠺⾜ࢆととも࡟、ඃⰋရ✀ࢆ฼⏝して஺㓄⫱✀ࢆ㐍ࡵて࠸る。また、ရ✀≉ᛶࢆⓎ᥹

ඹ、࡟ࡽࡉ。る࠸ゎᯒしてࢆの⤖ᯝࡑ、࠸⾜ࢆ᱂ᇵヨ㦂࡟ࡵするた❧☜ࢆの᱂ᇵ᪉ἲࡵるたࡏࡉ

ྠ研究⪅の༠ຊࢆᚓてᅵᆅ฼⏝と農ᴗ⤒῭࡟㛵するゎᯒ࠸⾜ࢆ、農ᴗのࣥ࢖ࢨࢹࢻࣥࣛࢢも᳨ウ

して࠸る。ࡑの௚、ᅵተί໬、Ỉ㉁ί໬、生態⣔෌生࡟࡝࡞㛵するඹྠ研究ࢆ㐍ࡽࡀ࡞ࡵ、㒔ᕷ

と農ᮧの⼥ྜ࡟ᇶ࡙ࡃᣢ⥆ⓗⓎᒎのጼࢆᶍ⣴して࠸る。 
 

㸺 ᒣᓊ 㡰Ꮚ 㸼 

 

㸯㸬ࢬ࢖ࢲ᱂ᇵࡀᚋసとᅵተࡰࡼ࠾࡟すᙳ㡪 
ඹྠ研究⪅㸸 ᒸ⏣ㅬ௓（農学ᅜ㝿） 
研究ᴫせ㸸ࢬ࢖ࢲ᱂ᇵ࠸࠾࡟ては、᱂ᇵᚋのᅵተࡀ⫧Ỻ໬したとࢀࡉるሙྜと、཰ዣࢀࡉたとࡉ

ࢆと᰿⢏㠀╔生ኚ␗య࢖࢚ࣞࣥ、でࡇࡑ。୙᫂であるࡔはᮍ࣒ࢬࢽの࣓࢝ࡑ、ࡾあࡀるሙྜとࢀ

。て᳨ウした࠸ࡘ࡟↓生⫱࣭཰㔞とᚋసᅵተの⫧Ỻ໬の᭷、ࡽࡀ࡞とẚ㍑しࢩࢥࣟࣔ࢘ࢺ、て࠸⏝

また、ࢩࢥࣟࣔ࢘ࢺࡧࡼ࠾ࢬ࢖ࢲ᱂ᇵᚋのᚋస࣒࢜࢜ࢠの生⫱᳨ࢆウした。ࡑの⤖ᯝ、ࡀࢬ࢖ࢲ

ᅵተ୰の❅⣲ࢆከ㔞࡟฼⏝する࡟も㛵ࡎࡽࢃ、ከࡃのྍ⤥態❅⣲ࢆṧすࡇと࠿ࡽ᫂ࡀとࡑ、ࡾ࡞

るぢࡁ෌ヨでࡰ࡯ࡀとࡇる࠸௓してࢆのቑຍࢫ࣐࢜࢖ࣂ≀ᅵተᚤ生ࡸはᅵተのᅋ⢏構㐀のኚ໬ࢀ

㎸ࡳ。 
 
㸰㸬ఇ㛩⟶⌮ἲࡼ࡟るᅵተ生⏘ຊの⥔ᣢ࣭ྥୖ࡟㛵する研究 
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ඹྠ研究⪅㸸 ୰元᭸ᐇ࣭ᇼ元ᰤᯞ（京㒔ᕤⱁ⧄⥔大学）、ᐑἑెᜨ（農学ᅜ㝿） 
研究ᴫせ㸸▷期㛗期࡟స௜࠸࡞ࢀࡉࡅ⏿ᆅは㸪㐟ఇ໬ࡏࡉるࡇとࡃ࡞㸪ఇ㛩ᆅとして生⏘ຊࢆಖ

ᣢした≧態でస௜య⣔の୰࡟とࡇࡃ࠾ࡵ࡝とࡀᮃまし࠸㸬᪥本࡟はస≀᱂ᇵの現ሙ࠸࠾࡟ても研

究࠸࠾࡟ても⏿ᆅのఇ㛩࡟㛵する▱ぢࡀᑡ࠸࡞。᪥本࡟㐺したఇ㛩の⟶⌮᪉ἲࢆ☜❧するた࡟ࡵ㸪

ఇ㛩ࡼ࡟るᅵተ生⏘ຊのኚ໬とࡑの࣓࢝࠸ࡘ࡟࣒ࢬࢽてᇶ♏ⓗ࡞▱ぢ࠺ࢆるࡇとࢆ┠ⓗとする。

2011 年 6 月ࡾࡼస≀᱂ᇵࢆ⥅⥆する༊ࢆ対↷༊とし㸪ᨺ௵（↓⟶⌮）㸪⪔㉳（࣮࣮ࣟࣜࢱ⪔）࡟

⌮る㸬6 年㛫のヨ㦂期㛫୰（ఇ㛩ฎࡅタࢆ࡝࡞対ᛂするฎ⌮༊࡟る〄ᆅఇ㛩㸪สᡶ㝖ⲡࡼ 3 年㛫

とఇ㛩ᚋ 3 年㛫）࡟㸪స≀࣭㞧ⲡ生⏘㔞、ᅵተ生⏘ຊ（⫧Ỻ度）㸪᳜生（㞧ⲡ）㸪ࡧࡼ࠾ᅵተ生

態⣔（ᅵተᚤ生≀とᅵተື≀）のኚ໬ࢆ調ᰝする。 
 
㸱㸬పᢞධᆺ農ᴗࡅ࠾࡟るᣢ⥆ⓗ生⏘のたࡵのᅡሙ⟶⌮ 
ඹྠ研究⪅㸸 ஧ᐑṇኈ࣭ሷἑᫀ࣭ྜྷ⏣ಟ୍㑻࣭西⏣和ᘯ࠿࡯ 
研究ᴫせ㸸ࠕῶ໬学⫧ᩱ᱂ᇵࡅ࠾࡟るస≀生⏘とሁཕ⫧の᭷ຠά⏝のたࡵの研究ࠖ(3MBC 号ᅡ)
で⥅⥆ヨ㦂ࡗ⾜ࢆて࠸る。3MBC 号ᅡでは⫧Ỻ度の␗࡞るヨ㦂༊࠸࠾࡟て❅⣲㈨※のᚠ⎔ࢆᐃ㔞

ⓗ࡟ᢕᥱするたࡵのヨ㦂と、ྠ時࡞⒓ⷧ࡟ヨ㦂༊のస成ࡗ⾜ࢆて࠸る。 
 
㸲㸬東໭࢖ࢱኳỈ⏣ࡅ࠾࡟るᅵተ㣴ศື態のゎ᫂࡟ᇶ࡙ࢿ࢖ࡃの⪏஝ᛶホ౯ 
ඹྠ研究⪅࣭学生㸸 ຍ⸨ὒ୍㑻、京㒔大学、東໭大学、࢘࣎ࣥࢿ࢖研究ᡤ 
研究ᴫせ㸸ኳỈ⏣ࡅ࠾࡟るࢿ࢖᱂ᇵでは、஝⇱と‵₶ࡾ⧞ࢆ㏉すᅵተỈศ⎔ቃのኚືとඹ࡟、⫧

Ỻ度のప࠸ᅵተ୰の㣴ศື態もⴭしࡃኚືするࡇとࡀண᝿ࢀࡉる。ࡇࡑで、まࡎᅵተ⎔ቃの㢮ᆺ

໬ࡑ、࠸⾜ࢆのᚋ、ྛࡅ࠾࡟ࣉ࢖ࢱるప⫧Ỻ度࣭஝⇱ᅵተ࡬の⪏ᛶ࡟㛵する生⌮生態ⓗᙧ㉁ࢆゎ

ᯒするとඹ࡟、現ᆅで⫱成ࢀࡉて࠸る‽ྠ㉁㑇ఏᏊ⣔⤫࠸⏝ࢆてᙧ㉁ホ౯ࢀࡇ。࠺⾜ࢆまでのヨ

㦂ࡽ࠿、ᅵተ୰の❅⣲成ศࡀ大࡞ࡁᙳ㡪ࢆ୚࠼るࡅࡔでࡀࣥࣜ、ࡃ࡞㔜せ࡞ᙺ๭ࢆᯝたして࠸る

して᪋┠╔࡟る྾཰㔞との㛵ಀࡼ࡟ࢿ࢖ᅵተ୰のࣜࣥのᏑ在㔞とᙧ態と、ࡵたたࢀࡉ᥎ᐹࡀとࡇ

⫧ヨ㦂ࡗ⾜ࢆた。し࠿しࡽࡀ࡞、ࣜࣥのᅵተ୰での⛣⾜ᛶ᭱ࡀも大࡞ࡁၥ㢟であるࡇと࠿ࡽ᫂ࡀ

とࡗ࡞てࡁた。 
 
４．研究業績 
 
(1) 生態調和農学機構の研究業績 

ձ ཎⴭ論文 

1. Fukuda, S., Yasunaga, E., Nagle, M., Yuge, K., Sardsud, V., Spreer, W., Müller, J. 2014. 
Modelling the relationship between peel colour and the quality of fresh mango fruit using 
Random Forests, Journal of Food Engineering, 131: 7-17. 

2. Wei Guo, Uday K. Rage, Seishi Ninomiya (2013) Illumination invariant segmentation of 
vegetation for time series wheat images based on decision tree model.Computers and 
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Electronics in Agriculture, 96, 58-66.doi:10.1016/j.compag.  
3. 平⸨㞞அ, ୡ୍⚽㞝, ୕ᮌᝆ࿃, ᮌᾆ༟἞, ῝ὠ時ᗈ, ⏣୰៞, ᯇ本ᜨᏊ, ᫍ඾ᏹ, ᰿ ༤ஂ, ⃅㇂ᖾ

᠇, ఀ⸨῟ኈ, ஧ᐑṇኈ, Adinarayana J., Sudharsan D., ᩧ⸨ಖ඾, ᑠᯘ୍ᶞ, 㕥ᮌ๛ఙ（2013）
の㛤Ⓨ㸪農ᴗ᝟報研究࣒ࢸࢫࢩ࣭ࢻ࢘ࣛࢡࢧࣥࢭࡧཬࣂ࣮ࢧࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ࣭ࣥࣉ࣮࢜ 20:60-70. 

4. Kato, Y., Tajima, Y., Homma, K., Toriumi, A., Yamagishi, J., Shiraiwa, T., 
Mekwatanakarn, P., Jongdee, B. (2013) Root growth response of rainfed lowland rice to 
aerobic conditions in northeastern Thailand. Plant and Soil 368: 557-567. 

5. Matsunaga SN, Niwa S, Mochizuki T, Tani A, Kusumoto D, Utsumi T, Enoki T, Hiura T. 
2013. Seasonal variation in basal emission rates and composition of mono- and 
sesquiterpenes emitted from dominant conifers in Japan. Atmospheric Environment 69: 
124-130. 

6. ᐑἑెᜨ࣭ᮧᒣᚭ. 2013. ᐃ᳜๓ࣜࣥ㓟ⱑ᪋⏝ᢏ⾡ࡅ࠾࡟る⫱ⱑᅵとࣜࣥ㓟⁐ᾮのᙳ㡪. 本ᅵ

ተ⫧ᩱ学㞯ㄅ, 84, 171-174. 
7. Kae Miyazawa , Masae Takeda , Toshifumi Murakami and Tohru Murayama. 2014. Dual 

and triple intercropping: potential benefits for annual green manure production. Plant 
Production Science, 17, 194―201. 

8. ᮧᒣᚭ࣭ᐑἑెᜨ. 2013. ᐃ᳜๓ࣜࣥ㓟ⱑ᪋⏝ࡼ࡟るࢠࢿの生⫱ಁ㐍. ᪥本ᅵተ⫧ᩱ学㞯, 84, 
455-461. 

9. 西ᑿ⩼࣭㧗⏣まࡽࡺ*࣭Ᏹ㔝⿱அ࣭బ⸨႐和࣭ᰗᕝஂ. 2013. ໭ᾏ㐨༑຾ᆅᇦࡅ࠾࡟るࢶࢠ࢝࢔

ࡧࡼ࠾対するᙳ㡪せᅉのゎᯒ㸸㐨㊰࿘㎶のᬒほ構㐀࡟Ⓨ生ࣝ࢟ࢻの࣮ࣟ（Vulpes vulpes）ࢿ

 ὀ┠して. ့ங㢮科学, 53: 301-310. (*㈐௵ⴭ⪅)࡟㥑㝖࣭⊁⊟のᙳ㡪࢝ࢩࢰ࢚
10. Okami, M., Kato, Y. and  Yamagishi, J. (2013) Grain yield and leaf area growth of direct-

seeded rice on flooded and aerobic soils in Japan. Plant Production Science 16(3): 276-279. 
11. Sato Y., Kamiishi C., Tokaji T., Mori M., Koizumi S., Kobayashi K., Itoh T., Sonohara 

W., Takada M.B., Urata T. 2014. Selection of rub trees by brown bears (Ursus arctos) in 
Hokkaido, Japan. Acta Theriologica, 59: 129-137. 

12. ✚ᰤ࣭ᒸ⏣ಇ㍜࣭ᚿ⸨༤ඞ࣭⳥ụ㇏࣭୰㔝୹࣭⡿ᕝᬛྖ㸬2013㸬農సᴗᏳ඲࡟㛵するe-࣮ࣛࢽ

 の㛤Ⓨと学⩦⪅の▱㆑ࣞ࣋ࣝの᥎ᐃ㸬農సᴗ研究㸪48(3) 㸪121-129㸬࣒ࢸࢫࢩࢢࣥ
13. Sekiya, N., Shiotsu, F., Abe, J., Morita, S. 2013. Distribution and Quantity of Root Systems 

of Field-Grown Erianthus and Napier Grass. American Journal of Plant Sciences, 4: 16-22 
14. D. Sudharsan, J. Adinarayana, D. Raji Rddy, G. Sreeivas, S. Ninomiya, M. Hirafuji, T, 

Kiura, and K. Tanaka (2013). Evaluation of Weather-based Rice Yield Models in India. 
International Journal of Biometeorology (Springer), 57 (1), 107-123. 

15. 㧗⏣大㍜࣭బ⸨Ᏺ࣭㜿㒊和༤࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ࣭⏣㔝஭៞ኴᮁ㸬2013㸬ᨺᑕᛶ㝆ୗ≀࡟㉳ᅉしたᯝ

ᶞᶞయෆᨺᑕᛶ᰾✀のศᕸ（➨ 5 報）-͂࢘ࢻࣈᕧᓠ̓ࡅ࠾࡟る᥋ࡽ࠿✑ࡂ௚ჾᐁ137࡬Csの⛣
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 て-㸬RADIOISOTOPES, 62（7）㸪455-459㸬࠸ࡘ࡟⾜
16. 㧗⏣大㍜࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ࣭⏣㔝஭៞ኴᮁ㸬2013㸬ᨺᑕᛶ㝆ୗ≀࡟㉳ᅉしたᯝᶞᶞయෆᨺᑕᛶ᰾✀

のศᕸ（➨ 6 報）-ᅵተの137Cs⃰度の୙ᆒ୍ᛶ࢘ࢻࣈࡀཬࢡࢪࢳ࢖ࡧのᶞయ࡬の⛣⾜࡟ཬࡰす

ᙳ㡪-㸬RADIOISOTOPES, 62（8）㸪533-538㸬 
17. 㧗⏣大㍜࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ࣭⏣㔝஭៞ኴᮁ࣭୰西཭Ꮚ࣭బࠎᮌ἞ே࣭大ୗㄔ୍㸬2013㸬ᨺᑕᛶ㝆ୗ

➨）㉳ᅉしたᯝᶞᶞయෆᨺᑕᛶ᰾✀のศᕸ࡟≀ 7 報）-ࣔࣔഃᯞのᨺᑕᛶCs⃰度の஦ᨾᚋ 2 年

㛫の⤒時ኚ໬-㸬RADIOISOTOPES, 62（8）㸪539-544㸬 
18. Takemoto S, Masuya H, Tabata M. 2014. Endophytic fungal communities in the bark of ca

nker-diseased Toxicodendron vernicifluum. Fungal Ecology 7:1-8.  
19. Takemoto S, Nakamura H, Tabata M. 2014. The importance of wild plant species as inocul

um reservoirs of white root rot disease. Forest Pathology 44:75-81. 
20. A K. Tripathy, J. Adinarayana, D. Sudharsan, S. N. Merchant, U. B. Desai, K. 

Vijayalakshmi, D. Raji Reddy, G. Sreenivas, S. Ninomiya, M Hirafuji, T. Kiura, K. Tanaka 
(2013). Data Mining Techniques for Agriculture Pest/Disease Prediction. Journal of 
Computer Information Systems and Industrial Management Applications (MIR 
publications, USA), 5 (2013), 427-436. 

21. Yamada S. Kitagawa Y. Okubo S. 2013. A comparative study of the seed banks of 
abandoned paddy fields along a chronosequence in Japan. Agriculture, Ecosystems & 
Environment 176, 70-78. 

22. ᒣ⏣᫴࣭᰿本ṇஅ（2013）㸸ᙇࣂࢩࡾᆅ࡟᧛✀ࢀࡉたᩘ✀の༙⮬↛ⲡᆅ構成✀のึ期生⫱࡟㛵

するᐇ㦂ⓗ研究. ᪥本⥳໬ᕤ学఍ 39, 33-38. 

23. Yano T, Ohara M, Matsubara K, Tamanoi A, Araki T, Yasunaga E,  Kitano M. 2013. Effect 
of light condition on water and carbon balance in Satsuma Mandarin (Citrus unshiu 
Marc.) fruit. Environmental Control in Biology, 51: 49-56. 

24. Yasunaga, E., Takata, D., Oshita, S., Tanoi, K., Nakanishi, T., Ninomiya, S., Kobayashi, K., 
Radioactive Nuclides Behavior in Fruits Tree and Soil after the Fukushima Accident, 
Proceedings of AFHW2013, 2013. 

25. Yasunaga, E., Fukuda, S.,Yuge, K., Sardsud, V., Spreer, W., Wanwarang, P. 2013, 
Comparison of postharvest quality changes of export mango fruit from different harvest 
sites in Thailand, Acta Horticulturae, 1006: 423-428. 

26. Yasunaga, E., Fukuda, S.,Yuge, K., Sardsud, V., Spreer, W., Wanwarang, P. 2013, 
Comparison of changes in post-harvest quality  deterioration of mango fruits between 
Thailand-Fukuoka and Okinawa-Fukuoka transportations, Acta Horticulturae, 989: 221-
224. 

 
ղ ⴭ᭩・ヂ᭩ 

1. 平ἑṇ࣭㛗ᓠྖ࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ2013 ࠿࡯. స≀（ᩥ㒊科学┬᳨ᐃ῭ᩍ科書 㧗等学ᰯ農ᴗ科⏝）. 
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ᐇᩍฟ∧. 東京 
2. ᮌ㇂཰࣭㣤本ග㞝࣭ᒸ本Ⴙ⏨࣭▼ᕝᩥṊ࣭⡿ᕝᬛྖ࣭୰⃝ᩗኵ࣭᰿本㐍. 2013. 農ᴗ機Ე（ᩥ

㒊科学┬᳨ᐃ῭ᩍ科書 㧗等学ᰯ農ᴗ科⏝）. ᐇᩍฟ∧. 東京 
3. ᐑἑెᜨ 2014㸬᳜≀の㧗ศᏊ᭷機態❅⣲の฼⏝࡟㛵する᳨ウ. 農ᴗᢏ⾡大⣔ࠗᅵተ᪋⫧⦅࠘

㏣㘓➨ 25 号, 農ᩥᩍ㸬 
4. ᳃⏣ⱱ⣖࣭㜿㒊 ῟⦅ 2014. ᰿の研究の᭱๓⥺ 7. ᰿研究఍. 東京㸬 
5. ᳃⏣ⱱ⣖ 2013㸬࣮ࣝࣀࢱ࢚࢜࢖ࣂཎᩱస≀の᱂ᇵ研究㸬農ᒣ⁺ᮧᩥ໬༠఍⦅ ᭱᪂農ᴗᢏ⾡ 

స≀ vol.6 㣫ᩱ⏝⡿のከ཰ᢏ⾡. 農ᩥ༠. 東京. 
6. ஧ᐑṇኈ 2013㸬14 の研究ືྥࠖ㸪農ᴗ࣒ࢸࢫࢩる農ᴗ᝟報ᢏ⾡࣭▱㆑ఏ㐩ࡅ࠾࡟⏺ୡࠕ❶

㠉᪂とேᮦ⫱成࣒ࢸࢫࢩ㸪༡▼᫭᫂ࡽ⦅ⴭ㸪農ᯘ⤫ィฟ∧㸪東京㸸p295-320. 
7. Takata, D. 2013. Distribution of radiocaesium from the radioactive fallout in fruit trees. p. 

143-162. In: T. M. Nakanishi and K. Tanoi (eds.) Agricultural implications of the 
Fukushima nuclear accident. Springer, UK.（4 月 4 ᪥） 

8. ➉本࿘平. 2014. Rosellinia necatrix Prillieux. In: ᇼỤ༤㐨 (ed) ᳜≀⑓ཎ⳦㢮のぢศࡅ᪉➨㸯

⦅（ୖᕳ）᳜≀⑓ཎ⳦㢮のᡤ属とᙧ態ⓗ≉ᚩ. 大ㄔ♫. 東京. pp 29(Plt.1.71), 162-163. 
 
ճ ⥲説 
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5. ➉本࿘平. 2013. ┠࡟ぢ࠸࡞࠼ᚤ生≀のはたࢆࡁࡽ᳃ᯘの୰でឤ࠺ࡼࡌ㸬᪥本ᩍ⫱ ㏻ᕳ

(428):20-21. 
6. Ᏻᮧ┤ᶞ2013㸬᪂大㝣ᯘᴗ₇⩏(6)ఱࡾࢃࡔࡇ࡟ますࡑࢻ࣮ࣥࣛࢪ࣮ࣗࢽ ࠿の 2㸬ᒣᯘ

1546:54−55. 
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1. 㜿㒊῟࣭ᯘᬛோ࣭㛵㇂ಙே࣭᳃⏣ⱱ⣖. 2013. ࢜࢖ࣂ⇞ᩱཎᩱస≀ࢫࣛࢢ࢔ࣆࢿの‣Ỉฎ⌮࡬

の཯ᛂ 㸫࣏ࢺࢵヨ㦂ࡅ࠾࡟る生⫱とⱼ࣭᰿のᙧ態のኚ໬㸫. ➨ 38 ᅇ᰿研究㞟఍, 㮵ඣᓥ┴西அ

表ᕷ（✀Ꮚᓥ）. 2013 年 5 月 17㹼18 ᪥. 
2. Chen, H., Yamagishi, J. and Kishino, H. 2014. Baseline fertility connects crop yield and 

soil. ᪥స⣖ 83(ู 1) 
3. 㒌ጾ࣭஧ᐑṇኈ（2014）機Ე学⩦ࡼ࡟る㔝እ時⣔ิ⏬ീࡽ࠿Ỉ✄㛤ⰼ時้࡟ࡧࡽ࡞┦対ⓗ㛤

ⰼ㔞の⮬ື㏣㊧㸪⫱✀学研究16ู1:144, ᪥本⫱✀学఍125ᅇㅮ₇఍㸪௝ྎ㸪3月21᪥㸬 
4. 㒌ጾ࣭஧ᐑṇኈ（2014）ኚ໬するග⎔ቃୗでも㡹೺࡞స≀㒊ศᢳฟἲDSTMࡼ࡟る 時⣔ิ

⏬ീࡽ࠿のỈ✄᳜⿕⋡ኚ໬の⮬ື㏣㊧㸪⫱✀学研究16ู1:78, ᪥本⫱✀学఍125ᅇㅮ₇఍㸪௝

ྎ㸪3月21᪥㸬 
5. Wei Guo and Seishi Ninomiya (2013) A preliminary study on paddy rice segmentation 

from time series field images with complex background, 3rd International Symposium on 
Biological Shape Analysis, Tokyo, June 14. 

6. Wei Guo and Seishi Ninomiya (2013) Robust segmentation of crops under natural light 
condition, APAN36, Daejeon, August 15. 

7. Wei Guo and Seishi Ninomiya (2013) Vegetation segmentation method for time-series 
rice images taken under natural light conditions, SICE2013, Nagoya, Sept 15. 

8. Wei Guo and Seishi Ninomiya (2013). Evaluation of dynamic characteristics of crops by 
using time series images taken under natural light condition, Phenodays2013, 16th-18th, 
October,  at Vaals,  The Netherland, 2013. 

9. Wei Guo and Seishi Ninomiya (2014), Phenotyping of paddy rice based on time-series 
images in outdoor fields, IRRI CESD seminar, at IRRI, Los Banos, Philippines, 4th,March, 
2014. 

10. ⩚⏣㔝┿ᐶ࣭ᒣ⏣᫴࣭᰿本ṇஅ࣭大㯮ಇဢ（2014）㸸ᅵተpHࡀἙᕝሐ㜵ⲡᆅ࡟生⫱する在᮶

᳜≀のⓎⱆ࣭生⫱࡟ཬࡰすᙳ㡪. ᪥本生態学఍➨ 61 ᅇ大఍. 2014 年 3 月 16 ᪥. ᗈᓥᅜ㝿఍㆟

ሙ, ᗈᓥ. 



Ⅳ研究活動 

 

 

49 
 

11. ⩚஭బ෪ᙪ࣭ᴋ本大࣭ᒣ⏣฼༤. 2013. ࢟ࣀࢫࢡࡧࡼ࠾࢟ࣖࢣᯞの๧ᐃᚋの㜵ᚚ཯ᛂ࡟対する

ሬᕸ๣ฎ⌮のᙳ㡪―๧ᐃ㸯ࣨ月ᚋのほᐹ―. ᶞᮌ་学఍➨ 18 ᅇ大఍. 
12. ⛙ ᙬኟ࣭㧗⏣ま࣭ࡽࡺ୰ୗ␃⨾Ꮚ࣭῝⃝ᆂኴ࣭బ⸨႐和. 2013 年 3 月. Ᏻᐃྠ఩యẚศᯒࢆ⏝

➨のゎ᫂. ᪥本生態学఍࣮ࣥࢱࣃの✵㛫ࡑ฼⏝の᳨ドとࢩࢥࣟࣔ࢘ࢺの࣐ࢢࣄた࠸ 61 ᅇ඲ᅜ

大఍(ᗈᓥ) 
13. H. Hosono, E. Yasunaga. 2013. Do Japanese still worry about radiation contamination in 

foods? -Two years after the accident, an implication for the reconstraction of agricultural 
sector-, the International Symposium on Quality Management of Fruits and Vegetables for 
Human Health (FVHH2013). 5-8 August 2013, Bangkok, Thailand. 

14. ᕊ⏣ᣅஓ࣭大⃝ၨᚿ࣭大ஂಖᝅ࣭ᴋ本Ⰻᘏ࣭ᒣ⏣᫴࣭໭ᕝῄᏊ࣭஭本㑳Ꮚ（2013）㸸Ἀ✚ప

ᆅỈ⏣の࣑࢜ࣀࢥࢿࢬのศᕸࢆỴࡵて࠸るのは㸽. ᪥本生態学఍➨ 60 ᅇ大఍. 2013 年 3 月 7
᪥. 㟼ᒸ. 

15. ᐑἑెᜨ. 2013. ࢟ࣕ࣋ࢶⱑ࡬の๓ฎ⌮ࡼ࡟る࢜ࣥࢰ⿕ᐖの㍍ῶ. ᅬⱁ学研究ู 12, 414. 
16. ᮧᒣᚭ࣭ᐑἑెᜨ. 2013. ᐃ᳜๓ࣜࣥ㓟ⱑ᪋⏝ࡼ࡟る࢟ࣕ࣋ࢶのࣜࣥ㓟࣭࢝ࣜῶ⫧᱂ᇵ. ᪥本ᅵ

ተ⫧ᩱ学఍ㅮ₇せ᪨㞟 59, 132.  
17. ୰ᕝ༤ど,୰ᅬỤ,㒌ጾ,஧ᐑṇኈ,ྜྷ⏣࠼ࢁࡦ,大㔝ᏹஅ（2013）Ỵᐃᮌࢆ฼⏝したࢠ࣒ࢥ⩌ⴠࢹ

の᳜⿕⋡᥎ᐃ,స≀学఍ࡽ࠿ീ⏬ࣝࢱࢪ 2013, 9 月 9-12 ᪥,㮵ඣᓥ大学,2013. 
18. ᰿本ṇஅ࣭Ᏻ㒊┿生࣭ᒣ⏣᫴（2014）㸸ࣖ࢞ࢳᆺⲡᆅࡅ࠾࡟る࢘ࢯࢳࢲ࣡࢔࢝ࢱ࢖ࢭの౵ධ

て. ᪥本㞧ⲡ学఍, 2014࠸ࡘ࡟ 年 3 月 29 ᪥.ἲᨻ大学, 東京. 
19. ᰿本ṇஅ࣭ྜྷ⏣ᆒ࣭ᒣ⏣᫴࣭⏣ῡㄔஓ㒔（2013）㸸㒔ᕷ✵㛫࡟生⫱する࣑ࣞࢫ属᳜≀のග⎔

ቃ≉ᛶ. ᪥本㞧ⲡ学఍, 2013 年 4 月 13 ᪥. 京㒔大学, 京㒔. 
20. ஧ᐑṇኈ࣭㒌ጾ（2013）⮬↛ගୗ時⣔ิ᳜≀⏬ീの⮬ືᢳฟ㸪農ᴗ᝟報学఍2013年఍㸪東

京㸪5月15᪥㸬 
21. Seishi Ninomiya (2013) Service Innovations  for Smart Agriculture㸪SRII2013, Bangkok, 

Sept 16. 
22. S. Ninomiya, M. Mizoguchi, A. Tanaka, T. Hoa, Y. Mori, T. Takasaki, Y. Okano, K. 

Kameoka, S. Togami, H. Yamamoto, Takezaki, R. Ikeda, R. Ishida (2013) Youth Sensors 
for Sustainable Agriculture, Proc. EFITA/WCCA2004:CD:504-509, June 26, 2013, Torio, 
Italy. 

23. Seishi Ninomiya (2013) DSS Implementation updates, WMO CAgM Meetings, 8 Nove, 
2013, Jeju, Korea. 

24. ஧ᐑṇኈ（2013）㔝እでの㧗㏿ࡅྥ࡟ࢢࣥࣆ࢖ࢱࣀ࢙ࣇて㸪⏘ᴗィ ➨36ጤဨ఍➨412ᅇ研

究఍㸪11月27᪥ 
25. ஧ᐑṇኈ（2013）ᅡሙࡅ࠾࡟る㧗㏿࡬ࢢࣥࣆ࢖ࢱࣀ࢙ࣇの㐨㸪178ᅇ農ᯘ஺ὶ࣑ࢭ࣮ࢱࣥࢭ

 㸪12月13᪥࣮ࢼ
26. Seishi Ninomiya (2014) YMC Viet Agricultural Perspective, The 3rd Vietnam-Japan 
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Workshop on Youth Mediated Communication, 7, Jan, 2014, Hanoi, Vietnam 
27. Seishi Ninomiya (2014) Development of decision support system for optimal agricultural 

production under global environment changes, Proc. GRENE-ei 3rd International 
Workshop on Climatic Changes and Evaluation of their Effects in Asian Monsoon Region: 
64-65, March 17-19, 2014, Kuta, Indonesia. 

28. 西ᒸ୍ὒ࣭ỈỌ༤ᕭ（2013）ࢼࣈ㝧ᶞෙࡅ࠾࡟るẼᏍ㛤㛢ไᚚのᶞෙෆኚ␗࠸ࡘ࡟て、᪥本

᳃ᯘ学఍ 
29. 西ᒸ୍ὒ（2013）農ᴗ᝟報学఍年఍ࢢࣥࢩࣥࢭ≀᳜?࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩの㏆ᮍ᮶?、ㅮ₇ࠕᶞᾮὶࢭ

の฼⏝とྍ⬟ᛶࠖ、東京大学、5࣮ࢧࣥ 月 15-16 ᪥、2013. 
30. 西ᒸ୍ὒ（2013）ᶞᙧ࠼⪄ࡽ࠿るᶞᾮὶィ 㸪178ᅇ農ᯘ஺ὶ࣮ࢼ࣑ࢭ࣮ࢱࣥࢭ㸪12月13᪥ 
31. Kazuhiro Nishioka (2013) Non-destructive method to measure the volumetric water 

content in woody branches as an indicator of water stress. SICE 2013 Annual Conference, 
Nagoya, Japan, Sep 14-17, 2013. 

32. Kazuhiro Nishioka (2014) Evaluation method of cassava productivity using improved stem 
heat balance method, Proc. GRENE-ei 3rd International Workshop on Climatic Changes 
and Evaluation of their Effects in Asian Monsoon Region: 84, March 17-19, 2014, Kuta, 
Indonesia. 

33. ᑠᰗ▱௦࣭⡿⃝೺୍࣭ᕷᕝ⸅࣭ᒣ⏣᫴࣭໭ᕝῄᏊ（2014）㸸ᒣ㛫㒊の㔛ᒣ㞟ⴠࡅ࠾࡟る ㈨※

᳜≀のከᵝᛶと生態⣔ࢫࣅ࣮ࢧの⤒年ኚ໬. ᪥本生態学఍➨ 61 ᅇ大఍. 2014 年 3 月 16 ᪥. ᗈ
ᓥᅜ㝿఍㆟ሙ, ᗈᓥ. 

34. 大⇃ ໐࣭ྜྷᯇ大ᇶ࣭㧗⏣ま࣭ࡽࡺᰗᕝ ஂ. 2013 年 3 月. ໭ᾏ㐨༑຾ᆅ᪉の農ᴗᬒほࡅ࠾࡟る

大࣭୰ᆺ့ங㢮ࡼ࡟るἙ␁ᯘࡧࡼ࠾㜵㢼ᯘの฼⏝.᪥本生態学఍➨ 61 ᅇ඲ᅜ大఍(ᗈᓥ) 
35. బ⸨Ꮥྜྷ࣭ୖ月ᾴ平࣭▼஭ಖ成࣭Ᏻᮧ┤ᶞ࣭▼஭ဴ㸬2014㸬⡆᫆㍍㔞Ⅳ໬⅔の⿵᏶ⓗ฼⏝࡟

➨て㸬࠸ࡘ 125 ᅇ᪥本᳃ᯘ学఍大఍㸬 
36. 㛵㇂ಙே࣭㜿㒊῟࣭᳃⏣ⱱ⣖. 2013. ࢚࣮ࢠࣝࢿస≀ࢫࣛࢢ࢔ࣆࢿと࢚ࣜࢫࢧࣥ࢔の᰿㔞の᥎

ᐃ. ➨ 38 ᅇ᰿研究㞟఍, 㮵ඣᓥ┴西அ表ᕷ（✀Ꮚᓥ）. 2013 年 5 月 17㹼18 ᪥. 
37. 㛵㇂ಙே࣭㜿㒊῟࣭ሷὠᩥ㝯࣭᳃⏣ⱱ⣖. 2013. ࢔ࢩࢿࢻࣥ࢖の㖔ᒣ㊧ᆅࡅ࠾࡟る࢚࣮ࢠࣝࢿ

స≀（ࢫࣛࢢ࢔ࣆࢿと࢚ࣜࢫࢧࣥ࢔）の᱂ᇵ. ᪥本స≀学఍➨ 236 ᅇㅮ₇఍, ****, 2013 年 9
月 10㹼11 ᪥. 

38. 㛵㇂ಙே࣭㜿㒊῟࣭᳃⏣ⱱ⣖. 2013. ࢚࣮ࢠࣝࢿస≀ࢫࣛࢢ࢔ࣆࢿの᱂ᇵࡼ࡟るᅵተの⫧Ỻ度

ྥୖとᾐ㣗ᢚไ᰿研究学఍. ➨ 39 ᅇ᰿研究㞟఍, ᰣᮌ┴㑣㡲ሷཎᕷ（␆⏘ⲡᆅ研究ᡤ 㑣㡲研究

ᣐⅬ）. 2013 年 11 月 9㹼10 ᪥. 
39. 㧗⏣大㍜࣭బ⸨ Ᏺ࣭㜿㒊和༤࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ࣭⏣㔝஭៞ኴᮁ㸬࢘ࢻࣈ‘ᕧᓠ’ࡅ࠾࡟る᥋࠿✑ࡂ

て㸬ᅬⱁ学఍平成࠸ࡘ࡟⾜⛣の࣒࢘ࢩࢭのᨺᑕᛶ࡬௚ჾᐁࡽ 25 年度⛅Ꮨ大఍㸪ᒾᡭ大学㸬

2013 年 9 月㸬ᅬ学研㸬12（ู 2）㸸333 
40. ➉本࿘平࣭ᘅᒸ⿱ྣ࣭༖ᒇຬே࣭❑㔝㧗ᚨ࣭బᶫ᠇生࣭ሯ本ࢪࣇ .2013 .ࡳ࡞ࡇのⰼᡣⴎ෼⑕

≧の⑓ཎ⳦の᥈⣴. ᶞᮌ་学఍➨ 18 ᅇ大఍, ᪥本大学⸨ἑ࢟ࣕࣥ2013 .ࢫࣃ 年 11 月 24 ᪥. 
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41. Ჴ⏣大௓, ụ⏣成ᚿ, ᾏ㔝భ௓, ಙ⃰༟㑻, ༡⃝究, ୕ᾆ㔜඾, ஧ᐑṇኈ (2013)᭷機Ỉ✄㐃సᅡ

ሙࡅ࠾࡟るࢿ࢖᰿ᅪඹ生⣽⳦のከᵝᛶゎᯒ（࣏࣮ࢱࢫⓎ表）, ᪥本᭷機農ᴗ学఍➨14ᅇ大఍, 
௝ྎ, ᪥本, 12月 7-8, 2013. 

42. ᒣ⏣᫴࣭⩚⏣㔝┿ᐶ࣭Ᏻ㒊┿生࣭᰿本ṇஅ（2014）㸸᳜生᚟元࠸࠾࡟て᧛✀時期ࡀⲡཎ生᳜

≀のⓎⱆ࣭ᐃ╔≧ἣ࡟ཬࡰすᙳ㡪. ᪥本生態学఍➨ 61 ᅇ大఍. 2014 年 3 月 15 ᪥. ᗈᓥᅜ㝿఍

㆟ሙ, ᗈᓥ. 
43. ᒣ⏣᫴࣭᰿本ṇஅ（2013）㸸สࡾྲྀࡾṧ´は᳜生᚟元のᮦᩱとして᭷ຠ࠿. ᪥本生態学఍➨ 60

ᅇ大఍. 2013 年 3 月 7 ᪥. 㟼ᒸ. 
44. ᒣཱྀⱥ⨾࣭⸨஭ၨ࣭ᑠᯘᜏ平࣭௒஭㑥ಇ࣭㧗⏣ま࣭ࡽࡺ東῟ᶞ࣭㛛平╬௦. 2013 年 3 月. ໭ᾏ

㐨༑຾ࡅ࠾࡟る࣐ࢢ࢖ࣛ࢔のศᕸᣑ大ࡀᐙ␆⑓ཎయのఏ᧛࡟୚࠼るᙳ㡪の᳨ウ. ᪥本生態学఍

➨ 61 ᅇ඲ᅜ大఍(ᗈᓥ) 
45. K. Yamamoto, S. Ninomiya and T. Kameoka (2013) Image Analysis System for the 

Evaluation of External Appearances of Agricultural Products, The Third Internaltional 
Symposium on Biological Shape Analysis, Tokyo, June 14-17, 2013. 

46. Kyosuke Yamamoto and Seishi Ninomiya (2013) Detection and Counting of Intact 
Tomato Fruit on Tree using Image Analysis and Machine Learning Methods, Trends in 
Agricultural Engineering, Czeck Republic, September   3-6,  2013. 

47. Ᏻᮧ┤ᶞ㸬2013㸬ఫᏯの ⇕⎔ቃと೺ᗣ࡟㛵するඛ⾜研究࣮ࣞࣗࣅ㸬➨ 124 ᅇ᪥本᳃ᯘ学఍

大఍㸬 
48. E. Yasunaga, D. Takata, S. Oshita, K. Tanoi, Y. Nakanishi, S. Ninomiya, K. Kobayashi. 

2013. Radioactive nuclides behavior in fruits tree and soil after the Fukushima accident, 
the International Symposium on Quality Management of Fruits and Vegetables for 
Human Health (FVHH2013). 5-8 August 2013, Bangkok, Thailand. 

49. Yasunaga E., T. Uchino, S. Yoshida, F. Tanaka, K. Nakano. 2013. A model to predict the 
effects of gas concentrations, temperature and time of storage on quality deterioration of 
broccoli (Brassica oleracea L.) florets. XI Intnl. Controlled & Modified Atmosphere 
Research Conference, 3-7 June 2013, Trani, Italy. 

50. ᏳỌ෇⌮Ꮚ㸪ᐑ本ⱥ᥹㸪ୖ⏣ဴ大㸬2013㸬時㛫㡿ᇦ㏱㐣ἲでィ した஝⇱㐣⛬ࡅ࠾࡟る⢄の

ẚㄏ㟁⋡≉ᛶ㸪᪥本生≀⎔ቃᕤ学఍ 2013 年㧗ᯇ大఍㸪2013 年 9 月 2 ᪥㹼5 ᪥㸪㤶ᕝ大学ᖾ⏫

 㸬ࢫࣃࣥࣕ࢟
51. 㧗࣭ᇶ㞝⏣⁪࣭඾ඞ⏣℧࣭Ꮚᗈ஭㉥୍࣭♸⸩ᩪ࣭ᙪග⏣㢠࣭༤和㒊㜿࣭Ᏺ ⸩బ࣭Ꮚ⳯⨾⏣‮

Ꮚ࣭Ἑὠ㈼⃈࣭㧗⏣大㍜࣭⏣㔝஭៞ኴᮁ࣭大㔝๛࣭⳥Ọⱥᑑ࣭大ᵳ ໅࣭ᮧᯇᗣ⾜㸬ᶞࡂࡘ℩

のⴥࡧࡼ࠾ᯝᐇ୰の137Cs⃰度の⤒年᥎⛣のࣔࣝࢹ໬㸬ᅬⱁ学఍平成 26 年度᫓Ꮨ大఍㸪⟃Ἴ大

学㸬2014 年 3 月㸬ᅬ学研㸬13（ู 1） 
52. しま࡙あࠕ㸬Ꮚ⌮෇ỌᏳ࣭㍜大⏣㧗࣭Ᏺ ⸩బ୍࣭♸⸩ᩪ࣭༤和㒊㜿࣭ᙪග⏣㢠࣭Ꮚ⳯⨾⏣‮

のᙳ㡪㸬平成࡬るᯝᐇࡼ࡟の㍺㏦୰の᣺ືࠖࡃࡎ 25 年ⴠⴥᯝᶞ研究఍成⦼ᴫせ㞟 
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ն ᣍᚅ講演 

1. ᳃⏣ⱱ⣖ 2013. ࠕ東᪥本大㟈⅏の⿕⅏ᆅࡅ࠾࡟る農ᴗ෌生のࠖࣥ࢖ࢨࢹ東京大学➨ 86 ᅇ஬

月⚍බ㛤ㅮᗙ（2013 年 5 月 19 ᪥） 
2. ᳃⏣ⱱ⣖ 2013. ࣮ࣝࣀࢱ࢚࢜࢖ࣂࠕのཎᩱస≀ࠖ生態調和農学機構බ㛤ࠕ࣮ࢼ࣑ࢭⲡで㌴ࢆ

㉮ࡏࡽる㸫࣮ࣝࣀࢱ࢚࢜࢖ࣂのཎᩱస≀㸫ࠖ（2013 年 8 月 31 ᪥） 
3. ᳃⏣ⱱ⣖ 2013. ࠕTolerance to abiotic stresses of energy crops with reference to their 

rooting habit᳜ࠖ≀のࢫࣞࢺࢫ⪏ᛶ࡟㛵するᅜ㝿2013）࣮ࢼ࣑ࢭ 年 10 月 15 ᪥） 
4. ᳃⏣ⱱ⣖ 2013. ࢫ࣮ࣟࣝࢭࠕ⣔࣮ࣝࣀࢱ࢚࢜࢖ࣂཎᩱస≀の᱂ᇵ研究ࠖ᪥୰ඛ➃࢜࢖ࣂ⇞ᩱ

᳨ウ఍（2013 年 11 月 8 ᪥） 
5. ᳃⏣ⱱ⣖ 2013. ࠕ༑຾ࡅ࠾࡟るࢫ࣐࢜࢖ࣂ฼ά⏝ࠖࣥࣙࢪࣅ⎔ቃ࢔࢕ࢸࣥࣟࣇとࡕ࠿ ᆅᇦ

る໬஦ᴗ（2013࠼㈨※ぢࢫ࣐࢜࢖ࣂ 年 12 月 3 ᪥） 
6. ᳃⏣ⱱ⣖ 2014. ࠕ東京大学࣭ኳὠᕷඹྠ研究ࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㒔ᕷと農ᮧの⼥ྜ࡟ᇶ࡙ࡃᣢ⥆

ⓗⓎᒎࠖのᒎ㛤とᒎᮃࠖྠࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ᪥୰ඹྠ2014）࣮ࢼ࣑ࢭ 年 03 月 13 ᪥） 
7. Seishi Ninomiya (2013)  Service Innovations  for Smart Agriculture, The 1st SRII Asia 

Summit 2013, Sept 17, 2013, Bangkok, Thailand. 
8. ஧ᐑṇኈ（2014）ࠕ㐺ṇ農ᴗつ⠊GAPとᣢ⥆ⓗ農ᴗࠖ㸪生態調和農学機構බ㛤࣮ࢼ࣑ࢭ㸪2

月8᪥ 
9. ஧ᐑṇኈ（2013）᝟報科学ࡀᢸ࠺ᣢ⥆ⓗ࡞農ᴗ生⏘࣒ࢸࢫࢩ㸪᪥本農ᴗᕤ学఍๰❧30࿘年記

ᛕ࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ㸪10月11᪥㸬 
10. Seishi Ninomiya (2014) Agricultural knowledge transfer to illiterate farmers supported by 

children sensors: A case study in Vietnam, G-Space Workshop, 19 Feb, 2014, Komaba, 
Tokyo. 

11. 㧗⏣大㍜࣭బ⸨ Ᏺ࣭㜿㒊和༤㸬2013㸬ࠕᨺᑕᛶ࣒࢘ࢩࢭのᯝᶞᶞయෆࡅ࠾࡟るື態 㸫ᅵተ

る㸫ࠖ（東京大学ᘺ生ㅮᇽ㸬2013࠼⪄の⛣⾜も࡬ᶞయࡽ࠿ 年 12 月 14 ᪥㸬➨ඵᅇᨺᑕ⬟の農

␆Ỉ⏘≀等࡬のᙳ㡪࠸ࡘ࡟ての研究報࿌఍）東京大学農学生命科学研究科୺ദ（東᪥本大㟈⅏

 㸬（ࡳ⤌ಀる農学生命科学研究科のྲྀ࡟⯆㛵するᩆ᥼࣭᚟࡟
12. 㧗⏣大㍜㸬2014㸬ࠕᯝᶞࡅ࠾࡟る࣒࢘ࢩࢭởᰁの⤒㊰ࠖ（東京大学ᘺ生ㅮᇽ㸬2014 年 2 月 16

᪥㸬ᨺᑕᛶ≀㉁ởᰁと㣗のᏳ඲の௒は㸽）᪥本୰ኸ➇㤿఍୺ദ（平成 25 年度␆⏘≀のᏳ඲࡟

㛵するࣜࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࢡࢫ஦ᴗ）㸬 
13. Yasumura, Naoki 2014. Forestry in Japan. New Zealand Farm Forestry Association, New 

Zealand Institute of Forestry, ForestWood Centre, Wellington ,Feb11,2014 
14. Eriko Yasunaga. 2014. Preservation and food safety for fruits and vegetables, "Advances in 

Horticultural Science" supported Workshop in Asia Plant-sensing Technologies for 
Agricultural Applications, The Universtiy of Kitakyushu, 5-6 Feb 2014. 

15. ᏳỌ෇⌮Ꮚ㸬2013㸬ᨺᑕᛶ≀㉁の㟷ᯝ≀᱂ᇵ⎔ቃ࡬のᙳ㡪とᏳ඲ᛶ㸪➨ 11 ᅇ㣗の機⬟とᏳ඲

研究఍㸪㏆␥大学఍㤋㸪2013 年 9 月 13 ᪥㸬 
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16. ⡿ᕝᬛྖ㸬2013㸬ࡦࠕまࡾࢃの㨩ຊࠖ➨ 3 ᅇ ㉺ᚋࡦまࡾࢃ⚍ ≉ูㅮ₇఍（8 月 9 ᪥） 
17. ⡿ᕝᬛྖ㸬2013㸬ࠕᣢ⥆ྍ⬟ࠕ࡞農ࠖと࣮ࠖࢠࣝࢿ࢚ࠕのᐇ現࡬のࠖࢫࢭࣟࣉ西東京⳯のⰼ

ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ࣭ࢥ࢚ 10 ࿘年記ᛕ9）࣒࢘ࢪ࣏ࣥࢩ 月 29 ᪥） 
18. ⡿ᕝᬛྖ㸬2013㸬ࠕ஌⏝ࢱࢡࣛࢺసᴗのᏳ඲☜ಖࠖ農学生命科学研究科ᢏ⾡㒊ࠕ機Ე࣮ࣝࢢ

研ಟ఍ࠖ（11ࢱࢡࣛࢺ、ࣝ࣋ࣙࢩࢽ࣑࣭ࣉ 月 14 ᪥） 
 

շ ཷ㈹ 

1. ᳃⏣ⱱ⣖  2013. ➨ 10 ᅇ᪥本స≀学఍ㄽᩥ㈹ 
2. 西ᒸ୍ὒ࣭ゅ⏣ᝆ生࣭ỈỌ༤ᕫ（2013）ィ ⮬ືไᚚ学఍ィ 㒊㛛ㄽᩥ㈹（対象ㄽᩥⷧࠕ⭷

4࣮ࢱ࣮ࣄ ᯛ࠸⏝ࢆた࢟ࣕࣜ࡞࣮ࣜࣇࣥࣙࢩ࣮ࣞࣈᶞᾮὶࢪ࣮ࢤのᨵⰋࣥ࢖ࢨࢹ, ィ ⮬ືไ

ᚚ学఍ㄽᩥ㞟、Vol.48, No.12, 800/808、2012ࠖ） 
3. ᒣ⏣᫴（2013）᪥本㐀ᅬ学఍㈹ዡບ㈹（研究ㄽᩥ㒊㛛）㸸㛵東ᆅ᪉の㇂ὠ⏣とࡑの࿘㎶᳜生࡟

 .㛵する研究࡟ࣥࢱࣃศᕸࡧる᳜≀✀のከᵝᛶཬࡅ࠾

 

ո 研究ຓ成 

1. ᴋ本 大（研究ศᢸ⪅）ࠕ໭ᾏ㐨ᅛ᭷の᳃ᯘ㈨※෌生ࢆ┠ᣦした࢚ࢶ࣐ࢰの᪩ฟし೺඲ⱑ生⏘

 ᥎㐍するᐇ⏝ᢏ⾡㛤Ⓨ஦ᴗࢆ⟇農ᯘỈ⏘ᨻ࡞の☜❧ࠖ農ᯘỈ⏘┬࣭᪂た࣒ࢸࢫࢩ
2. ᴋ本 大（研究ศᢸ⪅）ࠕ㣴⳦ᛶ࢟ࡀࢩ࣒࢖ࢡ፹௓するᶞᮌⴎ෼⑓のᅜ㝿ⓗࢡࢫࣜ࡞ホ౯࡟ᚲ

せ࡞ᇶ♏ࢱ࣮ࢹの཰㞟ࠖᩥ㒊科学┬࣭科学研究㈝⿵ຓ㔠࣭ᇶ┙研究（A）（ᾏእ学⾡調ᰝ） 
3. ᴋ本 大（研究ศᢸ⪅）ࠕ生యศᏊの┦஫స⏝࡟ᇶ࡙࠸た࣐ࢶᮦ⥺⹸⑓Ⓨ⑓機構のゎ᫂ࠖᩥ㒊

科学┬࣭科学研究㈝⿵ຓ㔠࣭ᇶ┙研究（A）（୍⯡） 
4. ᴋ本 大（研究ศᢸ⪅）ࠕᶞᮌのỈศ生⌮≉ᛶとⴎ෼⑓のᯤṚ機構の⤫ྜⓗ⌮ゎࠖᩥ㒊科学

┬࣭科学研究㈝⿵ຓ㔠࣭ᇶ┙研究（A）（୍⯡） 
5. ᴋ本 大（研究ศᢸ⪅）ࠕᶞᮌෆ生⳦のఏ᧛࣭⦾Ṫ機構ࡧࡼ࠾ᶞయෆඹ生機構のゎ᫂ࠖᩥ㒊科

学┬࣭科学研究㈝⿵ຓ㔠࣭ᇶ┙研究（B）（୍⯡） 
6. ᳃⏣ⱱ⣖（研究ศᢸ⪅）௚ 2009 年 4 月 1 ᪥-2014 年 3 月 31 ᪥ࢫ࣮ࣟࣝࢭࠕ⣔࢚࣮ࣝࣀࢱ㠉

᪂ⓗ生⏘࣒ࢸࢫࢩ㛤Ⓨ஦ᴗ㸫୍࣮ࣝࣀࢱ࢚࢜࢖ࣂ㈏生⏘࡟࣒ࢸࢫࢩ㛵する研究㛤ⓎࠖNEDO஦

ᴗ （研究௦表⪅㸸㩪ᓥṇᾈ） 
7. ᳃⏣ⱱ⣖（研究ศᢸ⪅）࣭ຍ⸨ὒ୍㑻（研究ศᢸ⪅）௚ 2010 年 4 月 1 ᪥̺2014 年 3 月 31

᪥ࠕኳỈ⏣࣭ࢿ࢖㝣✄ࡅ࠾࠾࡟るᅵተࢫࣞࢺࢫせᅉと᰿⣔ᙧ㉁㛵㐃QTLの┦஫స⏝ホ౯ࠖᩥ㒊

科学┬ 科学研究㈝⿵ຓ㔠（ᇶ┙研究㹀࣭ᾏእ学⾡調ᰝ）（研究௦表⪅㸸ᒣෆ ❶） 
8. ᳃⏣ⱱ⣖（研究௦表⪅）௚ 2013 年 4 月 1 ᪥-2014 年 3 月 31 ᪥ࠕ東᪥本大㟈⅏ࡼ࡟る⿕⅏ᆅ

 ໬ࠖ東京大学࣭JX⤌⧊㐃ᦠFS研究࣮ࢠࣝࢿる㈨※స≀の᱂ᇵと࢚ࡅ࠾࡟
9. ᳃⏣ⱱ⣖（研究௦表⪅）௚ 2014 年 3 月 1 ᪥-2015 年 3 月 31 ᪥ࠕ⿕⅏Ỉ⏣ࡅ࠾࡟る࣐࢜࢖ࣂ

東᪥本大㟈⅏᚟⯆ᨭ᥼≉ᐃ研究ࠕ໬ࠖ᪂ᢏ⾡㛤Ⓨ㈈ᅋ࣮ࢠࣝࢿస≀の᱂ᇵと࢚ࢫ 2013ࠖ 
10. ஧ᐑṇኈ（研究௦表⪅）࣭⡿ᕝᬛྖ（研究ศᢸ⪅）ࠕᆅ⌫⎔ቃኚືୗࡅ࠾࡟る農ᴗ生⏘᭱㐺໬
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ᨭ᥼࣒ࢸࢫࢩの構⠏ࠖᩥ㒊科学┬࣭Ẽೃኚື㐺ᛂ研究᥎㐍࣒ࣛࢢࣟࣉጤク஦ᴗ（H22㹼H26） 
11. ஧ᐑṇኈ（研究ศᢸ⪅）࣮ࣥࢫࣥࣔ࢔ࢪ࢔ࠕᆅᇦࡅ࠾࡟るẼೃኚືとࡑの農ᴗ࡬のᙳ㡪ホ౯ࠖ

ᩥ㒊科学┬࣭大学Ⓨࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࢖࣮ࣥࣜࢢ๰ฟ஦ᴗࢭࢡ࢚࣭ࣈ࣭࢜ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ࣭࣮ࣥࣜࢢ

 ஦ᴗ⎔ቃ᝟報ศ㔝（H23㹼H27）研究௦表⪅㸸⁁ཱྀ຾ࢫࣥࣞ
12. ஧ᐑṇኈ（研究ศᢸ⪅）ࠕḟୡ௦農ᴗ⤒Ⴀ㠉᪂のたࡵのேᮦ⫱成࣒ࢸࢫࢩ構⠏࡟㛵する学㝿ⓗ

ᅜ㝿ඹྠ研究ࠖᩥ㒊┬科学研究㈝⿵ຓ㔠࣭ᇶ┙研究(A)（H23㹼H25）研究௦表⪅㸸༡▼᫭᫂ 
13. ஧ᐑṇኈ（研究ศᢸ⪅）ࠕከᩘの㑇ఏᏊࡀ㛵୚するᙧ㉁ࢆᨵⰋする᪂し࠸⫱✀ᢏ⾡の㛤Ⓨࠖ農

ᯘỈ⏘┬ጤク研究ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ（H25㹼H29）研究௦表⪅㸸▮㔝ᫀ⿱ 
14. 㧗⏣大㍜（ศᢸ⪅）ࠕ㧗⃰度ởᰁᆅᇦࡅ࠾࡟る農ᆅᅵተ㝖ᰁᢏ⾡య⣔の構⠏࣭ᐇド（ᯝᶞᅬ࣭

Ⲕᅬの㝖ᰁᢏ⾡）ࠖ平成 24 年度農Ỉ┬ጤクࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ研究ࠕ農ᆅ࣭᳃ᯘ等のᨺᑕᛶ≀㉁の

㝖ཤ࣭పῶᢏ⾡の㛤Ⓨࠖ㸬（研究௦表⪅㸸㔝୰㑥ᙪ）㸬H24-H26  
15. 㧗⏣まࡽࡺ（研究௦表⪅）ࠕ⎔ቃಖ඲ᆺỈ⏣ࡅ࠾࡟るࣔࢡの⥙の㠀ᰤ㣴ⓗຠᯝࢿ࢖ࡀᐖ⹸の⿕

ᐖ㜵㝖࡟ᯝたすᙺ๭ࠖ ᩥ㒊科学┬࣭科学研究㈝⿵ຓ㔠࣭ⱝᡭ研究（B）H23-H25 
16. 㧗⏣まࡽࡺ（研究ศᢸ⪅）௚࣐ࢢࣄࠕಶయ⩌のࢡࣥࢩ࣭ࣈ࢕ࢸࢡࣛࢺ࢔現象ゎ᫂とࣔࣥࣜࢱࢽ

のᛂ⏝ࠖ ᩥ㒊科学┬࣭科学研究㈝⿵ຓ㔠࣭ᇶ┙研究（B）研究௦表⪅㸸࡬⌮⟶ᐖ⿕ࡧࡼ࠾ࢢ

బ⸨႐和（㓗農学ᅬ大学）H23-H26 
17. 㧗⏣まࡽࡺ（研究ศᢸ⪅）௚ࠕἙᕝᬒほࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿの㐃⤖ᛶと時✵㛫ኚ໬ ࣒̿ࢸࢫࢩの⬤

ᙅᛶと㢪ඹ生のゎ᫂̿ࠖ ᅜᅵ஺㏻┬Ἑᕝᒁ࣭Ἑᕝ◁㜵ᢏ⾡研究㛤Ⓨබເ 研究௦表⪅㸸୰ᮧ

ኴኈ（໭ᾏ㐨大学）H23-H27 
18. ᒣ⏣᫴（研究௦表⪅）ࠕสࡾྲྀࡾṧ´ࢆ฼⏝した஧ḟⲡᆅࡧࡼ࠾஧ḟᯘࡅ࠾࡟る᳜生᚟元ᢏ⾡

の㛤Ⓨ（H23-H25）ࠖ ᩥ㒊科学┬࣭科学研究㈝⿵ຓ㔠࣭ⱝᡭ研究（B） 

19. ᒣ⏣᫴（ศᢸ）ࠕἙᕝሐ㜵ࡅ࠾࡟る生態⥳໬ᢏ⾡の㛤Ⓨ࡟㛵する研究（H21-H26）㸪研究௦表

⪅㸪東京大学㸪᰿本ṇஅࠖ（Ἑᕝ㈈ᅋ） 
20. ᒣᓊ㡰Ꮚ（研究௦表⪅）࣭ຍ⸨ὒ୍㑻（研究ศᢸ⪅）௚  ࠕ東໭࢖ࢱኳỈ⏣ࡅ࠾࡟るᅵተ㣴

ศື態のゎ᫂࡟ᇶ࡙ࢿ࢖ࡃの⪏஝ᛶホ౯ࠖ ᩥ㒊科学┬科学研究㈝⿵ຓ㔠（ᇶ┙研究(B)࣭ᾏ

እ学⾡調ᰝ） H22-H25 
21. ᒣᓊ㡰Ꮚ（研究௦表⪅）࣭ᒸ⏣ㅬ௓（研究ศᢸ⪅） ࠕ㍯స࡬のࢬ࢖ࢲᑟධࡼ࡟るᅵተの❅⣲

౪⤥⬟のኚືとࡑのᣢ⥆ᛶࠖ ᩥ㒊科学┬科学研究㈝⿵ຓ㔠 (ᇶ┙研究(C)୍⯡）H24-H26  
22. Ᏻᮧ┤ᶞ（研究௦表⪅）ࠕ⿵ຓ㔠࡟௦ࢃるᯘᴗᨭ᥼の在ࡾ᪉࡟㛵する研究ࠖᩥ㒊科学┬࣭科学

研究㈝ຓ成஦ᴗ（ᇶ┙研究（C））（H25㹼27） 
23. Ᏻᮧ┤ᶞࡽ（研究ศᢸ⪅）ࠕ⫱ᯘ⤒Ⴀのࢫࢿࢪࣅ໬ࢆ㜼ࡴㅖせᅉ࡟㛵する研究ࠖᅜᅵ⥳໬᥎㐍

機構平成 25 年度ࠕ⥳とỈの᳃ᯘࠖࢻࣥ࢓ࣇ（研究௦表⪅㸸㣰⏣἞அ） 
24. ᏳỌ෇⌮Ꮚ（研究௦表⪅）࣭஧ᐑṇኈ࣭㧗⏣大㍜（研究ศᢸ⪅）௚ ࠕ農⏘≀のᨺᑕᛶ≀

㉁の⛣⾜㐣⛬のゎ᫂と࡟ࢀࡑᇶ࡙ᩥࠖࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࢡࢫࣜࡃ㒊科学┬科学研究㈝⿵

ຓ㔠（ᇶ┙研究(B)୍⯡）H24-H26 
25. ᏳỌ෇⌮Ꮚ（研究௦表⪅）࣭㧗⏣大㍜（研究ศᢸ⪅）௚ ࠕὶ㏻⎔ቃのᙳ㡪ࢆ⪃៖したᯝᐇရ
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㉁ྥୖのたࡵの᪂ὶ㏻࣒ࢸࢫࢩのᥦ᱌ࠖᩥ㒊科学┬科学研究㈝⿵ຓ㔠（ᇶ┙研究(B)）H25-H27 
26. ᏳỌ෇⌮Ꮚ（研究௦表⪅）࣭㧗⏣大㍜（研究ศᢸ⪅）௚ ࠕᯝᐇ≀ᛶのὶ㏻⎔ቃ౫Ꮡᛶࢆ⪃៖

した⦆⾪ໟ⿦タィの᭱㐺໬ᣦ㔪のᥦ᱌ࠖᩥ㒊科学┬科学研究㈝⿵ຓ㔠（ᣮᡓⓗⴌⱆ研究）H25-
H26 

27. ᏳỌ෇⌮Ꮚ（㐃ᦠ研究⪅）௚ ࠕẼೃኚືୗの᳜≀生⏘ࡅ࠾࡟るኪ の生⌮生態ⓗホ౯と

㒊科学┬科学研究㈝⿵ຓ㔠（ᇶ┙研究(B)）H23-H25（研究௦表⪅㸸ᩥࠖ⌮⟶࣮ࢠࣝࢿ࢚┬

໭㔝㞞἞） 
 

չ セミナー㺃ࢩン࣏࡝࡞࣒࢘ࢪの௻⏬㺃開催 

1. ᳃⏣ⱱ⣖ ࣭ࢿ࢖ࢿ࢖ࠕ᪥本ࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ➨ 14 ᅇࢀࡤࢇࡀࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ、東᪥本の⡿స

฼⏝のᒎᮃ㸬（東京大学農学㒊 2014࣮ࢠࣝࢿの࢚ࢫ࣐࢜࢖ࣂ㸟ࠖյࡾ 年 2 月 21 ᪥） 
2. ᳃⏣ⱱ⣖ 東京大学࣭ኳὠᕷඹྠ研究ࠕࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ㒔ᕷと農ᮧの⼥ྜ࡟ᇶ࡙ࡃᣢ⥆ⓗⓎᒎࠖ

᪥୰ඹྠ࣮ࢼ࣑ࢭ（東京大学農学㒊 2014 年 3 月 17 ᪥） 
3. ᅵᒇಇᖾ࣭Ᏻᮧ┤ᶞࠕ ࡽᅜ⏘ᮦࣝࢫࣥࢧࢿ㸟㸫๰る࣭⧅࣭ࡄ調࠼る ᳃とᮌのࢫࢿࢪࣅ㸫ࠖ

（東京大学ᘺ生ㅮᇽ㸬2013 年 9 月 28 ᪥） 
4. Eriko Yasunaga, Kick-off seminor on comprehensive fruits quality modelf or evaluating 

the effect of production and distribution environment, Chiang Mai University, Thailand. 
20 May 2013. ࢱ࣮ࢿ࢕ࢹ࣮ࢥ 

 
պ その他 

≉チ 

1. ᳃⏣ⱱ⣖ ≉チࠕ῝᰿ᛶ࢚࣮ࢠࣝࢿస≀ࢆ฼⏝した▼Ἔởᰁᅵተのࣙࢩ࣮࢚࢕ࢹ࣓ࣞࢺ࢖࢓ࣇ

ࣥࠖ（⏦ㄳ୰） 
ฟᒎ 
2. ᳃⏣ⱱ⣖ ࣥࣃࣕࢪ࢜࢖ࣂ 2013  のฟᒎ࡬
3. ᳃⏣ⱱ⣖ ࢚ࢶࢡࢲࣟࣉࢥ 2013  のฟᒎ࡬

Webcite 
4. ⡿ᕝᬛྖ（研究成ᯝ）⊂❧⾜ᨻἲே農ᴗ࣭㣗ရ⏘ᴗᢏ⾡⥲ྜ研究機構 生≀⣔≉ᐃ⏘ᴗᢏ⾡研

究ᨭ᥼࣮ࢱࣥࢭ 農సᴗᏳ඲᝟報ࠕ࣮ࢱࣥࢭ農機Ᏻ඲㹣࣮ࣛࠖࢢࣥࢽ

http://brain.naro.affrc.go.jp/el/ 
5. ⡿ᕝᬛྖ（研究成ᯝ）附属生態調和農学機構ࠕ農ሙ༤≀㤋ࠖ 

http://www.isas.a.u-tokyo.ac.jp/museum/ 
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(2) 機構ࢆ利用ࡓࡋ農学生命科学研究科・他研究科等の研究業績 

ձ ཎⴭ論文 
1. Fujii, T., Abe, H., Kawamoto, M., Katsuma, S., Banno, Y. and Shimada, T. (2013) Albino 

(al) is a tetrahydrobiopterin (BH4)-deficient mutant of the silkworm Bombyx mori. Insect 
Biochem. Mol. Biol. 43: 594-600. 

2. Hashida Y, Aoki N, Kawanishi H, Okamura M, Ebitani T, Hirose T, Yamagishi T, Ohsugi 
R (2013) A near isogenic line of rice carrying chromosome segments containing OsSPS1 of 
Kasalath in the genetic background of Koshihikari produces an increased spikelet number 
per panicle. Field Crop. Res. 149: 56-62. 

3. Hirose T, Aoki N, Harada Y, Okamura M, Hashida Y, Ohsugi R, Miyao A, Hirochika H, 
Terao T (2013) Disruption of a rice gene for α-glucan water dikinase, OsGWD1, leads to 
hyperaccumulation of starch in leaves but exhibits limited effects on growth. Front. Plant 
Sci. 4: 147. doi: 10.3389/fpls.2013.00147. 

4. Okamura M, Hirose T, Hashida Y, Yamagishi T, Ohsugi R, Aoki N (2013) Starch reduction 
in rice stems due to a lack of OsAGPL1/OsAPL3 decreases grain yield under low irradiance 
during ripening and modifies plant architecture. Funct. Plant Biol. 40: 1137-1146. 

5. Toriba, T., and Hirano, H.-Y. (2013). The DROOPING LEAF and OsETTIN2 genes 
promote awn development in rice. Plant J. 77, 616-626.  

6. Wang, L., Kiuchi, T., Fujii, T., Daimon, T., Li, M., Banno, Y., Kikuta, S., Kikawada, T., 
Katsuma, S., and Shimada, T. (2013) Mutation of a novel ABC transporter gene is 
responsible for the failure to incorporate uric acid in the epidermis of ok mutants of the 
silkworm, Bombyx mori. Insect Biochem. Mol. Biol. 43: 562-571. 
 

ղ 学会Ⓨ⾲ 

1. Aoki N, Liang C, Okamura M, Miyao A, Hirochika H, Terao T, Yamagishi T, Ohsugi R, Li 
T, Hirose T (2013) Distinct phenotypes of rice ͂leaf starch excess̓ mutants that exhibit 
hyperaccumulation of starch in leaves. Abstract, 7th International Rice Genetics 
Symposium (RG7), November 5–8, Dusit Thani Hotel, Manila, Philippines, Japan, pp 211, 
#P-0068. 

2. ゅ㇂ ᱜᏊ, 㟷ᮌ ┤大, 大ᮡ ❧ (2013) 㣫ᩱ⏝Ỉ✄ရ✀ࠕたࡕすࠖ࠿ࡎの⛩ࡧࡼ࠾ⴥ㠧ࡅ࠾࡟る

⢾⵳✚機構のゎᯒ. ᪥本స≀学఍➨ 236 ᅇㅮ₇఍, 㮵ඣᓥ大学㒆元࢟ࣕࣥ2013 ,ࢫࣃ 年 9 月. ㅮ
₇␒号 91 ᪥本స≀学఍⣖஦ 82(ู 2): 182-183. 

3. ୰ᓥዉ月࣭ᮌෆ㝯ྐ࣭຾㛫 㐍࣭ᔱ⏣ ㏱㸸Hermansky-Pudlak syndrome (HPS) 㛵㐃㑇ఏᏊ࣍

➨る㸬᪥本⺋⣒学఍ࢀ現ࡀすると Ἔ⺋ᙧ㉁ࣥ࢘ࢲࢡࢵࣀでࢥ࢖࢝ࢆࢢࣟࣔ 84 ᅇ大఍、2013
年 3 月 11 ᪥、᪥本大学生≀㈨※科学㒊（ཱྀ㢌Ⓨ表）. 

4. ᒸᮧᫀᶞ, ᘅ℩❳㑻, 大ᮡ❧, 㟷ᮌ┤大 (2014) ⱼ㒊とⴥ㌟࠸࠾࡟てྜࣥࣉࣥࢹ成ࡀᢚไࢀࡉた࢖
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➨ゅ度と஝≀生⏘. ᪥本స≀学఍ࡘࡆ஧㔜ኚ␗యのศࢿ 237 ᅇㅮ₇఍, ༓ⴥ大学西༓ⴥ࢟ࣕࣥ

2014 ,ࢫࣃ 年 3 月. ㅮ₇␒号 P-73 ᪥本స≀学఍⣖஦ 83(ู 1): 412-413.ᶫ⏣ ᗤ୍, ᕝ西 ⚽▱, 
㟷ᮌ ┤大, 大ᮡ ❧ (2013) ࣙࢩ⢾ࣜࣥ㓟ྜ成㓝⣲（SPS）࡟㛵する‽ྠ㉁㑇ఏᏊ⣔⤫の཰㔞ゎ

ᯒ. ᪥本స≀学఍➨ 235 ᅇㅮ₇఍, ᫂἞大学農学㒊, 2013 年 3 月. ㅮ₇␒号 94 ᪥本స≀学఍⣖

஦ 82(ู 1): 188-189 
5. ᒣ㔝 ᓧ࣭ᮌෆ㝯ྐ࣭⋤ ⳹ර࣭大㛛㧗࣭᫂຾㛫 㐍࣭ᔱ⏣ ㏱㸸࢝ࢮ࣮ࢱ࣐ࣝࢥ࢖の⢾㢮ఝ࢝ࣝ࢔

➨対する᢬ᢠᛶ㸬᪥本⺋⣒学఍࡟ࢻ࢖ࣟ 84 ᅇ大఍、2013 年 3 月 11 ᪥、᪥本大学生≀㈨※科

学㒊（ཱྀ㢌Ⓨ表） 
6. 本᪥㸬ࢢࣥࢽ࣮ࣟࢡࣝࢼࣙࢩࢪ࣏の(q)Ꮚఏ㑇ࡾす࠿㸸㏱ ⏣ᔱ࣭㐍 㛫຾࣭ྐ㝯ෆᮌ࣭ᚿṇὸ‮

⺋⣒学఍➨ 84 ᅇ大఍、2013 年 3 月 11 ᪥、᪥本大学生≀㈨※科学㒊（ཱྀ㢌Ⓨ表）. 
7. ᙇ ᪿᇾ࣭ᮌෆ㝯ྐ࣭⋤ ෽⇩࣭ᕝ本᐀Ꮥ࣭㕥ᮌ ✨࣭Ⳣ㔝⣧ኵ࣭຾㛫 㐍࣭ᔱ⏣ ㏱㸸࢝ࢥ࢖✺↛

ኚ␗య t-ᩬἜ（otm）のཎᅉ㑇ఏᏊのྠᐃ㸬᪥本⺋⣒学఍➨ 84 ᅇ大఍、2013 年 3 月 11 ᪥、

᪥本大学生≀㈨※科学㒊（ཱྀ㢌Ⓨ表）. 
8. ⏣୰ⱝዉ㸪Ἑ㔝㔜⾜㸪平㔝༤அ ͆㸱ࡘの TOB1 ᵝ YABBY 㑇ఏᏊはࢿ࢖のⰼとⰼᗎのᙧ態

➨ไᚚする͇ ᪥本㑇ఏ学఍ࢆ 85 ᅇ大఍, ᶓ὾ (2013 年 9 月 19-21 ᪥)   
9. 㫽⩚大㝧㸪平㔝༤அ ͆ࢿ࢖のⰢᙧ成ࢆไᚚする㑇ఏᏊとࡑの㐍໬ⓗព⩏͇ ᪥本㑇ఏ学఍➨

85 ᅇ大఍, ᶓ὾ (2013 年 9 月 19-21 ᪥)    
10. బ⸨大㍜㸪大᳃Ⰻᘯ㸪Ọᓥはる࠿㸪平㔝༤அ ͆ෆእ✛のᙧ態ࡀ␗ᖖとࡗ࡞たࢿ࢖✺↛ኚ␗య

の表現ᆺゎᯒと㑇ఏᏊྠᐃ͇᪥本⫱✀学఍➨ 125 ᅇㅮ₇఍㸪௝ྎ （2014 年 3 月 21-22 ᪥）  
11. 㫽⩚大㝧㸪平㔝༤அ ͆ࢿ࢖のⓎ生ࢆไᚚする୺せ㑇ఏᏊはⰢᙧ成࡟もᚲ㡲である͇ ᪥本⫱✀

学఍➨ 125 ᅇㅮ₇఍㸪௝ྎ （2014 年 3 月 21-22 ᪥） 
 
５．技術職員の研究・技術支援業績 
 

(1) 研究業績 

ձ ཎⴭ論文 

1. ᡭᓥⱥᩄ࣭᭮ᡃ❳୍（2013）Ụᡞ東京㔝⳯ࢆᮦᩱ͆࡟㣗⫱͇࡟࣐࣮ࢸࢆしたᆅᇦ♫఍との㐃

ᦠのヨࡳ㸬大学農ሙ研究 ➨ 37 号（༳ๅ୰） 
2. 和Ἠ㈼ᝅ࣭ஂಖ⏣ᾈྐ࣭⮻஭┿⏤⨾（2013）大学農ሙࡅ࠾࡟る農⏝㐠ᦙ㌴Ᏻ඲ㅮ⩦のᐇ᪋と

ຠᯝ㸬大学農ሙ研究 ➨ 37 号（༳ๅ୰） 

 
ղ 学会等Ⓨ⾲ 
1. ᡭᓥⱥᩄ࣭᭮ᡃ❳୍（2013）Ụᡞ東京㔝⳯ࢆᮦᩱ͆࡟㣗⫱͇࡟࣐࣮ࢸࢆしたᆅᇦ♫఍との㐃

ᦠのヨࡳ㸬平成 25 年度 㛵東࣭⏥ಙ㉺ᆅᇦ大学農ሙ༠㆟఍ ➨ 78 ᅇ研究㞟఍ 平成 25 年 8
月 1 ᪥㹼2 ᪥ ᫂἞大学 
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2. 和Ἠ㈼ᝅ࣭ஂಖ⏣ᾈྐ࣭⮻஭┿⏤⨾（2013）大学農ሙࡅ࠾࡟る農⏝㐠ᦙ㌴Ᏻ඲ㅮ⩦のᐇ᪋と

ຠᯝ㸬平成 25 年度 㛵東࣭⏥ಙ㉺ᆅᇦ大学農ሙ༠㆟఍ ➨ 78 ᅇ研究㞟఍ 平成 25 年 8 月 1
᪥㹼2 ᪥ ᫂἞大学 

3. Ⱚ㔝ఙ⟇࣭Ỉ㔝┤ᶞ࣭ஂಖ⏣ᾈྐ࣭ᕷᕝ೺୍㑻࣭≟㣫ᾈ࣭㐲⸨㯞⾰Ꮚ࣭㧘ᶫ཭⥅࣭బࠎᮌ₩

ᕞ࣭㯮ᒾ┿ᘪ（2013）ᢏ⾡⫋ဨの⤌⧊໬㸫東京大学農学生命科学研究科の஦౛㸫㸬➨ 25 ᅇ生

≀学ᢏ⾡研究఍ 平成 26 年 2 月 20 ᪥㹼21 ᪥ ⮬↛科学研究機構 ᇶ♏生≀学研究ᡤ（࣏ࢫ

 （Ⓨ表࣮ࢱ
4. ஂಖ⏣ᾈྐ࣭和Ἠ㈼ᝅ࣭Ⱚ㔝ఙ⟇（2013）ᩍ⫱研究ᅡሙでの農⸆౑⏝ᡭ⥆̿ࡁ東大生態調和

農学機構での஦౛̿㸬➨ 25 ᅇ生≀学ᢏ⾡研究఍ 平成 26 年 2 月 20 ᪥㹼21 ᪥ ⮬↛科学研

究機構 ᇶ♏生≀学研究ᡤ（࣏࣮ࢱࢫⓎ表） 
5. ᡭᓥⱥᩄ࣭᭮ᡃ❳୍（2013）Ụᡞ東京㔝⳯ࢆά⏝した㣗⫱࣒ࣛࢢࣟࣉస成のヨࡳ㸬➨ 25 ᅇ生

≀学ᢏ⾡研究఍ 平成 26 年 2 月 20 ᪥㹼21 ᪥ ⮬↛科学研究機構 ᇶ♏生≀学研究ᡤ（࣏ࢫ

 （Ⓨ表࣮ࢱ
6. ▼ᕝ♸⪷࣭ᕤ⸨᪂ྖ࣭▼⥘ྐᏊ࣭ᴮ本ⓒ฼Ꮚ、༡ᐃ㞝（2013）ⰼࢫࣁ᪂ရ✀͂⥳ᆅ⨾ே̓の

సฟとရ✀Ⓩ㘓㸬➨ 25 ᅇ生≀学ᢏ⾡研究఍ 平成 26 年 2 月 20 ᪥㹼21 ᪥ ⮬↛科学研究機

構 ᇶ♏生≀学研究ᡤ（࣏࣮ࢱࢫⓎ表） 
7. ᡭᓥⱥᩄࠕ➨㸯ᅇỤᡞ東京㔝⳯ࣗࢪ࢙ࣝࢩࣥࢥ⫱成ㅮᗙධ㛛⦅ࠖ2013 年 6 月 8 ᪥ Ụᡞ東京

㔝⳯ࣗࢪ࢙ࣝࢩࣥࢥ⫱成༠㆟఍ ᪊㸸JA東京༡᪂ᐟࣝࣅ （ᣍᚅㅮ₇） 
8. ᰩ⏣┤࣭᫂┦ᕝ⨾⤮Ꮚ  ⏣↓₇⩦ᯘࡅ࠾࡟るබ㛤஦ᴗのᐇ⦼とㄢ㢟㸫ᆅᇦࡽ࠿のࢬ࣮ࢽの㧗

まࡾと㐃ᦠࡼ࡟る┬ຊ໬㸫㸬平成 25 年度ᢏ⾡⫋ဨ等ヨ㦂研究࣭研ಟ఍㆟ 平成 25 年 10 月 17
㹼19 ᪥ 農学生命科学研究科附属₇⩦ᯘ 

9. ┦ᕝ⨾⤮Ꮚ࣭ᰩ⏣┤᫂  ⏣↓₇⩦ᯘࡅ࠾࡟るᏊ࡝もᶞᮌ༤ኈㄆᐃάື㸬平成 25 年度ᢏ⾡⫋

ဨ等ヨ㦂研究࣭研ಟ఍㆟ 平成 25 年 10 月 17㹼19 ᪥ 農学生命科学研究科附属₇⩦ᯘ 
10. 和Ἠ㈼ᝅ  ࣎ࣛࣥࡀ࢔࢕ࢸᨭ࠼る農ሙ༤≀㤋の㐠Ⴀ㸬➨ 6 ᅇ農学生命科学研究科ᢏ⾡⫋ဨ研

ಟ఍ 平成 26 年 2 月 27 ᪥㹼28 ᪥ 農学生命科学研究科 
11. Ⱚ㔝ఙ⟇  ∾ሙでのᐇົ研ಟ報࿌（2013 年 1 月 21 ᪥㹼3 月 20 ᪥）㸬➨ 6 ᅇ農学生命科学

研究科ᢏ⾡⫋ဨ研ಟ఍ 平成 26 年 2 月 27 ᪥㹼28 ᪥ 農学生命科学研究科 
12. Ⱚ㔝ఙ⟇  ࢀࡇまでのᐇົ研ಟの⤖ᯝ㸫ឤ᝿とពぢࢆධࢀて㸫㸬➨ 6 ᅇ農学生命科学研究科

ᢏ⾡⫋ဨ研ಟ఍ 平成 26 年 2 月 27 ᪥㹼28 ᪥ 農学生命科学研究科 
13. ᡭᓥⱥᩄ࣭᭮ᡃ❳୍  Ụᡞ東京㔝⳯ࢆά⏝した㣗農ᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉస成のヨࡳ㸬➨ 6 ᅇ農学

生命科学研究科ᢏ⾡⫋ဨ研ಟ఍ 平成 26 年 2 月 27 ᪥㹼28 ᪥ 農学生命科学研究科 
14. ᕷᕝ೺୍㑻  ࠙報࿌ࠚ機Ეᢏ⾡ࢱࢡࣛࢺ࣭ࣝ࣋ࣙࢩࢽ࣑ ࣉ࣮ࣝࢢ研ಟ఍㸬➨ 6 ᅇ農学生命

科学研究科ᢏ⾡⫋ဨ研ಟ఍ 平成 26 年 2 月 27 ᪥㹼28 ᪥ 農学生命科学研究科 
 
ճ 研究ຓ成 

 し࡞
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 (2) ᢏ⾡㒊のᢏ⾡ᨭ᥼ࡼ࡟るᴗ⦼ 
ձ 生態調和農学機構のᩍ員による研究 

ཎⴭ論文 

1. Okami, M., Kato, Y. and  Yamagishi, J. (2013) Grain yield and leaf area growth of direct-
seeded rice on flooded and aerobic soils in Japan. Plant Production Science 16(3): 276-279. 
（ᕷᕝ࣭᭮ᡃ࣭▮ὠ⏣࡬ㅰ㎡記㍕） 

2. Sekiya, N., Shiotsu, F., Abe, J., Morita, S. 2013. Distribution and Quantity of Root Systems 
of Field-Grown Erianthus and Napier Grass. American Journal of Plant Sciences, 4: 16-22. 
（ᢏ⾡㒊඲య࡬ㅰ㎡記㍕） 

3. 㧗⏣大㍜࣭బ⸨ Ᏺ࣭㜿㒊和༤࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ࣭⏣㔝஭៞ኴᮁ㸬2013㸬ᨺᑕᛶ㝆ୗ≀࡟㉳ᅉした

ᯝᶞᶞయෆᨺᑕᛶ᰾✀のศᕸ（➨ 5 報）-͂࢘ࢻࣈᕧᓠ̓ࡅ࠾࡟る᥋ࡽ࠿✑ࡂ௚ჾᐁ137࡬Csの
 （ㅰ㎡記㍕࡬ᕷᕝ࣭和Ἠ）て-㸬RADIOISOTOPES, 62（7）㸪455-459㸬࠸ࡘ࡟⾜⛣

4. 㧗⏣大㍜࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ࣭⏣㔝஭៞ኴᮁ㸬2013㸬ᨺᑕᛶ㝆ୗ≀࡟㉳ᅉしたᯝᶞᶞయෆᨺᑕᛶ᰾✀

のศᕸ（➨ 6 報）-ᅵተの137Cs⃰度の୙ᆒ୍ᛶ࢘ࢻࣈࡀཬࢡࢪࢳ࢖ࡧのᶞయ࡬の⛣⾜࡟ཬࡰす

ᙳ㡪-㸬RADIOISOTOPES, 62（8）㸪533-538㸬（ᕷᕝ࣭和Ἠ࡬ㅰ㎡記㍕） 
5. 㧗⏣大㍜࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ࣭⏣㔝஭៞ኴᮁ࣭୰西཭Ꮚ࣭బࠎᮌ἞ே࣭大ୗㄔ୍㸬2013㸬ᨺᑕᛶ㝆ୗ

➨）㉳ᅉしたᯝᶞᶞయෆᨺᑕᛶ᰾✀のศᕸ࡟≀ 7 報）-ࣔࣔഃᯞのᨺᑕᛶCs⃰度の஦ᨾᚋ 2 年

㛫の⤒時ኚ໬-㸬RADIOISOTOPES, 62（8）㸪539-544㸬（ᕷᕝ࣭和Ἠ࣭⮻஭࡬ㅰ㎡記㍕） 
 

学会Ⓨ⾲ 

1. 㧗⏣大㍜࣭బ⸨ Ᏺ࣭㜿㒊和༤࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ࣭⏣㔝஭៞ኴᮁ㸬࢘ࢻࣈ‘ᕧᓠ’ࡅ࠾࡟る᥋࠿✑ࡂ

て㸬ᅬⱁ学఍平成࠸ࡘ࡟⾜⛣の࣒࢘ࢩࢭのᨺᑕᛶ࡬௚ჾᐁࡽ 25 年度⛅Ꮨ大఍㸪ᒾᡭ大学㸬

2013 年 9 月㸬ᅬ学研㸬12（ู 2）㸸333.  （ᕷᕝ࣭和Ἠ࡬ㅰ㎡記㍕） 
 
 

ղ 農学生命科学研究科・他研究科等による研究 

 （p54-56 (2)機構ࢆ฼⏝した農学生命科学研究科࣭௚研究科等ࡼ࡟る研究ᴗ⦼ とྠ

 （ࡌ
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Ⅴ 教育活動 
 
１．旧農場 

 
(1) 実習 

 
ᑓಟ 科┠ྡ ༢఩ ཷㅮ⪅  ᩘ 期㛫ࡧࡼ࠾᪥ᩘ 

ᛂ⏝生≀学 ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ農学ᇶ♏ᐇ⩦ 4 32 ㏻年㔠᭙᪥඲᪥ィ28᪥ 
農ᴗ࣭㈨※⤒῭学 農సᴗᐇ⩦ 1 32 ኟ学期ᮌ᭙᪥༗ᚋィ15᪥ 
生≀࣭⎔ቃᕤ学 生物・環境工学フィールドワーク 1 5 ኟ学期Ỉ᭙᪥༗ᚋィ14᪥ 
ᅜ㝿㛤Ⓨ農学 農ሙᐇ⩦ 1 20 ኟ学期Ỉ᭙᪥༗ᚋィ15᪥ 
ᛂ⏝生≀学 ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ農学ᛂ⏝ᐇ⩦ 1 33 10月21᪥㹼10月25᪥ 
⥳ᆅ⎔ቃ学 ⥳ᆅ⎔ቃᐇᆅᐇ⩦ 3 8 ㏻年㔠᭙᪥඲15᪥ 
生命໬学࣭ᕤ学 生命໬学࣭ᕤ学ᐇ⩦ （2） 71 9月24᪥ 

 
ᑓಟඹ㏻ᇶ♏ᐇ⩦（応用生物学 農業・資源経済学 生物・環境工学 国際開発農学） 

㡯┠ྡ ᢸᙜᩍဨ ᢸᙜᢏ⾡⫋ဨ 

Ỉ✄᱂ᇵ（ࢿ࢖） ஧ᐑṇኈ 
᭮ᡃ❳୍࣭ᡭᓥⱥᩄ࣭ᕷᕝ೺

୍㑻 

㯏㢮᱂ᇵ（࣒࣭࢜࢜ࢠ࣒ࢥ

 （ࢠ
ᐑἑెᜨ 矢津田啓介・ஂಖ⏣ᾈྐ 

㟢ᆅ㔝⳯᱂ᇵ（ࣞࢫࢱ） ᐑἑెᜨ 矢津田啓介・ஂಖ⏣ᾈྐ 

果樹栽培（モモ・ウメ・ブドウ） 㧗⏣大㍜ 
和Ἠ㈼ᝅ࣭ᕷᕝ೺୍㑻࣭▮ὠ⏣

ၨ௓ 

 㒔ᕷᆺ農ᴗᐇ⩦ ⡿ᕝᬛྖ࢔ࣗࢳࢽ࣑
⚄ᕝ⩧㈗・⮻஭┿⏤⨾࣭白井深

雪 

㒔ᕷᆺ農ᴗᐇ⩦ 農ᐙぢ学 栽培研，農業・資源経済学専攻  

 
 

ᛂ⏝生≀学ᑓಟᇶ♏࣭ᛂ⏝ᐇ⩦ 

㡯┠ྡ ᢸᙜᩍဨ ᢸᙜᢏ⾡⫋ဨ 

ᅡሙヨ㦂ᐇ⩦（ࢿ࢖） స≀研࣭᱂ᇵ研࣭生≀ ᐃ研 ᭮ᡃ❳୍࣭ᡭᓥⱥᩄ 

㯏㢮᱂ᇵ（࣒࣭࢜࢜ࢠ࣒ࢥ

 （ࢠ
ᐑἑెᜨ ▮ὠ⏣ၨ௓࣭ஂಖ⏣ᾈྐ 

㞧✐㢮᱂ᇵ（ࣂࢯ） ᐑἑెᜨ ▮ὠ⏣ၨ௓࣭ஂಖ⏣ᾈྐ 

 ᅬⱁ研 ▮ὠ⏣ၨ௓࣭ஂಖ⏣ᾈྐ （ࣔ࢖࣐ࢶࢧ）㢮᱂ᇵࣔ࢖

 స≀研 ▮ὠ⏣ၨ௓࣭ஂಖ⏣ᾈྐ （ࣔ࢖࢞ࣕࢪ）㢮᱂ᇵࣔ࢖

カバークロップ栽培（クロタラリ ᱂ᇵ研 ▮ὠ⏣ၨ௓࣭ஂಖ⏣ᾈྐ 
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ア） 

ᯝᶞ᱂ᇵ（࢝࢟等） 㧗⏣大㍜ 
和Ἠ㈼ᝅ࣭ᕷᕝ೺୍㑻࣭▮ὠ⏣

ၨ௓ 

ⰼ༘᱂ᇵ（࢜ࣥ࢘ࣗࢪࢩ

࣒） 
ᅬⱁ研 ⓑ஭῝㞷࣭⮻஭┿⏤⨾ 

⥳ᆅ᳜≀᱂ᇵ（࢖ࢧࢪ࢔） ᒣ⏣᫴ 
▼ᕝ♸⪷࣭ᕤ⸨᪂ྖ࣭ⓑ஭῝

㞷 

 㒔ᕷᆺ農ᴗᐇ⩦ ⡿ᕝᬛྖ࢔ࣗࢳࢽ࣑
⚄ᕝ⩧㈗࣭⮻஭┿⏤⨾࣭ⓑ஭

῝㞷 

㔛ᆅ㔛ᒣᐇ⩦ 
ᒣ⏣᫴࣭ᛂ⏝᪻⹸研࣭᪻⹸㑇ఏ研࣭᱂ᇵ

研 

▼ᕝ♸⪷࣭ⓑ஭῝㞷࣭ᕤ⸨᪂

ྖ 

農⸆の⟶⌮とྲྀᢅ 㧗⏣大㍜ 
ஂಖ⏣ᾈྐ࣭和Ἠ㈼ᝅ࣭⚄ᕝ

⩧㈗ 

ᅵተの≀⌮ᛶ ⡿ᕝᬛྖ 
ஂಖ⏣ᾈྐ࣭▼ᕝ♸⪷࣭᭮ᡃ

❳୍ 

ᅵተの໬学ᛶ ᱂ᇵ研 ᕷᕝ೺୍㑻࣭ᡭᓥⱥᩄ 

᳜≀ᰤ㣴デ᩿ ศᏊ㑇ఏ研 ᡭᓥⱥᩄ࣭ᕤ⸨᪂ྖ 

᱂ᇵస≀のྠᐃとศ㢮 స≀研࣭ᅬⱁ研 
ⓑ஭῝㞷࣭᭮ᡃ❳୍࣭ஂಖ⏣

ᾈྐ 

᳜≀⑓⌮་科学ᐇ⩦ ᳜≀⑓⌮研࣭᳜≀་科研 ᕷᕝ೺୍㑻࣭ᡭᓥⱥᩄ 

研究ᡤぢ学 ⫱✀研  

⥳ᆅ⎔ቃᐇᆅᐇ⩦（⥳ᆅ環境学） 

㡯┠ྡ ᢸᙜᩍဨ ᢸᙜᢏ⾡⫋ဨ 

᳜≀ྠᐃ࣭᳜生調ᰝ࣭⥳ᆅ᳜≀⟶⌮ ᒣ⏣᫴ 
▼ᕝ♸⪷࣭ⓑ஭῝㞷࣭ᕤ⸨᪂

ྖ 

㔛ᆅ㔛ᒣᐇ⩦ 
ᒣ⏣᫴࣭ᛂ⏝᪻⹸研࣭᱂ᇵ

研 

▼ᕝ♸⪷࣭ⓑ஭῝㞷࣭ᕤ⸨᪂

ྖ࣭ᰩ⏣┤᫂ 

Ỉ✄᱂ᇵ 大㯮ಇဢ࣭஧ᐑṇኈ ᭮ᡃ❳୍࣭ᡭᓥⱥᩄ 

生命໬学࣭ᕤ学ᐇ⩦ 

㡯┠ྡ ᢸᙜᩍဨ ᢸᙜᢏ⾡⫋ဨ 

  ጒᑿၨྐ࣭⸨ཎ ᚭ࣭஧ᐑṇኈ ࢫࣥࢲ࢖࢞

⎔ቃᅵተ学ᐇ⩦ ᅵተᅪ科学研 ▼ᕝ♸⪷࣭和Ἠ㈼ᝅ࣭ᕤ⸨᪂ྖ 

᳜≀ᰤ㣴生⌮学ᐇ⩦ 
᳜≀ᰤ㣴㺃⫧ᩱ学研࣭᳜≀ศᏊ

生⌮研࣭᳜≀機⬟ᕤ学研 
▼ᕝ♸⪷࣭和Ἠ㈼ᝅ࣭ᕤ⸨᪂ྖ 

農సᴗᇶ♏ᐇ⩦（農స

ᴗ機య㦂） 
஧ᐑṇኈ࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ 

ᡭᓥⱥᩄ࣭⚄ᕝ⩧㈗࣭⮻஭┿⏤

⨾࣭▮ὠ⏣ၨ௓࣭ᕷᕝ೺୍㑻࣭Ⱚ

㔝ఙ ⟇࣭▼ᕝ♸⪷ 
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(2) 講義 
 

ձ ኱学㝔 

ㅮ⩏ྡ ᢸᙜᩍဨ 学期 ༢఩ ཷㅮ⪅ᩘ 
生⏘࣭⎔ቃ生≀学≉ูㅮ

⩏ 

஧ᐑṇኈ（ศᢸ）࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ（ศᢸ） ኟ࣭෤ 2 19 

生⏘生態学≉ㄽ ஧ᐑṇኈ࣭᳃⏣ⱱ⣖࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ࣭⡿ᕝᬛྖ࣭

ᏳỌ෇⌮Ꮚ࣭㧗⏣まࡽࡺ 

෤ 2 3 

IPADS Statistics ஧ᐑṇኈ ෤ 2 12 
 ฼⏝研究≉ㄽϩ ᳃⏣ⱱ⣖（ศᢸ） ኟ࣭෤ 2 35ࢫ࣐࢜࢖ࣂ
農ᴗࠕ ࣮ࣥࢡࢥࣜࢢ࢔

⎔ቃࡅ࠾࡟るᨺᑕ⥺ᙳ㡪

 ࣮ࠖࣝࢼ࣑ࢮ

㧗⏣大㍜（ศᢸ） ኟ 2 30 

⪔ᆅ生ᅪ生態学₇⩦ ᳃⏣ⱱ⣖࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ࣭బࠎᮌ἞ே ኟ࣭෤ 4 0 
生ᅪ࣒ࢸࢫࢩ学ᐇ㦂㺃研究 ᳃⏣ⱱ⣖࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ࣭బࠎᮌ἞ே ኟ࣭෤ 12 0 
⪔ᆅ生ᅪ生態学≉ู₇⩦ ᳃⏣ⱱ⣖࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ࣭బࠎᮌ἞ே ኟ࣭෤ 8 0 
生ᅪ࣒ࢸࢫࢩ学≉ูᐇ㦂㺃研究 ᳃⏣ⱱ⣖࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ࣭బࠎᮌ἞ே ኟ࣭෤ 12 0 
生⏘生態学≉ูᐇ㦂Ϩ ஧ᐑṇኈ࣭᳃⏣ⱱ⣖࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ࣭⡿ᕝᬛྖ࣭

బࠎᮌ἞ே࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ 
ኟ࣭෤ 6 1  

生⏘生態学≉ูᐇ㦂ϩ ஧ᐑṇኈ࣭᳃⏣ⱱ⣖࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ࣭⡿ᕝᬛྖ࣭

బࠎᮌ἞ே࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ 
ኟ࣭෤ 6 1 

生⏘生態学₇⩦Ϩ ஧ᐑṇኈ࣭᳃⏣ⱱ⣖࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ࣭⡿ᕝᬛྖ࣭

బࠎᮌ἞ே࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ 

ኟ࣭෤ 4 1 

生⏘生態学₇⩦ϩ ஧ᐑṇኈ࣭᳃⏣ⱱ⣖࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ࣭⡿ᕝᬛྖ࣭

బࠎᮌ἞ே࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ 

ኟ࣭෤ 4 1 

生⏘࣭⎔ቃ生≀学≉ูᐇ㦂 ஧ᐑṇኈ࣭᳃⏣ⱱ⣖࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ࣭⡿ᕝᬛྖ࣭

బࠎᮌ἞ே࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ 
ኟ࣭෤ 10 0 

生⏘࣭⎔ቃ生≀学≉ู₇⩦ ஧ᐑṇኈ࣭᳃⏣ⱱ⣖࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ࣭⡿ᕝᬛྖ࣭

బࠎᮌ἞ே࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ 
ኟ࣭෤ 10 0 

農学生命᝟報科学≉ㄽϪ ஧ᐑṇኈ（ศᢸ） ෤ 1  
ᅜ㝿⎔ቃ㈨※᝟報学≉ㄽ ஧ᐑṇኈ（ศᢸ） ෤ 2 5 
ᅜ㝿᝟報農学≉ㄽ ஧ᐑṇኈ（ศᢸ） ኟ 2 6 
農学ᅜ㝿ᐇᆅ研究Ϩ ஧ᐑṇኈ（ศᢸ） ኟ࣭෤ 4  
ᅜ㝿᝟報農学≉ูᐇ㦂 ஧ᐑṇኈ ኟ࣭෤ 8 3 
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ㅮ⩏ྡ ᢸᙜᩍဨ 学期 ༢఩ ཷㅮ⪅ᩘ 
ᅜ㝿᝟報農学≉ู₇⩦ ஧ᐑṇኈ ኟ࣭෤ 8 3 
ᅜ㝿᝟報農学ᐇ㦂 ஧ᐑṇኈ ኟ࣭෤ 8 0 
ᅜ㝿᝟報農学₇⩦ ஧ᐑṇኈ ኟ࣭෤ 4 0 
生≀࣭⎔ቃᕤ学≉ู研究Ϩ ⡿ᕝᬛྖ࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ ኟ࣭෤ 8 0 
生≀࣭⎔ቃᕤ学ᐇ㦂ᐇ⩦ ⡿ᕝᬛྖ࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ ኟ࣭෤ 3 0 
生≀࣭⎔ቃᕤ学₇⩦ ⡿ᕝᬛྖ࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ ኟ࣭෤ 3 0 
生≀࣭⎔ቃᕤ学≉ู研究ϩ ⡿ᕝᬛྖ࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ ኟ࣭෤ 10 0 
生物・環境工学特別実験実習 ⡿ᕝᬛྖ࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ ኟ࣭෤ 10 0 

 
ղ 学部 

ㅮ⩏ྡ ᢸᙜᩍဨ 学期 ༢఩ ཷㅮ⪅ᩘ 
⪔ᆅ生態学 ᰿本ᆂ௓࣭⡿ᕝᬛྖ ኟ 2 49 
ᣢ⥆ⓗ᳜≀生⏘学 ᳃⏣ⱱ⣖ ෤ 2 15 
 ෤ 2 56 ࠿࡯生≀学 ᒣᓊ㡰Ꮚࢫࣞࢺࢫ
㞧ⲡ学 ᒣᓊ㡰Ꮚ ෤ 2 52 
ᅜ㝿農学᝟報ฎ⌮₇⩦ ஧ᐑṇኈ（ศᢸ4ᅇศ） ኟ 2  
農ᴗࠕ ࣮ࣥࢡࢥࣜࢢ࢔

⎔ቃのᨺᑕ⥺ᙳ㡪ࠖ 

㧗⏣大㍜（ศᢸ） ኟ 2 26 

㣗のᏳ඲科学 ᏳỌ෇⌮Ꮚ（ศᢸ） ኟ࣭෤ 2 300 
ᩍ㣴学㒊 ඲学య㦂࣑ࢮ

≀⹸と⠇㊊ື᪻ࠕ࣮ࣝࢼ

の生≀学/᪻⹸生態調ᰝ

ᐇ⩦ࠖ 

ᔱ⏣㏱（ศᢸ）࣭㧗⏣大㍜（ศᢸ）  2 3 

ᩍ㣴学㒊 ⥲ྜ科┠ ୍

๰るᣢ⥆ⓗ♫఍ࡀ⥳ࠕ⯡

㸫⎔ቃ࣭㣗⣊࣭࢚ࢠࣝࢿ

࣮と᳜≀ࠖ 

᳃⏣ⱱ⣖（ศᢸ）࣭ᒣ⏣᫴（ศᢸ） ኟ 2 80 

ᩍ㣴学㒊 ⥲ྜ科┠ ୍

 స≀の科学ࠖࠕ⯡

᳃⏣ⱱ⣖（ศᢸ） ෤ 2 90 

ᛂ⏝生≀学研究₇⩦ ஧ᐑṇኈ࣭᳃⏣ⱱ⣖࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ࣭⡿ᕝᬛྖ࣭

బࠎᮌ἞ே 

ኟ࣭෤ 4 0 

卒業論文（応用生物学専修） ஧ᐑṇኈ࣭᳃⏣ⱱ⣖࣭ᒣᓊ㡰Ꮚ࣭⡿ᕝᬛྖ࣭

బࠎᮌ἞ே 

ኟ࣭෤ 8 0 

卒業論文（生物・環境工学専修） ⡿ᕝᬛྖ࣭ᏳỌ෇⌮Ꮚ ኟ࣭෤ 8 0 
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ճ 他኱学・他኱学㝔࡝࡞ 

大学ྡ ㅮ⩏ྡ ᢸᙜᩍဨ 学期 ༢఩ ཷㅮ⪅ᩘ 
ᖏᗈ␆⏘大学␆⏘学㒊  ື≀生態学 㧗⏣まࡽࡺ ෤   

 
 (2) 学位論文 
 

ձ ༤ኈ論文 

㒌 ጾ  ࠕStudies on high-throughput phenotyping by use of time series crop 
images taken under natural environmentsࠖ 

        （農学ᅜ㝿ᑓᨷ  ୺ᰝ ஧ᐑṇኈ） 
ղ  修ኈ論文 

Ჴ⏣ 大௓ࠕScientific Aspect of Organic Agriculture and Analysis of Root-Associated 
Bacteria in Paddy Fieldࠖ 

   （生⏘࣭⎔ቃ生≀学ᑓᨷ ᣦᑟᩍဨ ஧ᐑṇኈ） 
⩚⏣㔝 ┿ᐶ ࠕᅵተ໬学ᛶᩘࡀ✀のⲡཎᛶ在᮶᳜≀のⓎⱆ࣭生⫱࡟୚࠼るᙳ㡪ࠖ 
   （生ᅪ࣒ࢸࢫࢩ学ᑓᨷ ᣦᑟᩍဨ 大㯮ಇဢ）   

ճ  ༞業論文 

ᕷᕝ ᜤᏊ ࣔࣔࠕの成⇍期㛫୰のᨺᑕᛶ࣒⃰࢘ࢩࢭ度のኚ໬㸫⚟ᓥ➨ 1 ཎᏊຊⓎ㟁ᡤ஦

ᨾᚋ➨ 3 స期┠ࡅ࠾࡟る⚟ᓥ┴での⤒時調ᰝࠖ 
（東京農ᴗ大学 ᣦᑟጤク 㧗⏣大㍜）  

 
２．田無演習林 

 
(1) 実習 

 

ᑓಟ࣭ᑓᨷ 科┠ྡ ༢఩ ཷㅮ⪅

 ᩘ

期㛫ࡧࡼ࠾᪥ᩘ 

ᩍ㣴学㒊๓期ㄢ⛬ ඲学య㦂ࠕ࣮ࣝࢼ࣑ࢮ㒔

ᕷの⥳のࢱࣜࣉ࣮ࢱࣥ࢖

࣮㣴成̿Ꮚ࡝も࡟ఏ࠼る

⮬↛య㦂̿ࠖ 

2 4 ኟ学期ᅵ࣭᪥᭙᪥඲᪥

ィ3᪥ 

ᩍ㣴学㒊๓期ㄢ⛬ ඲学୍⯡研究࣮ࣝࢼ࣑ࢮ

≀⹸と⠇㊊ື≀の生᪻ࠕ

学ࠖ࡟㛵㐃した㔝እᐇ⩦ 

2 3 ኟ学期ⅆ᭙᪥༗๓ィ1᪥ 

᳃ᯘ生≀科学ᑓಟ࣭ ᳃ᯘື≀学ᐇ㦂 2 18 ኟ学期㔠᭙᪥༗ᚋィ2᪥ 
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᳃ᯘ⎔ቃ㈨※科学ᑓ

ಟ 

᳃ᯘ生≀科学ᑓಟ࣭ 

᳃ᯘ⎔ቃ㈨※科学ᑓ

ಟ 

᳃ᯘᅵተ学ᐇ㦂 2 7 ኟ学期Ỉ᭙᪥༗ᚋィ1᪥ 

ᛂ⏝生≀学ᑓಟ ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ農学ᇶ♏ᐇ⩦ 4 29 ㏻年㔠᭙᪥඲᪥ィ3᪥ 
⥳ᆅ生≀学ᑓಟ ⥳ᆅ⎔ቃᐇᆅᐇ⩦ 3 8 ㏻年㔠᭙᪥඲᪥ィ5᪥ 
᳃ᯘ科学ᑓᨷ࣭生ᅪ

 学ᑓᨷ࣒ࢸࢫࢩ

᳃ᯘ生≀機⬟学 2 8 ኟ学期月᭙᪥඲᪥ィ1᪥ 

 

㡯┠ྡ ᢸᙜᩍဨ ᢸᙜᢏ⾡⫋ဨ 

඲学య㦂ࠕ࣮ࣝࢼ࣑ࢮ㒔

ᕷの⥳のࢱࣜࣉ࣮ࢱࣥ࢖

࣮㣴成̿Ꮚ࡝も࡟ఏ࠼る

⮬↛య㦂̿ࠖ 

Ᏻᮧ┤ᶞ࣭ᴋ本 大 ᰩ⏣┤࣭᫂┦ᕝ⨾⤮Ꮚ 

඲学୍⯡研究࣮ࣝࢼ࣑ࢮ

≀⹸と⠇㊊ື≀の生᪻ࠕ

学ࠖ࡟㛵㐃した㔝እᐇ⩦ 

ஂಖ⏣⪔平  

᳃ᯘື≀学ᐇ㦂 ஂಖ⏣⪔平࣭ຍ㈡㇂㝯 ᰩ⏣┤࣭᫂┦ᕝ⨾⤮Ꮚ 

᳃ᯘᅵተ学ᐇ㦂 ୹ୗ ೺࣭┈Ᏺ┾ஓ ┦ᕝ⨾⤮Ꮚ 

 農学ᇶ♏ᐇ⩦ ᒣ⏣ ᫴ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ
ᰩ⏣┤࣭᫂┦ᕝ⨾⤮Ꮚ࣭▼ᕝ♸

⪷࣭ⓑ஭῝㞷࣭ᕤ⸨᪂ྖ 

⥳ᆅ⎔ቃᐇᆅᐇ⩦ ᒣ⏣ ᫴ 
ᰩ⏣┤࣭᫂┦ᕝ⨾⤮Ꮚ࣭▼ᕝ♸

⪷࣭ⓑ஭῝㞷࣭ᕤ⸨᪂ྖ 

᳃ᯘ生≀機⬟学 ᒣ⏣฼༤࣭ᴋ本 大࣭ᆏୖ大

⩼ 
 

 
(2) 講義 
 
ձ ኱学㝔 

ㅮ⩏ྡ ᢸᙜᩍဨ 学期 ༢఩ ཷㅮ⪅ᩘ 
᳃ᯘᅪ生態♫఍学₇⩦ Ᏻᮧ┤ᶞ（ศᢸ） ኟ࣭෤ 4 4 
生ᅪ࣒ࢸࢫࢩ学ᐇ㦂㺃研究 Ᏻᮧ┤ᶞ（ศᢸ） ኟ࣭෤ 12 2 
᳃ᯘ科学≉ูᐇ㦂 Ᏻᮧ┤ᶞ（ศᢸ） ኟ࣭෤ 10 4 
᳃ᯘ科学≉ูᐇ⩦ Ᏻᮧ┤ᶞ（ศᢸ） ኟ࣭෤ 10 4 
᳃ᯘ生態♫఍学≉ู₇⩦ Ᏻᮧ┤ᶞ（ศᢸ） ኟ࣭෤ 8 4 
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ㅮ⩏ྡ ᢸᙜᩍဨ 学期 ༢఩ ཷㅮ⪅ᩘ 
生ᅪ࣒ࢸࢫࢩ学≉ูᐇ㦂㺃研究 Ᏻᮧ┤ᶞ（ศᢸ） ኟ࣭෤ 12 2 
᳃ᯘ生態ᅪ⟶⌮学≉ู₇⩦ϩ Ᏻᮧ┤ᶞ （ศᢸ）  ኟ࣭෤ 12 4 
᳃ᯘ生態ᅪ⟶⌮学≉ูᐇ㦂ϩ Ᏻᮧ┤ᶞ（ศᢸ） ኟ࣭෤ 8 4 
᳃ᯘ生≀機⬟学 ᴋ本 大（ศᢸ） ኟ 2 8 
᳃ᯘ生≀機⬟学₇⩦ ᴋ本 大（ศᢸ） ኟ࣭෤ 4 0 
生ᅪ࣒ࢸࢫࢩ学ᐇ㦂㺃研究 ᴋ本 大（ศᢸ） ኟ࣭෤ 12 0 
᳃ᯘ科学≉ูᐇ㦂 ᴋ本 大（ศᢸ） ኟ࣭෤ 10 2 
᳃ᯘ科学≉ูᐇ⩦ ᴋ本 大（ศᢸ） ኟ࣭෤ 10 2 
᳃ᯘ生≀機⬟学≉ู₇⩦ ᴋ本 大（ศᢸ） ኟ࣭෤ 8 0 
生ᅪ࣒ࢸࢫࢩ学≉ูᐇ㦂㺃研究 ᴋ本 大（ศᢸ） ኟ࣭෤ 12 0 
᳃ᯘ生態ᅪ⟶⌮学≉ู₇⩦Ϩ ᴋ本 大 （ศᢸ）  ኟ࣭෤ 12 0 
᳃ᯘ生態ᅪ⟶⌮学≉ูᐇ㦂Ϩ ᴋ本 大（ศᢸ） ኟ࣭෤ 8 0 

 
ղ 学部㸦農学部ࠊᩍ㣴学部㸧 

ㅮ⩏ྡ ᢸᙜᩍဨ 学期 ༢఩ ཷㅮ⪅ᩘ 
᳃ᯘ科学ᴫㄽ Ᏻᮧ┤ᶞ（ศᢸ）࣭ᴋ本大（ศᢸ） ෤ 2 13 
᳃ᯘ生態ᅪ⟶⌮学 Ᏻᮧ┤ᶞ（ศᢸ）࣭ᴋ本大（ศᢸ） ኟ 2 25 
ᩍ㣴学㒊 ඲学య㦂ࢼ࣑ࢮ

࣮ࢱࣥ࢖㒔ᕷの⥳のࠕ࣮ࣝ

ఏ࡟も࡝㣴成㸫Ꮚ࣮ࢱࣜࣉ

 る⮬↛య㦂ࠖ࠼

Ᏻᮧ┤ᶞ(ศᢸ）࣭ᴋ本 大（ศ

ᢸ） 

ኟ 2 4 

ᩍ㣴学㒊 ⥲ྜ科┠ࠕ᳃ᯘ

ே㛫⣔の科学ࠖ 

Ᏻᮧ┤ᶞ（ศᢸ） ኟ 2 58 

ᩍ㣴学㒊 ⥲ྜ科┠ࠕ᳃の

 すࠖ࡞ࡇ࠸౑ࢆ࣮ࢠࣝࢿ࢚

Ᏻᮧ┤ᶞ（ศᢸ） ෤ 2 18 

᳃ᯘᨻ⟇学 Ᏻᮧ┤ᶞ（ศᢸ） ኟ 2 50 
㐀ᯘ学ᐇ㦂 ᴋ本 大（ศᢸ） ኟ 2 16 
᳃ᯘ᳜≀学ᐇ㦂 ᴋ本 大（ศᢸ） ኟ 2 17 
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Ⅵ 社会貢献 
 
１．社会連携委員会 

 

構成ဨ㸸஧ᐑṇኈ、᳃⏣ⱱ⣖、⡿ᕝᬛྖ、Ᏻᮧ┤ᶞ、ᒣ⏣᫴、᭮ᡃ❳୍、⮻஭┿⏤⨾、ᑠཎ京௓ 

㛤ദ㸸 ẖ月 1ᅇࢆཎ๎として㸪ྜィ 11ᅇ㛤ദ㸬 

୺࡞ෆᐜ㸸 機構の♫఍㐃ᦠάື࡟ಀࢃるࡇと඲⯡࠸ࡘ࡟て㸪報࿌㸪ᑂ㆟とពᛮỴᐃ（ࣇࢵࢱࢫ

఍㆟ᑂ㆟஦㡯のỴᐃ）㸬ලయⓗ࡟は、機構බ㛤ࢫࣁ、࣮ࢼ࣑ࢭのබ㛤、ほᱜ఍、♫఍㐃ᦠ༠㆟఍

 㸬࡝࡞（ࠖ⦆㇋㣗と農のయ㦂ሿ㸸大ࠕ）

 

２．社会貢献事業 

 

農ሙ༤≀㤋 

ᒎ♧≀ᴫせ㸸1878（᫂἞ 11）年 1 月࡟農学ᰯෆ࡟㛤ሙして௨᮶、㥖ሙ農学ᰯ、東京農ᯘ学ᰯ、ᖇ

ᅜ大学農科大学附属、東京ᖇᅜ大学農科大学附属、東京ᖇᅜ大学農学㒊附属、東京大学農学㒊附

属、東京大学大学院農学生命科学研究科附属࡬と、ኚ㑄してࡁた農ሙでᐇ㝿ࢀࡽ࠸⏝࡟てࡁたṔ

ྐⓗ౯್ࡀ㧗࠸農機ල࡟࡝࡞ຍ࠼、農学ᰯࡸ農学㒊࡝࡞でᩍᮦとして཰㞟ࢀࡉてࡁた農機ලࡼ࠾

ࢆ㣗ࠖのཎⅬࠕ農ᴗ࣭ࠖࠕ、࡟୰ᚰࢆ書⡠ࡸたᩥ໬㈈ⓗ౯್のあるᅗゎࢀࡉ⏝฼࡟࡝࡞ᩍ科書ࡧ

 。る࠸てࡗ⾜ࢆ♧としたᒎ࣐࣮ࢸ

㐠Ⴀの≉ᚩ㸸本༤≀㤋は、ࠕ東大ࠖ࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇのࡗࡼ࡟ࢺ࣮࣏ࢧて㐠Ⴀࢀࡉて࠸る。

は、2007ࠖ࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ東大ࠕ 年の本༤≀㤋の࣮࢜࡟ࣥࣉഛ࠼てࠕ東大農ሙ࣎ࣛࣥࢸ

Ⓨ⚈で、2010ࡀたのࢀࡉ⧊⤌てࡗࡼ࡟としてබເࠖ࢔࢕ 年 4 月の生態調和農学機構のタ❧ࢃྜ࡟

࢖のάືは、༤≀㤋࢞ࡑ。る࠸てࡗ⮳࡟現在、ࢀࡉ⛠ᨵ࡟ࠖ࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ東大ࠕてࡏ

のྐᩱࡵ㈨するた࡟ෆᐜのྥୖࢻ࢖࢞、࠼ຍ࡟࡝࡞ᒎ♧௻⏬、࿘㎶の⨾໬άືࡸᩱのಟ᚟ྐ、ࢻ

のຮᙉ఍࡝࡞、ᵝ࡞ࠎ⮬୺άືࢆ⮬ᚊした࣎ࣛࣥ࢔࢕ࢸ఍ࡗࡃࡘࢆてᒎ㛤して࠸る。 

2013 年度άືᴫせ㸸 

㛤㤋᪥㸸ẖ㐌ⅆ᭙᪥࣭㔠᭙᪥ 10㸸15㹼14㸸45 （⚃᪥࣭年末年ጞはఇ㤋） 

㛤㤋᪥ᩘ㸸79 ᪥（ෆ⮫時㛤㤋᪥ᩘ㸸15 ᪥（ࢬ࣮࢔ࣆ࢔ࢽࢩ⋞ᬦ఍࣭୐ኤࡦ࣭ࣥࣙࢩ࣮ࣞࢱࢫࣥ࢖

ま୍ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡾࢃ⯡ཧຍ⪅࣭༑஬ኪ࢖ࢹࢢ࣑࣒࣮࣭ࣥ࢝࣍ࣥࣙࢩ࣮ࣞࢱࢫࣥ࢖） 

᮶㤋⪅ᩘ㸸2,610ྡ（⣼ィ㸸19,180 ྡ）（2014年 3月 18᪥現在） 

東大࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎ࢻ࣮ࣝ࢕ࣇ఍ဨᩘ㸸39ྡ（4月 1᪥現在） 

るఇ㤋㸸11ࡼ࡟ഛᕤ஦ᩚࢫࣃࣥࣕ࢟ 月 12 ᪥㹼2014年 3月 18 ᪥（ࡇの㛫ࢆࣝ࢔࣮ࣗࢽࣜ࡟ᐇ᪋） 

௻⏬ᒎࠕ⪔⪗
ࢇ࠺

⏝機ᲔのⓎ㐩ྐࠖ（2014 年 3月 25᪥ࡾࡼ㛤ദ） 

報㐨等㸸 

z ࠺ࡺ࠺ࡺࠕᩓṌࠖࣅࣞࢸᮅ᪥（ྲྀᮦ㸸9月 20᪥࣭24᪥࣭10月 4᪥ ᨺ㏦㸸10月 29 ᪥） 

ᢸᙜᩍ⫋ဨ（農ሙ༤≀㤋㐠Ⴀጤဨ఍）㸸⡿ᕝᬛྖ෸ᩍᤵ࣭和Ἠ㈼ᝅᢏ⾡⫋ဨ࣭⚄ᕝ⩧㈗ᢏ⾡⫋ဨ 
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 DE OIL ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡾࢃまࡦ

ᴫせ㸸ᪧ農ሙ時௦の 2007 年度ࡗ⾜ࡽ࠿て࠸る、西東京ᕷとのඹྠ஦ᴗࡦࠕまࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡾࢃ

は、ほᐹとᐇ㊶ࢆ㏻ࡌて、᳜≀の成㛗㐣⛬ࡸཎᮦᩱと㣗≀との㛵ಀ等ࢆᐇឤࡏࡉるࡇとで、᱂ᇵ

ࡼ࠾ᢸᙜし、ᦢἜࡀ本機構ࢆ཰✭までࡽ࠿✀᧛、࠾࡞。る࠸てࡗ⾜ࢆ⫱㣗までの୍㈏した㣗ࡽ࠿

る。本஦ᴗは、ᩍ⫱ጤဨ఍との㐃ᦠのୗでᑠ学ᰯ࠸ᢸᙜしてࡀ⧊⤌はูࢁࡇ調⌮して㣗するとࡧ

の⥲ྜ学⩦としてᐇ᪋ࢀࡉてࡁた2009、ࡀ 年度ࡽ࠿は୍⯡බເࡼ࡟るᕷẸཧຍのᙧ態ࡀຍࡗࢃた

とࡇる࡞る♫఍⎔ቃのᨵၿの୍ຓと࠸てࡗ࡞࡟ᕼⷧࡀ࠸ྜࡾேとのಀ、ࡳ㐍ࡀとで、᰾ᐙ᪘໬ࡇ

も、本஦ᴗの≉Ⰽある┠ⓗとࡗ࡞て࠸る。また、᫖年度ࡽ࠿、ཧຍᑠ学ᰯࡀ 2 ࡀቑຍし、ᕷ࡟ᰯ

ጤクしたᕷẸάືᅋయࡦࠕまࡀࠖࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉࡾࢃᕷẸཧຍᆺの㐠Ⴀࢆᢸᙜするࡇとࡗ࡞࡟た。 

2013 年度άືᴫせ㸸 

᱂ᇵᴫせ㸸ရ✀㸹࣍ࣥࣞࢡἜ⏝、㠃✚㸹10a、᮲㛫 70cm�ᰴ㛫⣙ 50cm 

ཧຍ⪅ᩘ㸸㇂ᡞᑠ学ᰯ 5年生⣙ 100 ྡ、⏣↓ᑠ学ᰯ 4年生⣙ 100ྡ、୍⯡ཧຍ⪅⣙ 30ྡ 

ᐇ᪋᪥ࡧࡼ࠾ෆᐜ㸸 

6 月 11 ᪥㸹㛤ᰯᘧ（୍⯡ཧຍ⪅のࡳ）、᧛✀ࡧࡼ࠾㜵㫽⥙ᩜタ（༗๓㸹ᑠ学生、༗ᚋ㸹୍⯡ཧຍ

⪅） 

6月 18᪥㸹㛵㐃学⩦ࠕ農ሙぢ学ࡧࡼ࠾స≀ゎㄝࠖ（ㅮᖌ㸹⡿ᕝᬛྖ෸ᩍᤵ）（୍⯡ཧຍ⪅） 

6月 25᪥㸹㜵㫽⥙እし（༗๓㸹ᑠ学生、༗ᚋ㸹㞵ኳ୰Ṇ） 

7月㹼8月㸹୰⪔㝖ⲡ等の⟶⌮సᴗ࣭ࡦまࡾࢃ㏞㊰స成（୍⯡ཧຍ⪅） 

8 月 1 ᪥㸹㛵㐃学⩦ ㅮ⩏࣐ࣜ࣡ࣄࠕのⰼ（࣭ᩘࢳࢵࢼ࣎࢕ࣇ㯤㔠ẚとの㛵ಀ）ࠖ（ㅮᖌ㸹⡿ᕝᬛ

ྖ෸ᩍᤵ）（୍⯡ཧຍ⪅） 

8 月 14 ᪥㹼30 ᪥（ᅵ࣭᪥࣭月᭙᪥ࢆ㝖ࡃ）㸹ࡦまࡾࢃ㏞㊰බ㛤（୍⯡ཧຍ⪅）බ㛤᪥ᩘ㸹11 ᪥、

᮶ሙ⪅ᩘ㸹4,844 ྡ 

9月 11᪥㸹཰✭（༗๓㸹୍⯡ཧຍ⪅ࡀᣦᑟࢆවࡽࡀ࡞ࡡᑠ学生とඹྠసᴗ、༗ᚋ㸹୍⯡ཧຍ⪅） 

報㐨等㸸 

z FM 西東京 

ᢸᙜᩍ⫋ဨ㸸⡿ᕝᬛྖ෸ᩍᤵ࣭ᕷᕝ೺୍㑻ᢏ⾡ᑓ㛛⫋ဨ࣭᭮ᡃ❳୍ᢏ⾡⫋ဨ࣭⮻஭┿⏤⨾ᢏ⾡⫋

ဨ 

༠ຊ㸸ᢏ⾡㒊 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅵ 社会貢献 

 

69 
 

３．その他公開セミナー㺃説明会等の開催 
 

年月᪥ ෆ ᐜ ഛ ⪃ 

2014/3/30,31 ほᱜ఍  
᮶ሙ⪅ᩘ 3/30㸸 357 ྡ 3/31㸸330 ྡ 

 

2013/6/2,10/27 Ꮚ౪ᶞᮌ༤ኈㄆᐃ఍㛤ദ（᪊⏣↓₇⩦ᯘ） 
ᮌのᖿࡸⴥ、ⰼࢆぢて、ᶞᮌのྡ๓ࢆぬ࠼、⮬↛

もᶞᮌ༤ኈㄆᐃ࡝Ꮚࠕⓗとした┠ࢆとࡇࡴぶし࡟

άືࠖࢆᐇ᪋。ᩍ㣴学㒊඲学య㦂ࠕ࣑ࢮ㒔ᕷの⥳

の࣮ࠖࢱࣜࣉ࣮ࢱࣥ࢖のཷㅮ生、ඹദする東大農

ሙ࣭₇⩦ᯘのᏑ⥆ࢆ㢪࠺఍ࡀㅮᖌ 
ཧຍ⪅ᩘ 6/2㸸84 ྡ 10/27㸸78 ྡ 

Ᏻᮧ┤ᶞ、ᴋ本

大、➉本࿘平、ᰩ

⏣┤᫂、┦ᕝ⨾⤮

Ꮚ、▼ᾆᜤᏊ 

2012/6/4 ฼⏝⪅஺ὶ఍（᪊⏣↓₇⩦ᯘ） 
⏣↓₇⩦ᯘの฼⏝౯್ࢆ㧗ࡵるたࡵ、ከᵝ࡞研究

ᩍ⫱฼⏝⪅ࡀ๓年度ᐇ⦼ࡸ௒年度ィ⏬ࡀ報࿌しྜ

 。報࿌఍。Ᏻ඲ㅮ⩦఍もྠ時㛤ദ࠺
ཧຍ⪅ᩘ 17 ྡ 

 

 ぢ本ᅬ୍⯡බ㛤ࢫࣁ 2013/7/23,24
᮶ሙ⪅ᩘ 7/23㸸425 ྡ 7/24㸸788 ྡ 

 

2013/8/31 機構බ㛤ࠕ࣮ࢼ࣑ࢭⲡで㌴ࢆ㉮ࡏࡽる 㸫࢚࢜࢖ࣂ

 ࠖ≀のཎᩱస࣮ࣝࣀࢱ

ཧຍ⪅ᩘ  46 ྡ  

Ᏺ⏣ⱥኴ㑻、᳃⏣

ⱱ⣖、㜿㒊῟、㛵

㇂ಙே 
2014/2/8 機構බ㛤ࠕ࣮ࢼ࣑ࢭ㐺ṇ農ᴗつ⠊ GAP ࡌᏑࡈࢆ

です࠿㸽 㸫ᣢ⥆ⓗ農ᴗࢆ┠ᣦして㸫ࠖ 
ཧຍ⪅ᩘ  4 ྡ （大㞷のたࡵ） 

஧ᐑṇኈ、ྜྷ⏣ಟ

୍㑻、⏣ୖ㶾ከ 

 
㸲㸬୍⯡฼⏝ 

 

(1) ᪧ農ሙ 
  ⅆ᭙᪥㹼㔠᭙᪥（⚃᪥࣭年末年ጞࢆ㝖ࡃ）༗๓9時㹼༗ᚋ4時30ศ࡟、ぢ学のたࡵのබ㛤ࢆ

 。あるࡀ年㛫⣙10,000ேの᮶ሙ、ࡾ࠾てࡗ⾜

 

(2) ⏣↓₇⩦ᯘ 

 月᭙᪥㹼㔠᭙᪥（⚃᪥࣭年末年ጞࢆ㝖ࡃ）༗๓9時㹼༗ᚋ4時30ศ࡟、ぢ学のたࡵのබ㛤ࢆ⾜

 。あるࡀ年㛫3,000ே௨ୖの᮶ሙ、ࡾ࠾てࡗ
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Ⅵ 圃場利用および作物生産 
 

1㸬旧農場 

 

 

 

    ⏣↓₇⩦ᯘ 

 

  ⏣↓₇⩦ᯘ㏻⏝ཱྀ 
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圃場利用 
 
(1) స≀ぢᮏᅬ 

ᅡሙྡ ┠ⓗ స≀ྡ等（ရ✀ྡ等） ᱂ᇵ㠃✚

（㹟） 
᱂ᇵ期㛫 ഛ⪃ 

ぢ本ᅬ ♫఍㈉⊩ ࣭࣌࢜ࣥࢧ）࣐ࣜ࣡ࣄ

ࣛ） 
10 6㹼9 西東京ᕷඹྠ஦ᴗ 

（ぢ本ᅬ機⬟ఇṆ） 

 

(2) ༊ศ圃場 

 

ᅡሙྡ ┠ⓗ స≀ྡ等（ရ✀ྡ等） ᱂ᇵ㠃✚

（㹟） 
᱂ᇵ期㛫 ഛ⪃ 

㸯 研究࣭ᩍ

⫱ 
࢝࢟（๓ᕝḟ㑻࣭ࡩ࠼ࡉ

 （⛅平᰾↓࣭㈗࣭ࡌ
60 2006/12㹼

2013/12 
 
࢝࢟とࣔࣔ

の୍㒊は⥅

⥆ 

ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ

ಟ、農ᴗ࣭㈨※⤒῭学

ᑓಟ、生≀࣭⎔ቃᕤ学

ᑓಟ、ᅜ㝿㛤Ⓨ農学ᑓ

ಟ）（㧗⏣） 
 

ᯘ࣭⣚⋥࣭ࡌࡩ）ࢦࣥࣜ

⋢） 
ࣔࣔ（᪥ᕝⓑ㬅࣭あࡘ࠿

 （ࡁ
 ࣮࣮ࣜ࣋ࣝࣈ

㸰㹌 ⥔ᣢ⟶⌮  80   
研究 在᮶᳜≀ 1.5 2013/2㹼 （ᒣ⏣） 

㸰㹑 ᩍ⫱ ࣓࢘（ⓑຍ㈡࣭㭬ᐟ࣭ᱵ

㒓） 
30 2002/3㹼

2013/12 
ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ

ಟ、農ᴗ࣭㈨※⤒῭学

ᑓಟ、生≀࣭⎔ቃᕤ学

ᑓಟ、ᅜ㝿㛤Ⓨ農学ᑓ

ಟ࣭ 

࢝࢟（ḟ㑻࣭平᰾↓） 20 2002/3㹼
2013/12 
2007/3㹼
2013/12 

30 2002/3㹼 （⣸ᓠ࣭⚄㘠）ࣜࢡ
2013/12 

㸱㹌 ᩍ⫱ ࢠ࣒ࢥ(ࡉとのࡽࡑ) 2012/11/16 12.5~
6/17 

ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ

ಟ、農ᴗ࣭㈨※⤒῭学

ᑓಟ、生≀࣭⎔ቃᕤ学

ᑓಟ、ᅜ㝿㛤Ⓨ農学ᑓ

ಟ） 
⥳ࢫࢡࢵࢲࢫ）࣒࢞ࣝࢯ

⫧⏝） 
12.5 7/25~10/8 ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ

ಟ） 
࣎ࣥࣂࢳ࢖）ࢠ࣒࢜࢜

 （ࢩ࣎࢟ࢧ࣓࣭ࣘࢩ
12.5 
 

2012/11/16~
6/3 

ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ

ಟ、農ᴗ࣭㈨※⤒῭学

ᑓಟ、生≀࣭⎔ቃᕤ学

ᑓಟ、ᅜ㝿㛤Ⓨ農学ᑓ

ಟ） 

ࢪ ࣕ ࢞ ࢖ ࣔ （ ⏨∖）
  

12.5 3/29㹼7/5 

ᬌᢳ、࣮ࢨ࢘ࢧ）ࢫࢱࣞ

ࢸࢫ、࣮ࣖ࢖࢓ࣇࢻࢵࣞ

12.5 4/17㹼6/28 
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 （ࢫࢱ࣒ࣞ
ࢬ࢔ࢽ࣋）ࣔ࢖࣐ࢶࢧ

࣐） 
12.5 5/24㹼10/18 

 
ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ

ಟ࣭⫋ሙయ㦂࣭཰✭య

㦂఍） 
7/25㹼11/12 ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ 12.5 （࢖࢚ࣞࣥ）ࢬ࢖ࢲ

ಟ） ࣜࢡ࣐ࢿ）࢔ࣜࣛࢱࣟࢡ

࣮ࣥ） 
12.5 7/30㹼10/7 

ಙ⃰）ࣂࢯ 1 号） 12.5 8/19㹼11/1 
ࣂ࢖ࢭࣝ࢖ࢯ）ࢡࣂ࢚ࣥ

࣮） 
12.5 2012/10/22

㹼4/1 
ࢱࢼࣀ࢟ࢨ࢟）ࢿࢱࢼ

 （ࢿ
12.5 2012/10/24

㹼4/26 
ࢱࢼࣀ࢟ࢨ࢟）ࢿࢱࢼ

 （ࢿ
12.5 11/13~ 

 11/22㹼 12.5 （ࡽࡑとのࡉ）ࢠ࣒ࢥ
࣎ࣥࣂࢳ࢖）ࢠ࣒࢜࢜

ࢩ࣭࢝ࢩ࣎࢟ࢧ࣓࣭ࣘࢩ

ࣜࢻࣖࣁ࣭࣮ࣝࢦ࣐ 2） 

12.5 11/22㹼 

㸱㹌㹃 研究 ࣐࣮ࣜࣜࣇ࢔）ࢻ࣮ࣝࢦ

 （࣮ࣝࢺࣥ࢝
1.5 4㹼8 （ᒣᓊ） 

⥔ᣢ⟶⌮  3.5  ఇ⪔ 
㸱㹋 研究 ࢠ࣒ࢥ（ࡉとのࡽࡑ） 2012/11/21 50

㹼6/17 
（஧ᐑ࣭ᒣᓊ） 

 30 7/23㹼10/28 （KD777）ࢩࢥࣟࣔ࢘ࢺ
 11/21㹼 42 （ࡽࡑとのࡉ）ࢠ࣒ࢥ
 㢮（ከရ✀） 8 11/22㹼 （ᒣᓊ）ࢠ࣒

㸱㹑 ᩍ⫱ ࢲ ࢖ ࢥ ࣥ （ ኟ のࡊࡁ

し）࣭࣮ࣥࢥࢺ࣮࢖ࢫ

（ ࢦ ࣮ ࣝ ࢻ ࣛ ࣗࢩࢵ

ᛌ㇋㯮）࣓࣐ࢲ࢚࣭（86

㢌ᕵ）࣭࢟ࣗ࢘ࣜ（V ࢔

 （㯇ኟ）ࢺ࣐ࢺ࣭（ࢳ࣮

10 4/5㹼7/19 ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ

ಟ、農ᴗ࣭㈨※⤒῭学

ᑓಟ、生≀࣭⎔ቃᕤ学

ᑓಟ、ᅜ㝿㛤Ⓨ農学ᑓ

ಟ） 

⥔ᣢ⟶⌮ ࣒࢜࢜2012/11/2 90 （ࢠ࣒ࣝࣜࢻ）ࢠ㹼
4/10 

୍㒊ᐇ⩦ᅡሙのたࡵ᪩

 ○⢊࡟ࡵ
 75 7/4~9/3 (科࣓࣐)࣮ࣥࣜࢡ࣐ࢿ
࣭ࣘࣛࢯࣀࢺࢧ）ࢠ࣒ࢥ

 （࢘࣍ࢩ࣓
84 10/18~  

㸱㹑㹃 研究 ⲡᆅ 10 4/1㹼
2014/3/31 

ᕤ学⣔研究科♫఍ᇶ┙

学ᑓᨷἙᕝ㸭ὶᇦ⎔ቃ

研究ᐊ 
㸲㹃㹑 研究 ࢿ࢖（ရ✀ከᩘ） 2 5㹼11 ࢔ࢪ࢔生≀㈨※⎔ቃ研

究࣮ࢱࣥࢭ㸭ᆅᇦ㈨※

ホ౯研究ᐊ 
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⥔ᣢ⟶⌮  8  ఇ⪔ 
㸲㹃㹋Ϩ ⥔ᣢ⟶⌮  5  ఇ⪔ 

研究 ࢿ࢖（ရ✀ከᩘ） 5 5㹼11 ࢔ࢪ࢔生≀㈨※⎔ቃ研

究࣮ࢱࣥࢭ㸭ᆅᇦ㈨※

ホ౯研究ᐊ 
㸲㹃㹋ϩ ⥔ᣢ⟶⌮  12.5  ఇ⪔ 
㸲ኳỈ⏣ ⥔ᣢ⟶⌮  10  ఇ⪔ 
㸲㹕㹑 研究 ࣞ9/17 1 ࢫࢱ㹼 生⏘࣭⎔ቃ生≀学ᑓᨷ

（大ᮡ） 
㸲㹕㹋 研究 ࣒࢜࢜ࢥࣟࣔ࢘ࢺ࣭ࢠ

 ࢬ࢖ࢲ࣭ࢩ
4 5/10㹼 （ᒣᓊ） 

㸲㹕㹌   ⥔ᣢ⟶⌮  30  ఇ⪔ 

㸳㹕 研究 125 ࣡ࢡ ㏻年 生⏘࣭⎔ቃ生≀学ᑓᨷ

᪻⹸㑇ఏ研究ᐊ࣭（୰

⏣࣭ᒣ⏣） 
㸳㹋㹌࣭

㸳㹃㹌 
研究 2012/11 80 （࣑ࢼࣀࢾ࢟）ࢠ࣒ࢥ㹼

6/18 
農学ᅜ㝿ᑓᨷᅜ㝿᝟報

農学⁁ཱྀ研究ᐊ࣭（஧

ᐑ） 7/3 80 ࣒࢞ࣝࢯ㹼10/29 
࣭࣑ࣘࢼࣀࢾ࢟）ࢠ࣒ࢥ

 （࢘࣍ࢩ࣓
80 11/27㹼 

≀7/11㹼10/4 農学ᅜ㝿ᑓᨷᅜ㝿᳜ 80 ࢩࢥࣟࣔ࢘ࢺ

㈨※科学୰元研究ᐊ࣭

（ᒣᓊ） 
 11/19㹼 80 （࣑ࢼࣀࢾ࢟）ࢠ࣒ࢥ

㸳㹃㹑 ᩍ⫱ ᯝᶞ（࣭ࣔࣔ࢘ࢻࣈ） 2005/3 25㹼 ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ

ಟ、農ᴗ࣭㈨※⤒῭学

ᑓಟ、生≀࣭⎔ቃᕤ学

ᑓಟ、ᅜ㝿㛤Ⓨ農学ᑓ

ಟ） 
⫱成୰ ࢟࢘2010/12 6 ࢶ࣮ࣝࣇ࢖㹼  
ᩍ⫱ ࣜ࣋ࢬ࣭࣮࣮ࣛࣜ࣋ࣝࣈ

࣮ 

 2014/3㹼  

㸴 ⥔ᣢ⟶⌮ ࣒࢜࢜2012/11/29 30 （ࣝࣜࢻ）ࢠ~
6/12 

 

 ࢫࢡࢵࢲࢫ

 (科࣓࣐)࣮ࣥࣜࢡ࣐ࢿ
50 
35 

7/11~9/11 
7/8~8/20 

࣎ࣥࣂࢳ࢖）ࢠ࣒࢜࢜

 （ࢩ
26 10/8~ 

7 ⥔ᣢ⟶⌮  2.8  ఇ⪔ 
⥔ᣢ⟶⌮  1.2  ఇ⪔ 
研究 ࣡ࢡ（᪂୍の℩） 5 ㏻年 生⏘࣭⎔ቃ生≀学ᑓᨷ

᪻⹸㑇ఏ研究ᐊ 
㸶 ᩍ⫱ ㄢ㢟ู学⩦ᐇ⩦ᅡ 10 4㹼2014/3 ᩍ⫱学㒊附属୰等ᩍ⫱

学ᰯ 
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࣭ࡾ⑓⥲ኴ⪏）ࣥࢥ࢖ࢲ

⪷ㆤ院）࣭᫓⳥（୰ⴥ᫓

⨾὾）ࢼࢶ࣐ࢥ࣭（⳥ 2
号）࣭࣍࢘ࣞࣥ࢘ࢯ（ま

ࣈࢡࢵ࢕ࢸࢫ࣭（ࡤࢁ࡯

ࢡࢵ࢕ࢸࢫ）࣮ࣜࢥࢵࣟ

࢖ࢧࢡࣁ࣭（࣮ࣝࣙࢽࢭ

（㯤ࢁࡇࡈ ࢶࣁ࣭（85

ࣕࢳࢻࢵࣞ）ࣥࢥ࢖ࢲ࢝

࡞࠿京）ࢼࢬ࣑࣭（࣒࢖

で）࣭ᑠ࢝ࣈ（㔠⏫ᑠ

ⷚ࣭ᜨᫍ⣚）࣭ࣥࢤࣥࢳ

ࣈ࣮ࣁ࣭（ᾏୖ）࢖ࢧ

 (ࢺࢵࢣࣟ)

6 10/4㹼
2014/1/17 

ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ

ಟ） 

研究 ࣥ࢔࢚࣭ࣜࢫࣛࢢ࢔ࣆࢿ

 ࢫࢧ
6 4㹼2014/3 ᪋タ 2 Ჷ（᳃⏣） 

࢔࢖ࣕࢪ࣭ࢫࢧࣥ࢔࢚ࣜ

 ࢫࢧࣥ࢝ࢫ࣑ࢺࣥ
22 4㹼2014/3 㟢ᆅ（᳃⏣） 

㔝⳯㢮 1.2 4㹼2014/3 （ᏳỌ） 
⥔ᣢ⟶⌮ ࣒࢜࢜2012/11/22 37 （ࢠ࣒ࣝࣜࢻ）ࢠ~

6/10 
 

  9/20~6/5 10 ࢫࢡࢵࢲࢫ
᪩ࡵ20 7/2~8/21 ୍㒊ᐇ⩦ᅡሙのた (科࣓࣐)࣮ࣥࣜࢡ࣐ࢿ

 ○⢊࡟ࡵ
大㯏(࣓ࣘࢩ࣎࢟ࢧࣀ) 10/10 18~  

⥔ᣢ⟶⌮ 

࣭ᩍ⫱ 

⥳໬ᶞᮌ（ከရ✀） 12 ㏻年 ⥳ᆅ᳜≀ᐇ㦂ᆅࡽ࠿⛣

ື（2012 年 3 月㹼） 
ᐇ⩦（⥳ᆅ⎔ቃ学ᑓ

ಟ） 
研究 㔝ⲡ⫱ⱑ 1 ㏻年 （ᒣ⏣） 

㸷 ⥔ᣢ⟶⌮ ⲡᆅ 36  ᩚഛணᐃ 
㸯㸮 ⥔ᣢ⟶⌮ ⲡᆅ 30  ฎศணᐃᆅ 
㸯㸯 研究 㔝ⲡ᱂ᇵヨ㦂 2 2011/4㹼 （ᒣ⏣） 

࢘ࢻࣈ࣭ࢡࢪࢳ࢖࣭ࣔࣔ

ከရ✀ 

1 4㹼2014/3 （㧗⏣） 

㸯㸰 ⥔ᣢ⟶⌮ ࣒࢜࢜࣎࢟ࢧ࣓ࣘ）ࢠ

 （ࢩ

20 2012/11/22
㹼7/11 

 

Ỉ⏣ A 研究 ࢿ࢖（ရ✀ከᩘ） 4 5㹼12 生⏘࣭⎔ቃ生≀学ᑓᨷ

᱂ᇵ学研究ᐊ（᰿本） 
2 5㹼11 生⏘࣭⎔ቃ生≀学ᑓᨷ

᱂ᇵ学研究ᐊ（⤒ሯ） 
ᩍ⫱ ࢿ࢖（ࢇ࡝と࠸ࡇ） 6 4㹼10 ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ

ಟ、⥳ᆅ⎔ቃᐇᆅ） 
Ỉ⏣ B 研究 ࢿ࢖（ရ✀ከᩘ） 1 5㹼11 （ᒣᓊ） 
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1 5㹼11 ࢔ࢪ࢔生≀㈨※⎔ቃ研

究࣮ࢱࣥࢭ㸭ᆅᇦ㈨※

ホ౯研究ᐊ 
0.5 5㹼11 ᒾᡭ大学 

ᩍ⫱ ࢖ ࢿ （ ᮅ ⣸ ࣭

Basmati370） 
1 5㹼11 ᥇✀ 

Ỉ⏣ C 研究 ࢿ࢖（ရ✀ከᩘ） 10 5㹼12 生⏘࣭⎔ቃ生≀学ᑓᨷ

స≀学研究ᐊ 
Ỉ⏣ D 研究 ࢿ࢖（ရ✀ከᩘ） 2 5㹼11 （஧ᐑ） 

ᩍ⫱ 8 5㹼12 ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ

ಟ）࣭᥇✀ 
Ỉ⏣ E 研究 ࢿ࢖（ရ✀ከᩘ） 4.5 5㹼11 ࢔ࢪ࢔生≀㈨※⎔ቃ研

究࣮ࢱࣥࢭ㸭ᆅᇦ㈨※

ホ౯研究ᐊ、ᅜ㝿㛤Ⓨ

農学ᑓᨷᅜ㝿農ᴗ㛤Ⓨ

学ࢫ࣮ࢥ 

ࣟࢡ࣭（ရ✀ከᩘ）ࢿ࢖

࣮ࣝࢦ࣮࣐࣭ࣜ࢔ࣜࣛࢱ

 ࢻ

5 5㹼11 

ⱑ௦ ᩍ⫱ ࢿ࢖（ࡡࡀࡇもࡕ） 5 2㹼9 ᥇✀ 
Ỉ⏣Ϩ ⥔ᣢ⟶⌮  30  ఇ⪔（஭ᡞᥭỈ㔞పୗ

のたࡵ） 
Ỉ⏣ϩ 研究 ࢿ࢖（ရ✀ከᩘ） 5 5㹼11 生⏘࣭⎔ቃ生≀学ᑓᨷ

⫱✀学研究ᐊ 
4.5 ᛂ⏝生命໬学ᑓᨷ᳜≀

ᰤ㣴࣭⫧ᩱ学研究ᐊ 
4.5 ⌮学⣔研究科生≀科学

ᑓᨷ 
5.5 生⏘࣭⎔ቃ生≀学ᑓᨷ

స≀学研究ᐊ 
ᩍ⫱ ࢿ࢖（ࢇ࡝と࠸ࡇ） 6 10㹼10 ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ

ಟ、生命໬学࣭ᕤ学ᑓ

ಟ、農ᴗ࣭㈨※⤒῭学

ᑓಟ、ᅜ㝿㛤Ⓨ農学ᑓ

ಟ࣭⥳ᆅ⎔ቃᐇᆅ） 
Ỉ⏣Ϫ ⥔ᣢ⟶⌮  30  ఇ⪔ 

Ỉ⏣⏿ᆅ ᩍ⫱࣭研

究 
13 4㹼6࣭9㹼 （ရ✀ከᩘ）ࢿ࢖

12 
≀✐,㸲Ჷ㺃⫱ⱑࢫ࢘ࣁ

調〇 
໬学ᅡ ⥔ᣢ⟶⌮  4.8  ఇ⪔ 
ⰼࢫࣁぢ

本ᅬ（ᪧ

໬学ᅡ） 

⥔ᣢ⟶⌮ 
࣭ᩍ⫱ 

⛣ࡽ࠿9 ㏻年 ⥳ᆅ᳜≀ᐇ㦂ᆅ （✀ከရ）ࢫࣁ

ື（2012 年 5 月㹼） 
ᐇ⩦（⥳ᆅ⎔ቃ学ᑓ

ಟ） 
ⰼࢫࣁぢ

本ᅬ（ᪧ

⢭ᐦᅡ） 

⥔ᣢ⟶⌮ 
࣭ᩍ⫱ 

⛣ࡽ࠿19 ㏻年 ⥳ᆅ᳜≀ᐇ㦂ᆅ （✀ከရ）ࢫࣁ

ື（2012 年 5 月㹼） 
ᐇ⩦（⥳ᆅ⎔ቃ学ᑓ
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ಟ） 
ⱑᅡ ᩍ⫱ 㔝⳯ 3 ㏻年 ⫱ⱑ 
ࢱࢡࣛࢺ

⦎⩦ሙ 

ᩍ⫱ ࢱࢡࣛࢺ㐠㌿⦎⩦ 52 ㏻年  

      

 

(3) 施設ᅬⱁ 

 

ᅡሙྡ ┠ⓗ స≀ྡ࣭（ရ✀ྡ） ᱂ᇵ㠃✚

（㹟） 
᱂ᇵ期㛫 ഛ⪃ 

1 号 
 ࢫ࢘ࣁ

研究 ࢖ ࢳ ࢪ ࢡ ࣭ ࣈ ࢻ ࢘

（ከရ✀）௚ 
1.2 ㏻年 （㧗⏣） 

2 号 
 ࢫ࢘ࣁ

研究 㔝ⲡ⫱ⱑ 1.2 ㏻年 （ᒣ⏣） 

3 号 
 ࢫ࢘ࣁ

⥔ᣢ⟶⌮ 
࣭ᩍ⫱ 

ほⴥ᳜≀（ከရ✀） 3.0 ㏻年 ⥳ᆅ᳜≀ᐇ㦂ᆅࡽ࠿⛣

ື（2011 年 2 月㹼） 
ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ

ಟ࣭⥳ᆅ⎔ቃ学ᑓಟ） 
研究 㔝ⲡ 0.02 4/1 㹼

2014/3/31 
（ᒣ⏣） 

ᪧ 2 号 
 ࢫ࢘ࣁ

ᩍ⫱ ࣛࣥ（࣮࢜ࣥࣗࢪࢩ

ࣥࢹ࣭࢔ࣞࢺ࣭࣒࢝

ࣅࣥࢩ࣭࣒࢘ࣅࣟࢻ

࣌࢜࢕ࣇࣃ࣭࣒࢘ࢪ

ࢹ ࢕ ࣛ ࣒ ࣭ ࢔ ࢝ ࣥ

࣌）࣭ほⴥ᳜≀（ከ

ရ✀） 

1.2 ㏻年 ᐇ⩦（ᛂ⏝生≀学ᑓ

ಟ࣭⥳ᆅ⎔ቃ学ᑓಟ） 

ⱑ 
 ࢫ࢘ࣁ

ᩍ⫱ 㔝⳯ 0.9 ㏻年 ⫱ⱑ 
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２．田無演習林 
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Ⓨ ⾜ ⪅ 
東京大学大学院農学生命科学研究科 
附属生態調和農学機構 
ࠛ188-0002 東京㒔西東京ᕷ⥳⏫1-1-1 
TEL: 042-463-1611 
FAX: 042-464-4391  
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